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第一章










就職活動難航中




　毎日が勝負の日だった。

　まだまだ景気がいいとは言い難いこのご時世。就職活動は難航した。

　一般的には、内定が出ていて当たり前の十月。内定のない私は、残っている少数の枠を目指して、就活を続けるしかなかった。

「はぁ」

　大学のカフェスペースは、唯一の息抜きの場所。

　大きな窓から降り注ぐ太陽の光を浴びていると、なんだか健康的になった気分が味わえる。だけど、それとは裏腹に、心の中は真っ暗だった。

「美み帆ほ乃の。また、溜ため息いき出てるよ」

「ごめん」

　無意識に出てしまう溜息は、一応、頑張っている証あかし、なのかもしれないけど……。

　私の溜息を指摘する、同じ文学部国文学科の久く美みは、大学で最初にできた友達だ。

「就活の溜息？」

「うん、そう」

　資料請求のメールを、いったい何通出しただろう。

　つながりを求めて、大学の先輩にＯＢ訪問したこともある。だけど……あまりためになることはなかった。

「ＯＢに会いに行ってきたんじゃなかった？」

「それがね、ホント最低だったの。会社の話なんて全然してくれなくて、ホテル行こうかだってさ！」

　この間の人は、本当にひどかった。

　見た目はまあまあ好青年だったのに、ソレしか頭にない残念な人。同じ大学出身なんて、吐き気がする。

「あら、いいじゃない。就職より婚活よ。実際ＯＢ訪問で恋人ゲットっていう人も多いらしいよ？」

　カフェオレ片手に耳を傾かたむけている久美は、涼しい顔。

「婚活なんて、まだ早いわよ」

　とはいえ、田舎からやっと都会の大学に出てきて、生活が楽しくなってきたところなのに、もし就職に失敗すれば、実家に帰らなければならない。

　鳥の鳴き声で目覚める朝も、悪くはない。それに、地元なら親のツテで、いくつかは働き先も見つかるだろう。

　だけど、一度都会での自由な生活を経験すると、田舎で両親に監視された実家生活には戻りたくはない。

　羽は目めを外した……というほどではないけれど、東京に出てくるまでずっと彼氏もいなかった私は、それなりに男の子との付き合いを楽しんだ。

　まぁ、男運がいいとは言い難く、最初の彼氏には浮気されて、結局は別れた。そのあとも、いつの間にか貢みつがされていたこともあったし……。

　久美は、私が真面目すぎると笑った。

「美帆乃も、もっと軽い気持ちでいろんな男と付き合ってみればいいのに」とよく言われたものの、『軽い気持ちで付き合う』なんてことは、したくない。

　好きなら、好き。嫌いなら、嫌い。

　好きか嫌いかわからないけど、とりあえず付き合ってみる。というあいまいな関係は、私の選択肢にはない。

　だけど、その頑固な性格が災わざわいしてか、結局はフラれて泣くばかりだった。

「婚活かぁ。私もしようかなぁ」

　久美はたしか、経済学部に彼氏がいたはずだけど……。

「だって久美、彼氏いるじゃない」

「バカね、結婚まで行く訳ないでしょ？　だいたい金のない同級生より年上の男よ」

「えっ、そうなの？」

　一応どの人とも真剣に付き合ってきたつもりの私は、久美の言うことがにわかには信じられない。

「だから、美帆乃は貧乏くじ引くの。結婚は一生のことなの。好きかどうかより、経済力よ」

「そうかなぁ？」

　どれだけお金持ちでも、やっぱり好きな人とでなくては。

「美帆乃は、そういうところ頑固よねぇ。純愛思考だもんね」

　そう。もちろん、純愛希望。

　なかなかそんな相手に巡り合えないけれど。

「でもね……」

　突然真顔になった久美は、再び口を開く。

「どうせ、手に職がない私達なんて、誰でもできるような仕事を任せられて、歳を取ったら若い子に追いやられるの。それまでにいい男をゲットして脱出しないと、行き遅れるわよ」

　たしかに、久美の言葉には一いち理りある。

　文学という、社会でまったく役立ちそうにないものを学んできた私達には、特に武器がない。

　それなりに努力もして、パソコンもひと通り扱えるけれど、そんな人ゴロゴロしている。社会人デビューできても、同じような人がごまんといることになる。

　その中で仕事の出来を争い、恋人候補も……と考えると、溜息が出そうになる。

「とにかく、社会デビューできなきゃしょうがないでしょ」

　就職できなかったから、バイトしながら東京に残って婚活、なんて許されそうにない。

「そうね。美帆乃の場合、実家に強制送還されそうだし」

　久美の一撃で、私は気合を入れ直した。




　数日後。

　就職セミナーで見つけ、やっと面接までこぎ着けた会社に向かっていた。

　ここまで来るのも、簡単ではない。

〝適性検査〟という名のふるい落としになんとか残らなければ、面接すらしてもらえない。そのテストの為に、問題集をすでに三冊こなしていた。

　もう、このあとの面接の予定は空欄になっている。

　ここまで来るのに、十八社落ちている私は、必死だった。

　面接に向かう電車の中で、念入りに会社情報をチェックする。資本金、社長の名前、取引先、取引銀行……。

　意地悪な面接官は、時々そういうところをついてくる。そんなこと、社員も知らないでしょ？というところまで。

　それでも、就職したければ覚えるしかない。ふるい落とされたら終わりだから。

　自分で起業できるほどの能力を持ち合わせていない私は、どこかの会社にもらってもらわなければならない。

　今日の会社に落ちると、いよいよ就職自体が怪しくなってくる。そもそも、田舎に帰ってきてほしい両親が、手ぐすね引いて待っている。

「よし！」

　折れそうになる自分に喝かつを入れ、心の中で「私は受かる！」と念じてみる。

　そんなことをしたところで、なんの役にも立たないことは痛いほどわかっているけど、そうでもしなければ、緊張の面接会場に突っ込む気力すらない。

　面接の時間にかなり余裕を持って、最寄りの駅に降り立った。ギリギリでは気持ちが焦って上手くいかないからだ。

　コンコースの端で、念入りに会社の情報を読み直し、志望動機という名の見栄えのいい嘘を、ひとりでブツブツ繰り返す。

　そろそろ行こうと歩き出すと、エスカレーターで立ち止まったひとりのおばあさんと遭そう遇ぐうした。

「あのー、どうかされましたか？」

「いやね、これ、速くてね。私の足ではひとりで乗れないんです」

　私達には便利なエスカレーターも、おばあさんには難関のようだ。

「それじゃあ、一緒に行きましょう」

　そう言っておばあさんの腕を取ったけど、一歩足を踏み出しただけで首を横に振る。

「ごめんなさいね。やっぱり怖いわ」

　聞けば、ひとり暮らしを始めた孫のところを訪ねてきたけれど、早く着きすぎて、電話もつながらないのだとか。

「ここで待つ」と言うから驚いた。このエスカレーターさえパスできれば、下には喫茶店が見えているのに。

「ちょっと待ってくださいね」

　もと来たコンコースを全力で駆け抜け、駅員さんを捕まえる。私にも、時間がない。

「はぁはぁ」

　息を切らせながら事情を話して駅員さんと一緒に戻ると、不安そうなおばあさんの顔。

「大丈夫です。あるそうですよ！」

　思った通り、車いす用のエレベーターが、少しわかりにくい場所にあるらしい。

　案内役の駅員さんと共に無事に一階にたどりつくと、おばあさんに何度も頭を下げられた。

「本当にねー、最近の若い子は冷たいとばかり思っていたけど、あなたみたいな子がいるなんて……」

　おばあさんの言葉を、照れながら聞いていて思い出した。私がここに来たのは、入社試験のため……。

　チラッと腕時計に目をやると、もう指定された時間が目の前に迫っている。

「私の孫はねー、大学を卒業して、なんだかカタカナばかりの名前の会社にねー」

「あはは、ご立派なんですね……。あのっ、私……」

「でもねー、寂しくてね」

　照れ笑いが、いつの間にか苦笑いに変わっていた。

　お願い、そろそろ解放してください！

「そうですね。あっ、もう一度、お電話されてみては？」

「あぁ、そうねぇ」

「すみません、公衆電話まで……」

　駅員さんに振ろうとすると、おばあさんは手に持っていた大きめのバッグからなにかを取り出した。

「あぁ、電話が入ってるわ」

　あら……。

　バッグの中から、おばあさんからは想像できなかったスマホが出てきてびっくり。しかも、ビビッドなピンクときた。

　そして、ためらうことなく手を動かし、電話をかけ始める様子に、時代は変わったわねと、こちらが思ってしまう。

「それじゃ……」

　駅員さんにチラッと目配せして、やっと逃れることができた。

　面接の行われる会社は、駅から徒歩五分となっているけれど、十分は見た方がいいだろう。

　面接の時間まであとちょうど十分。普通なら着いていて当然の時間だ。

　駅前は、たくさんの車。そして、高いビル。

　憧れのオフィス街を、全速力で走り始める。リクルートスーツを着て、履き慣れない五センチヒールのパンプスで。

　大股でわき目も振らず走り続けているせいで注目の的だけど、人生がかかっているから、仕方ない。

「あれっ？」

　全速力で走る私の横を、自転車の女の人が颯さっ爽そうと駆け抜けていく。そしてその人の後ろから、男の子が小さな自転車の車輪を必死に回してついていく。

　だけど、前を歩く人をよけようとしてバランスを崩し……。

　危ない！

「わっ！」

「痛いよー」

　派手に転んだ男の子が大きな泣き声をあげ始めると、一瞬にして辺りがざわつき出した。

　そして、泣きじゃくる男の子の下には……とっさにスライディングキャッチする形になった私。

　しかも、目もく測そくを誤ったようで、背中で受け止めた形になってしまい、たいして役に立たなかったというオチつきだ。

「すっ、すみません」

　慌てて飛んできたお母さんは、真っ青な顔をして私を見下ろす。

「大丈夫ですからっ。あのっ、息子さんを……」

　お願いだから、下ろして。

　推定二十キロ近くある男の子が、体の上で遠慮なくのた打ち回るから、吐きそうだ。

　おまけに、腕には彼の自転車がもろに当たって、そっと目をやるとスーツが破れている。

　あぁぁ、お金ないのに……。

「本当に、申し訳ありません」

　男の子を抱き上げたお母さんが、もう一度頭を下げる。

　やっとのことで起き上がり、一番の笑顔を作って見せたけれど、きっとぎこちなかったに違いない。

　だって、起き上がる時に視界に入ったのは……、膝ひざのあたりがビリビリに破れたストッキングと、思いきり擦すりむいた膝頭。そして、出血。他にも、擦り傷が多数。

　そして、派手にスライディングしたせいか、全身砂まみれ。

　とても大人の女とは思えない姿をしている。

「あぁ、どうしましょう。病院に……」

「いえいえ、このくらいなんでもないですから」

　擦り傷くらいで病院なんて、かえって恥ずかしい。

　ポケットに忍ばせておいたハンカチで、とりあえず一番出血している膝頭を押さえて、あまりに恐縮しているお母さんに笑顔を作る。

「本当に気にしないでください。それより、ほら、お子さんもちょっとケガされていますよ」

　男の子の肘ひじ付近に擦り傷を見つけた私は、落としたバッグを拾い上げ、頭を下げてから、その場をダッシュで離れた。

　だって……すごい数の野次馬が集まってきて、恥ずかしくて。

「あっ、あのーっ」

　お母さんが声を張りあげるのがわかったけれど、「大丈夫です」と一言だけ返して、足を速める。

　擦り傷というのは、想像以上に痛いらしい。こんな傷、子供みたい。

　それより時間がない。時計を確認すると、面接の指定の時間まで三分しかない。

　だけど、こんな姿で？

　一瞬ためらったけれど、今はどうすることもできない。とりあえず行かないことには、受からない。

　膝にハンカチをギュッと縛って、再び走り出した。

「キャ！」

　それなのに、ほんの数メートル足を進めたところで、突然電柱の陰から現れた男の人に体当たりして、尻餅をついてしまった。

　なんて日なの？　勝負の日なのに。

「お前、野球部？」

「はいっ？」

　突然話しかけてきた男を見上げると、その男はスクエア型の銀縁メガネを、人差し指で押し上げ、口を開く。

「見事なスライディングだな」

「えっ？」

「いや、こっちの話」

　彼は、座り込んでいる私に手を差し出した。

　なんだかよくわからないまま手を取ると、その人は華きゃ奢しゃな体からは想像できない強さで私を引っ張り上げる。

　銀縁のメガネが妙に似合っているその男は、百五十八センチの私より頭ひとつ背が高く、少しネクタイを緩めた様が絵になっていた。

「ひどい格かっ好こう」

　初対面の人にそんなことを言われて、腹が立たない訳がない。ちょっと失礼だ。

「私だって、なりたくてなった訳じゃないんです！」

「ふーん、自己主張は上出来」

　訳のわからない返事をされた私は、ますます不ふ機き嫌げんモード。

　それでも時間がないことを思い出し、再び駆け出そうとすると、今度は銀縁メガネが私の腕をつかんで止めた。

「急いでるんです。ナンパなら別の人をどうぞ！」

　時間がないの！

　イライラが募つのっていたせいか、強めの口調になってしまった。

「ナンパだって？　自分の姿わかってる？　こんな女、誰が……」

「こんな女で悪かったですね。私は見た目で勝負してませんから、あしからず」

　こうなったら、売り言葉に買い言葉だ。

「あっ、そう。じゃあ中身には自信があるということだな」

　口角をあげ鼻で笑う男に、返す言葉が見つからない。

　本当は、自信なんて少しもない。

「もう、なんなんですか！　失礼します」

　手を振りほどいて再び駆け出そうとしたけれど、やっぱり引き留められて……。

「まぁ、ちょっと待て。就活か？」

「そうです。だから急いでるんです！」

「でも、そんな格好で行ったって、ドン引きだぞ」

　その通りかもしれない。

　だけど、もうあとがない。このままでは、田舎に帰らなければならなくなってしまう。

「来い」

「は？」

「いいから、来い」

　私を無理矢理引っ張ったその男は、大通りでタクシーを停めた。

「乗れ」

「はっ、人さらい？」

「まったく、なに言ってるんだ。お前を誘拐したら、ザクザク身代金が出てくるようには見えないが？」

　いちいち正当な意見だ。

　残念ながらこの姿に、金持ち要素はひとつもない。

「とりあえず、その身なりをなんとかしてやる」

「だから、私、これから面接なんです。時間がないんです」

　さっきから、他人の話を聞いているの？　とにかく急がなければならないのに。

「そんな姿じゃ、行っても受からないだろ。俺が紹介してやる」

　紹介……。なんと魅惑的な言葉だろう。

　だけど、新あら手ての詐さ欺ぎかもしれない。ただのエロ男かもしれない……。

　頭の中をいろんな思いが駆け巡って、しばし立ち尽くす。

「わっ」

　葛かっ藤とうする私を、銀縁メガネが無理矢理タクシーに押し込む。

「手を煩わずらわせるな」

「ど、どこに行くんですか？」

「とりあえず、それをなんとかしてやる」

　私の膝をチラッと見ながら、運転手にどこかの住所を告げる。そして、おもむろにスーツの内ポケットからスマホを取り出して、電話をかけ始めた。

「はい。少し遅れます。あと例の件、確保しましたので。――はい」

　電話を切ると、それ以降なにもしゃべらなくなってしまった。

　良く見ると、きちんとした身なりをしている。ピッタリ体のラインに合っているスーツは、きっとオーダーしたものだろう。百八十センチくらいの身長、手足も長いこの人に、ぴったりのサイズ。

　淡いブルーのワイドスプレッドのシャツに、ネイビーのネクタイ。大きい結び目はウインザーノット。悔しいけれど、コーディネートはお洒しゃ落れに決まっている。

　顔は……メガネの下の目は切れ長で、どこか冷たい感じもする。だけど、鋭するどい眼光のせいか、できる男のオーラが出ている。鼻はすらっと高いし、どう見ても、モテ男。

　とても、あんな口のきき方をする人には見えない。

　私達を乗せたタクシーは、すぐに高級マンションにたどりついた。

　銀縁メガネは運転手にカードで支払いを済ませると、なにも言わずに、車を降りて歩いて行ってしまう。

「お客さん、降りられないんですか？」

「いえっ、降ります」

　どうすべきか悩んだけれど、運転手に急かされた私はタクシーを降り、男について行った。

「早くしろ。閉まるぞ？」

　男がオートロックの鍵を開けて入っていくのを茫ぼう然ぜんと見つめていると、声をかけられる。

「あっ、はい」

　慌てて入ると、エントランスは吹き抜けになっていて、ダークグレーの石が張られた壁が高級感を醸かもし出していた。

　その男は、私がエントランスに入るのを確認すると、ちょうど一階に止まっていたエレベーターに乗り込む。

〝開〟のボタンを押して待っていてくれる男に小さく会え釈しゃくして乗り込むと、彼の後ろに立った。

　目の前にあるがっちりとした肩幅にドキドキするのは、恋愛経験が乏とぼしいからだろうか。

「名前は？」

　彼は私に背を向けたまま、口を開いた。

　なんだかとても冷たい人だ。少しくらい振り返って、ニコッとしてくれてもいいのに。

「麻あさ田だ美帆乃です」

　それきりまた黙った男は、六階で止まったエレベーターを颯爽と降りていってしまう。

「あの。私、名乗ったんですけど？」

「あぁ、楠くすのきだ」

　こんな時、「素敵なお名前ですね」とか、ちょっとしたお世辞でも言った方がいいのだろうか。だけど、あっちも不愛想だから、まぁいいか。

　楠さんは、長い内廊下をスタスタと歩き、一番奥の角部屋の鍵を開けた。

「入れば？」

「お、お邪魔します」

　訳がわからぬままついてきたけど、本当に大丈夫なのかな……。

　だけど、就職先を紹介してくれるという、甘い甘い言葉は、簡単には捨てられない。

　玄関から真っ直ぐ続く廊下の左右にはいくつかのドア。おそらく、寝室やトイレだろう。

　楠さんが入って行った南向きの部屋が、リビングに違いない。

　彼に続いて足を踏み入れたリビングは、白と黒で統一されていて、モデルルームのような、とてもシンプルな部屋だった。いや、シンプルというより殺風景という言葉がぴったりかもしれない。

　一応掃除好きの私の部屋よりずっと片付いていて、男の人の部屋にしては珍しい。だけど、あまりに生活感がなくて、不思議な感じ。

「ボサッと突っ立ってないで、座れ」

　部屋の真ん中にある黒い革張りのソファを指差した楠さんは、隣の部屋に消えていく。

　そして、小さな救急箱を持って戻ってくると、「膝を出せ」と、床に胡坐あぐらをかいた。思いっきり、無愛想なまま。

　彼の言う通りソファに座り、膝に巻いてあったハンカチを取ると、思ったより広範囲に擦り傷ができていた。

「ガキだな」

　フンと鼻で笑った彼は、おもむろに消毒液を取り出すと、乱暴に傷にかける。

「痛い！」

「このくらい我慢しろ」

「だって、痛いんです！」

　実に乱暴な手当ては、そのあとも容よう赦しゃなく続く。

　いくらなんでも、もう少し優しくできるでしょ！

「ほら、そっちの手も出せ」

　膝に大きな絆ばん創そう膏こうを豪快に貼ってくれた彼は、私の左手を指差した。

「手？」

「鈍感だな、お前」

　彼に言われた通り、ジャケットの袖が破れてしまっている左手を差し出すと、手のひらに切り傷があった。きっと小さな石の上に手をついてしまったのだろう。

　だけど、足の擦り傷がひどくてヒリヒリしていたからか、手の痛さなんて感じていなかった。いつの間に気がついたのだろう。

「すみません……」

　なぜだか謝らないといけない雰囲気になって頭を下げると、彼は私の手を取り、傷口を覗き込む。

　手をガッシリと握られ、彼との距離が縮まると、妙に鼓動が速くなるのを感じる。

「石は入っていないようだ」

「えっ？　……はい」

　雑な治療だとばかり思っていたけれど、きちんと傷の状態を診てくれているらしい。

　だけど彼は、やっぱり豪快に消毒液を振りかけ、絆創膏をこれまた乱暴に貼りつけた。

「痛っ」

「すぐ治るだろ」

「ありがとう、ございます」

　乱暴すぎる治療に文句のひとつも言いたかったけど、治療してくれたのには違いない。不満をゴクンと呑み込んで、お礼を口にした。

「履歴書」

　救急箱のふたを閉め、私の隣に座った楠さんは、大きくて男らしい手を広げて差し出す。

「履歴書？」

「持ってるだろ？」

　履歴書はもう提出してあるけれど、一応予備に携帯している。

　この人、本当に紹介してくれるつもりなのかな。

　いや、してくれないと困るけど。

　腕時計に目をやると、もう面接の始まっている時間だ。

　バッグの中から履歴書を取り出して渡すと、貼ってある写真と私を何度も見比べている。

「な、なんですか」

「いや、このジャジャ馬がすました顔してると思ってな」

「は？」

　ちょっとカチンときて、履歴書を取り返そうとしたけれど、さっと引っ込められてしまった。

「文学部か。つぶしがきかないってことか」

　さっきから言いたい放題だ。

　だけど、この人の言うことはいちいち正論で、言い返すことができない。

　この写真は普段の私を表しているとは言い難いし、文学部の就活は、なかなか厳しい。

「まぁ、大卒だろうが高卒だろうが、仕事の出来には関係ないけどな」

　彼のつぶやきを聞いて、少し驚いた。今までの就活は、学歴や大学の名前で判断されることも多かったから。

　だけど、たしかに関係ない。文学だろうが、経済だろうが、実際の仕事とぴったりマッチングする能力を持った人なんて、ほんのわずかなのだろう。医学部とか薬学部とかいった専門職以外は。

「まぁ、いい。採用だ」

「採用？」

　いきなり『採用』と言われても、ピンとこない。試験も面接もしてないし……。この人、なにを言っているのだろう。

「仕事、探してるんだろ？」

「えぇ、まぁ」

「これから会社の概要と待遇の話をする。麻田は雑用係だ。残業も法に引っかからない程度にはある。ただし、給料はそれなりに出す。それも実力次第だが」

　一方的に採用を決めた楠さんは、人事担当者のように会社の説明を始めた。

　だけど、驚いた。彼が口にした〝ダイオー電機〟という会社は、私が面接を受けようとしていた会社の親会社だった。

　ダイオー電機は、家電を中心に扱う電機メーカー。業界では中堅だけど、最近になり急成長して注目されていて、他社が不振にあえぐ中、ヒット商品を連発している。

　私が詳しく知っているのは、面接を受けるはずだった会社を、隅々まで調べたから。

　まさか、こんな風に役立つとは思ってもいなかったけど。

　だけど、これだけ就活に失敗してきた私が、テレビでＣＭも流しているような会社に、本当に就職できるの？

　いや、これはきっと詐欺だ。そもそも、どうしてこの男が……。

　怪け訝げんな目で楠さんを見つめていると、彼は脱いでいたジャケットの内ポケットから名刺を取り出した。

　その名刺に視線を落とすと、驚きすぎて声も出ない。

「人事部？」

　そこには、ダイオー電機株式会社　人事部三課課長　楠 大和やまととたしかに書いてある。

「あっ、あの……」

　この人、本当に人事の人だったの!?

　しかも三十歳前後に見えるのに、〝課長〟という肩書までついている。

「麻田は人事付けになる。基本は俺の下働き」

「下働きって……」

「イヤならいいが」

「い……」

　こんな横おう柄へいな人の下なんて、はっきり言って、イヤだ。だけど……。

「他を探せ」

「いえ、お願いします」

　このチャンスを逃したら、就職できないかもしれない。

　しかも、中堅メーカーとはいえ、簡単に入社できる会社ではない。きっと、電機関係の知識のある人や、一流大学を出ているような人しか入れない。

　私にも運が向いてきたのかも……しれない。

　そう考えると、グーンと気持ちが持ち上がる。

　よし、これで田舎に帰還は免まぬがれた！

「早さっ速そくだが」

「はい」

「シモベと言えども、それなりの身なりをしてもらわないと困る」

『シモベ』って……。

　その冷たい言い方に腹が立つけれど、怒りを呑み込む。

　せっかく決まりそうな就職を、逃す訳にはいかない。

「その安物のスーツはなんとかしろ。サイズが全然合ってない。あと、そのダサいメイクと髪型も。一応、できる女は装っておけ。なめられたらそれで終わりだ」

　なんて言ったの？　この男、どさくさに紛れて、人のことバカにしすぎじゃない？

　たしかに安物のスーツだけど、必死にバイトして買ったものだし、メイクは派手すぎない様に気を配り、髪だって……と思ったところでハッとする。これが私の精一杯だろうか。

　メイクは派手にならない様に気をつけているだけで、特に勉強したこともなく、肩下十五センチほどあるストレートの髪は、トリートメントは欠かさないものの、髪型はいつも同じ。

　だけど、あの言い方、失礼極まりない。

「わかりました」

　怒りを噛み殺してぶっきらぼうに返事をすると、素知らぬ顔をした彼はキッチンに行ってしまった。

「あ、あの……どうして、私を雇ってくれるんですか？」

　気持ちを落ち着けたところで、素直な疑問を口にする。

　楠さんには、転んだところを見られただけ。残念な姿を見られたというのに、どうして雇ってくれるのだろう。

「お前なら三課の仕事ができると思ったからだ」

　それは、どういうこと？　『三課の仕事』ってなに？

「どうやら、他人を放っておけない性格みたいだしな」

　そう言われると、そうかもしれない。

　あのおばあさんも男の子も、どうにかしなくちゃと思ったら、体が勝手に動いていた。

　でも、皆そうじゃないの？

「まぁ、入ればわかる。とりあえず、飲め」

　彼が差し出してくれたのは、キンキンに冷えた麦茶。

　この人、口は悪くても意外と気が利くらしい。

　走ったせいで、喉のどがカラカラだった私には、ありがたい一杯だった。

　採用理由を聞いても、さっぱり理解できなかったけど、とにかく就職が決まらないというプレッシャーからは解放された。

「あー、最高！」

　麦茶を飲みほし、思わず声をあげると、楠さんが冷たい瞳でにらんでいる。

「す、すみません」

　就職決定がうれしすぎて、羽目を外しました。

「まぁ、いい。とりあえず、内定だ。あとはせいぜい留年せずに大学を卒業することだな」

「もちろんです。それには自信があります」

　大学はそれなりに勉強してきたから、単位が足りないということはない。あとは卒論だけだ。

　そうして、私の人生の行先は決まった。










シモベ、不合格




　大学のカフェテリアは、雨のせいかいつもより混んでいた。

　雨の日はなんとなく気分も沈みがちになるけれど、この雨音は嫌いではない。

　就職決定の報告をしようと、久美を呼び出し、奥の方の席をなんとか確保した。

「ちょっと、なによ、それ」

　私の内定と、事の次第を聞いた久美は、驚きの声をあげる。

　そりゃあ、驚くのも無理はない。こんな形で就職をゲットできる人なんて、他にはいないだろう。しかも大きな会社だ。

「そんなおいしい話、聞いたことないよ。で、その男、課長って……おじさん？」

「ううん。それが、結構若い感じ。三十くらいに見えたけど……」

　本当はいくつなのだろう。

「もしかして、いい男だった？」

「うん。容姿はね」

　でも、なんだか冷たい男だった……。

　整った顔に、清潔感の漂う身なり。見た目はパーフェクトだけど、笑顔を見せることもなく、〝これ以上近寄るな〟というような一線を引かれているような気がした。

　あの、事務的で突き放したようなものの言い方も原因だ。

　毎日あの鋭い瞳ににらまれながら仕事をするのかと思うと、気が重い。

　だけど、田舎に帰るという最悪の事態は避けられた。贅沢を言ってはいられない。

「とにかく！」

「なによ、突然」

　私が声をあげると、久美が呆あきれたような顔をする。

「卒論書いてバイトしなくちゃ」

「バイト？」

　久美は首を傾かしげ、気合を入れている私を不思議そうに見つめる。

「そう。就職したらそれなりのスーツを着て、メイクだってきちんとしなきゃいけないでしょ？　稼いでおかないとね」

　冷静に考えると、働きに行くために、別のところで働くなんて変だけど。

　それでも、楠さんの口から次々と飛び出す冷たい言葉を聞いていて、闘志がメラメラと湧いてきた。

　就職するまでに、ビシッとスーツをそろえて、エステにメイク……。

　見てなさいよ。いい女だって言わせてやるから！

「ちょっと美帆乃。鼻息荒いって」

「あ、ごめん」

　それから私は、ダラダラの生活を改め、規則正しい生活をして、勉強にも励んだ。

　田舎の両親には電話で報告をした。

『戻ってくると思ってたのに』と落胆の声をあげた母も、ダイオー電機の名をあげると一転、喜びの声に変わった。

『本当に？　あの、ＣＭやってる会社でしょ？』

「うん。まぁ」

『どうしてあんたが？　そんな一流企業に？』

「変な男に拾われたのよ」とはとても言えなくて、「まぁね」とごまかす。

　とにかく、このまま東京に残ることが決定した。




　それから数日。授業のない時間は図書室で卒論のための調べものにいそしみ、有意義な時間を過ごした。

　その一方で、バイト探しも始めた。

　就活で一度は全部辞めてしまったけれど、もう貯金も底をつきそうだ。それに、就職までに、楠さんにバカにされない女にならなくては。

　就職してからなにか役立つような仕事を……と目もく論ろんだものの、人事ってなにをするのかよくわからない。とりあえず人を採用するのが仕事、くらいの知識しかない。

　今年、採用される側だった私にとって、それは不思議な感覚だった。

　結局、お金も無くなってきて、仕事を選んでもいられないということで……。

「いらっしゃいませ、こんにちは。店内でお召し上がりですか？」

　ニッコリ笑って、ファーストフードで働いていた。

「麻田さん、これは違うって言ったでしょ？」

「はい。すみません」

　白いシャツと黒いエプロンの私達バイトとは違う、ベスト付きの制服を着た彼女は、正社員。そして、私達、アルバイトを取り仕切る、鬼の番人。

「まったくトロイわね。役に立ちゃしない」

　ドライブスルーのマイクのスイッチを切って嫌味だけ言うと、再びスイッチを入れ、ワンオクターブ高い声で接客を始めた。

　言われた通り、やっているじゃない。

　彼女はバイトの教育係だけど、必要以上にはなにも教えてくれない。こうやったら効率がいいとか、これは他の人に頼んでもいいとか。

　だけど、バカにされたままではどうしても悔しくて、その日から業務の合間に他の人を研究し始めた。

　きっと、合わない人と上手くやるのも社会勉強。就職してから、役に立つに違いないと信じて。

　その成果は、すぐに結果として現れた。

「麻田さん、手て際ぎわがいいね」

　店長に褒められ照れる私を、あの店員がにらみつけてくる。

　どうやら、私が褒められるのが悔しいようだ。

　あんな風にはなりたくない。同じ職場の人間ならば、助け合うのが本当だ。他人の成功を妬ねたむような人間には、なってはならない。

　ここに来て、イヤな思いもしたけれど、ひとつ勉強にもなった。

　そして、やっとアタフタしなくて済むようになった頃……。

「いらっしゃいませ。ご注文をお伺いします」

「お姉さん、かわいいね。俺、お姉さんが欲しいな」

「はいっ？　えっと、それは……」

　突然話しかけてきたチャラ男ふたり。金髪でツンツンした髪型に、ダボダボの腰パン姿。

〝いかにも〟な容姿に、チャラ男のお手本みたいと思いながら、面倒な客がやって来たと心の中で溜息をつく。

　だけど、もちろん笑顔は忘れない。

「こちらでお召し上がりですか？」

「へぇ、ここでいいの？　お姉さん、意外と大胆！」

　クスクス笑いながら私をからかう男達に、次第にイライラが募る。

　それでも、満面の笑みを絶やさず、もう一度問いかける。我慢、我慢と自分に言い聞かせながら。

「お客様、こちらでお召し上がりになりますか？」

「お姉さんがここでいいならねー。とりあえず、チューでもしとく？」

　悪ふざけをやめないふたりと、後ろに伸びていく客の列。

　あの社員は、見て見ぬふりだ。

　そして私は、もうそろそろ限界、かも。

「あのっ！」

「邪魔だ」

　大きな声を張りあげたその時、ふたりを押しのけてそう言い放ったのは……。

「なんだよ、お前」

「見てみろ。こんなに客が待ってる。注文しないなら失せろ」

　彼が強い口調でたしなめると、店内にいた客全員の視線を浴びたふたりの男は舌打ちをしながら帰っていった。

　そして、今度は私をあの鋭い目で見つめる……。

「く、楠さん。どうしてここに？」

　チャラ男が目立ちすぎて、彼が声をあげるまで気がつかなかった。

「どうして？って、俺だってハンバーガーくらい食うだろ。お前、このくらいの接客もこなせないのか」

　そんなことを言ったって、あのチャラ男の登場は、想定外だった。

「まったく。シモベすら不合格だ」

『シモベすら』とは、失礼この上ない。

　だけど、ピンチを救ってもらったことには違いない。それに……後ろに並ぶ客もそろそろ限界だ。

　文句をぐっと呑み込んで、また笑顔を作った。

「ご注文は」

「このセットをひとつ。コーヒーをブラックで」

「お持ち帰りですか？」

「あぁ」

　何事もなかったように淡々と注文をする楠さんは、メガネのフレームに触れた。どうやら、彼のくせのようだ。

「オーダー入ります」

「はい」

　店内から威勢のいい返事が聞こえると、重苦しい雰囲気がやっと払ふっ拭しょくされ、活気が戻ってくる。

　ハンバーガーを準備して袋に入れていると、楠さんが再び口を開いた。

「俺の名刺、捨ててないだろうな」

「は、はい。あります」

「そこに載っている携帯番号に電話しろ。そうだな……二十一時以降に。鍛え直してやる」

　楠さんは商品を受け取ると、私に返事をする隙も与えず、さっさと帰っていく。

　目を鋭く光らせながら『鍛え直してやる』と言われると、ビクッと背筋が伸びる。

　相変わらず無愛想な楠さんの後ろ姿をチラッと視界に入れながら、次の接客に移った。

「いらっしゃいませ。お待たせしました」

「えっと、チキンバーガーと……」

　笑顔でレジを打ちながら、ハッとする。

　結局、きちんとお礼を言ってない。なんだかんだ言っても、楠さんがいなければ、今頃どうなっていたかわからない。

　電話した時に、きちんと言わなくちゃ。

　そんなことを頭の片隅で考えながら、手は忙しく動かし続けた。

　ファーストフードのバイトは、給料の割には体力がきつい。ずっと立ちっぱなしだからか、足がパンパンで、社員の人も腰を悪くして辞めていくことがあるらしい。

　バイト帰りにコンビニで買った弁当を食べると、疲れていたのかウトウトしてしまった。

　隣の人が玄関のドアを閉める音に気がつき、ハッと目を覚ますと、もう二十三時近い。

　まずい。電話しろと、言われていたのに。

　慌てて名刺に書いてある番号をダイヤルすると、何度かコールしたあと、不機嫌そうな楠さんの声がする。

『はい』

「麻田です。あの……」

『お前、なかなかいい度胸してるな。普通、二十一時過ぎと言われたら、そのくらいにするものだ』

「すみません。……寝てしまって」

　そのくらいの常識は持ち合わせているつもりだ。

　それでも、今日は全面的に私が悪い。だけど、もう少しソフトに言ってくれてもいいのに。

『やる気あるのか？』

「あります！　ですが……いえ、なんでもありません。すみません」

　卒論を書くために、連日深夜まで難しい文献を読み漁り、授業が空けばバイトの日々。

　正直言って、クタクタだった。

　でも、就活で貯金を使い果たしてしまった今、働かなければ来月の食費が危ういというところまで来ている。

　それに、四月からはもう学生ではないから、家賃も自分で払わなければならない。

　そして、楠さんが言っていたように、社会人として身だしなみをきちんとするにはお金がいる。

『ふーん。まぁいい。とりあえず、うちの会社にバイトに来い』

「バイト、ですか？」

　社員になるのよね、私。まさか、バイトじゃないわよね。

　一瞬ヒヤッとしたけれど、『見習い期間だ』と言われて納得した。

　入社前に会社に呼ばれ、プレ研修のようなものがあるところも多いと聞いた。長期休暇中に、インターンシップと言われる就業体験を行う企業もある。

　それに近いもの、だろうか。

『今のバイトで組まれているシフトを全部済ませたら、連絡しろ。とりあえずバイトとして契約してやる』

　上から目線な言葉のあと、電話はブチッと切れた。

　なんなの、この一方的な電話は。

　お礼を言おうと思っていたのに、その隙すきさえ与えられなかった。

「なによ、銀縁メガネ！」

　楠さんは説明が少なくて、聞いている方は頭をフル回転させなければならない。研修なら研修と言えばいいのに。

　だけど、今すぐではなく、『組まれているシフトを全部済ませて』という律儀なところは人事の人らしい。突然穴をあけたら迷惑だから。




　それから一週間後、私はファーストフードのバイトを辞めた。

　週単位で決まっていたシフトは、楠さんの言う通り、責任を持って働いた。それに、ちょうど入ってきた人もいたから、なんとかなりそうだ。

　あの嫌味な社員に「忍耐力がないわね」と文句を言われたけど、肝心な時に助けてくれなかった人に、なにも言われたくなんかない。

　ファーストフード店のバイトが全部終わったことを楠さんに電話すると、留守番電話だった。

　仕方なく用件を吹き込んでおくと、二十三時過ぎに電話が鳴って、大学の時間割表をファックスするように言われる。

　ファックスなんてものが部屋にない私は、渋々徒歩十分ほどの距離にあるコンビニまで、出かけることにした。

　お風呂に入って髪が濡れているせいか、薄手のカーディガンを羽織っているのに、少し寒い。

　天気がいいおかげで、空には星がきらめいているけれど、実家で見る星空とはやっぱり違う。圧倒的に見える星が少ないのだ。

　そんなことを考えながら、呑気に歩いてコンビニにたどり着き、ファックスを送信すると、帰り道ですぐにスマホが鳴った。

「はい。麻田です」

『騒がしいな、外か？』

「はい。貧乏なんでファックスなくて」

『お前なぁ。それならそうと言え。メールでもなんとかなっただろ』

　と言われても、楠さんには反論できない威い圧あつ感がある。

『大体、こんな遅くに出歩くな』

「すみません」

　なにをしても謝る羽目になるらしい。

　電話の向こうから、「はぁー」っと盛大な溜息が聞こえてきて、ビクンと背筋が伸びる。

　またお説教が始まる。と思ったけれど、思いがけない言葉が返ってきた。

『仕方ない。家に着くまで電話を切るな』

「えっ？　どうしてですか？」

『なにかあれば、すぐにわかるだろ』

　トゲトゲの嫌味が返ってくるかと思いきや、意外と優しいところがあるようだ。心配してくれているらしい。

　呑気にお散歩気分だった自分を、反省した。

『それで、この表以外は空いてるんだな？』

「はい、一応」

『デートする彼氏もいなさそうだしな』

　出会った時から思っていたけど、この人はどうも一言余計だ。

「余計なお世話です！」

『図星か』

　いちいち人を怒らせるのが上手い男だ。

『我が社の就業時間は、九時から十七時半。その時間内で空いているところは全部来い。そうだな。火曜の一限と三限の間、木曜の二限と四限の間は勘弁してやる』

「は？」

　それって、他の空き時間は全部来いということ？

「卒論があるんですけど」

　そもそも卒業できなければ意味がない。

『それは、免除してやった時間にやればいいだろ』

「無理です。そんなの」

　簡単に言わないでほしい。ゼミの先生は卒論が厳しいことで有名なのだから。

『いかに集中して仕事をこなせるかも、必要なスキルだ。無理ならいい。別のヤツを探す』

「わ、わかりました！」

　こんなことになるのなら、ない授業も書き込んでおけばよかった。

『今まで時給いくらだったんだ？』

「八百九十円です」

　八百九十円の割には、体がボロボロになったけど……。

『それじゃあ、九百八十円と交通費出してやる』

「ほんとですか？」

『その代わり、役に立たない時は減らす』

　その言い方には腹も立つけど、それも正論かもしれない。給料をいただくということは、それなりの成果を求められるということ。

　それに、ファーストフードの昇給は、一年以上働いてやっと二十円アップと提示されていた。だから、最初から九百八十円というのは魅力的。

『明日から来い』

「明日、ですか……」

　明日というと、一、二限目にゼミがあるだけで、バイトには都合がいい。

「わかりました。昼過ぎにはうかがいます。あっ、でも私、スーツが……」

　就活の時に使っていた、あの破れてしまったスーツしか持っていない。そして、今は新しいスーツを買うお金もまともにない。

『心配するな。こちらで用意する』

　用意してくれるの？

『それなりの身なりをしてもらわないと困る』と言っていたくせに、制服があるならあるで、そう言ってくれればいいのに。

　とにかく、明日から私の社会人人生が始まる。

　この冷酷非情な男にさえ我慢できれば、もしかしたらバラ色の人生が待っているかもしれないと、妄想が勝手に膨らむ。

　あんなに履歴書を書いた甲斐があった。

『もう家に着いたか？』

「はい。今、エントランスです」

『それじゃあ、もういいな。明日、忘れるな』

「わかってま……」

　話の途中で〝ブチッ〟と電話は切れた。

　他人の話は最後まで聞きなさいよ。

　それでも、私はウキウキしていた。

　何度も挫折しそうになった就活をめげずに頑張ったから、こうして新しい第一歩が踏み出せる。










正義は勝つ？




　初めての出社は、緊張の連続だった。

　よく考えると『内定』と言われただけで、一度も社しゃ屋おくに入ったことがない。

　十月の初旬にあるはずの〝内定式〟も、内定の遅かった私は経験できなかった。

　会社を訪問したこともないくせに、就職を決めるなんてと思ったこともあるけれど、面接に行った会社のことを隅々まで知っているかといえば、そうでもない。

　それに、ダイオー電機に入れなければ、田舎に帰るという選択肢しかない私は、なにがなんでもしがみつく覚悟ができていた。

　比較的新しい二十階建ての自社ビルは、今まで訪問した会社の中で、一番立派な建物だった。

　ガラスの面積が多いビルは、太陽の光を反射して、キラキラ輝いている。

　本当にこんなに素敵なところで働けるんだと思うと、ワクワクする気持ちが抑えきれない。

　夢見心地のまま、言われていた通り受付で楠さんを呼び出すと、彼はすぐにエレベーターから降りてきた。

　ビシッとサイズの合ったスーツに身を包んだ彼は、背筋も伸びていて一目惚れしそうなほどかっこいい。あの意地悪な性格を知らなければ、だけど。

「こんにちは。よろしくお願いします」

　丁寧に頭を下げると、「よろしく」とあいさつが返ってくる。

　そして今度は、裏手にあるエレベーターで、なぜだか地下へと連れて行かれる。

　これは社員専用のエレベーターの様だ。

　人事って地下にあるの？なんてバカなことを考えていると、楠さんから社名の入った紙袋をぶっきらぼうに渡された。

「これを着ろ」

「……はい」

　制服だ！と胸を高鳴らせながら中を覗くと……淡いグリーンの上下が見える。どう見ても人事の制服、ではなさそうだ。

　取り出してみると、それはいわゆる作業服だった。

　楠さん、間違えた？

　エレベーターを降りた彼は、首を傾げる私に、とあるドアを指差して口を開く。

「あそこが更衣室だ。着替えたら、隣の部屋に来い」

「は、はい……」

　彼は私の手にした作業服に一瞬視線を送ったから、どうやら間違いではないらしい。

　訳もわからず、言われた通りに更衣室に行き、作業服に着替える。

　これ……いったいなにが始まるの？

　本当に、楠さんは説明が少なくて困る。

「失礼します」

　楠さんに指定された部屋に入ると、彼は私とお揃いの服を着た年配の女性と話していた。

　彼女はクマのぬいぐるみのような、大きく丸い体をしていて、〝皆のお母さん〟というような雰囲気だった。

「あのっ、これって……」

　自分の着た作業服をチラッと見て問いかけると、口を開いたのは女性の方。

「まぁまぁ。あなたが麻田さんね。入社前に会社の隅々まで知りたいなんて、勉強家ね」

「えっと……」

『隅々まで』って、どういうことだろう。

「私、遠えん藤どうです。掃除グループのリーダーをしています。よろしくね」

「麻田美帆乃です」

　流されるままあいさつをしてしまったけれど、やっぱりこの作業服は……人事の制服ではなさそうだ。

「という訳だ。遠藤さんに色々教えてもらえ。タイムカードは、あそこ。学生だと話してあるから、授業の時は遠慮なく抜けていい。それじゃあ、遠藤さん。よろしくお願いします」

「了解」

　こんな話、聞いてない。

　てっきり、あの人のアシスタントをするものだとばかり思っていたのに、掃除？

　作業着を着た私とは対照的に、ムカつくほどビシッとスーツを着こなした銀縁メガネが颯爽と出ていく姿を見て、思わず鼻息が荒くなる。

「麻田さん、うれしいわ。最近の若い子は掃除なんてしたがらないでしょ。でも大切なことなのよ」

　たしかに大切だとは思う。うす汚れたオフィスを持つ会社の製品なんて買いたくない。誰かがやらなければならない仕事だ。でも……。

「あなたの勉強したいという気持ち、応援するわ。私達、色々なフロアに行くから、会社の事は案外知っているのよ」

「はぁ。よろしくお願いします」

　楽しそうに話す遠藤さんに、イヤだと言える雰囲気ではない。

「はい、これ。とりあえず、玄関の掃除から始めましょうか」

「わかり、ました」

　大きなモップを手渡されて、思わず受け取ってしまった。

　もう、仕方ない。こうなったら、やるしかない。

　掃除道具一式を持ち、地下から社員用のエレベーターで一階に上がると、そこは目ま映ばゆい世界だった。

　さっきは初めての訪問で周りを見渡す余裕はなかったけれど、まるでドラマに出てくるような光景が広がっている。

　忙しそうに隣の人となにかを話しながら、玄関へと向かう人。難しい商談にでも向かうのだろうか。ちょっと険しい顔をしている。

　そして、首から社員用のＩＤを下げ、背筋を伸ばして颯爽と歩く人。アルミのビジネスバッグを持って、ピカピカに磨いた靴を履いて……。

　あっ、私好みのイケメン。

　思わず目で追ってしまうような美形の人を発見して、心踊る。だけど……。

「麻田さん。まずはモップがけね。特に規則はないけど、お客様の邪魔にならないようにだけ気をつけて」

「はい」

　私はといえば、そんなイケメンビジネスマンに気にかけてもらえるような身なりをしてはいない。

「私はあっちからするから。こっちよろしく」

「わかりました」

　遠藤さんが離れて行ってしまうと、盛大な溜息が出る。

　どうしてこんなことになっているのかさっぱりわからないまま、仕方なく掃除を始めた。

　元々ピカピカに掃除されているように見えた玄関だけど、モップをかけ始めるとそうでもないことに気がついた。

　それもそうだ。外から土足で入る訳だから、どうしたって土ぼこりが入ってくる。

　モップで必死に集めていると、いつの間にか掃除に没ぼっ頭とうしていた。

　ところどころに置かれた観葉植物の周りや、エレベーターに向かう動線上は汚れが目立つ。

　モップで土ぼこりをかき集め、ちりとりで取るの繰り返し。

　業務用の大きな掃除機もあるようだけれど、音がうるさいということで、就業中は原始的な掃除の仕方をするらしい。

「麻田さん、頑張ってるわね」

「はい」

　しばらくすると、自分の担当箇所を掃除し終えた遠藤さんが、笑顔で近づいてきた。

「私達、どちらかというと日陰の存在だけど、いないと困る仕事だと私は誇りを持っているの」

　遠藤さんは、とても満ち足りた顔をしている。

　どんなに立派な社屋でも、玄関がきれいかそうでないかで、その会社の印象はまるで変わる。

　きれいに整えておくのは、もはや営業の一部分なのかもしれないと、ふと考える。

　それを陰で支えているのが、遠藤さん達なんだ。

　作業着を見た瞬間、どうして掃除なんてしなければならないの？と不快に感じた自分を恥ずかしく思った。そして、今まで遠藤さん達、清掃社員のことを、無意識に卑ひ下げした目で見ていた自分を。

「ごめんなさい！」

「えっ？　どうしたの、突然」

「私……最初は、楠さんの下働きだと思ってここに来ました。それなのに、掃除をやらされるのだと知って、本当は怒っていました」

　深く頭を下げると、遠藤さんは「あはは」と笑い出す。

「なんて素直なお嬢さんなんでしょうね。そんなこと黙っておけばいいのに」

　頭を上げると、叱られると思ったのに優しい笑顔。

「そうね。皆ビシッとスーツを着て颯爽と歩いて。そんな姿に憧れるわよね。当たり前よ」

　笑う時にできる目尻のシワが、遠藤さんの表情を一層柔らかくする。

「でも、その中でひとりでも私達の仕事を評価してくれる人がいれば、それでいいと思ってるの。それが楠君だったのよ」

「楠さんが？」

　遠藤さんは大きくうなずいた。

「彼、ここに入社してからしばらく、終業後に私達の手伝いをしてくれたの。もちろん彼のいるフロアだけだけど、それでもそんな人初めてだったから驚いてね」

　楠さんが掃除を？

　そんなこと、絶対にしそうにない人なのに。

「ワイシャツの袖をまくり上げて、ごみ箱を片付けてくれたり、一緒に掃除機までかけてくれて。どうして手伝ってくれるのかと聞いたら、『僕は人事ですから、どんな仕事も知っておきたいんです』ってね」

　遠藤さんの話を聞いて、楠さんのことを少しは見直した。口は悪くても、仕事に対する情熱は人一倍なのかもしれない。

「もうあれから八年も経つのね。彼も忙しくなっちゃって、前みたいには無理だけど、それでも時間があれば手伝ってくれたり、差し入れしてくれたりするのよ」

　遠藤さんは、まるで母のように優しい笑顔で話を続ける。

　入社して八年、ということは、楠さんはやはり、三十歳くらいということか。

「でも、楠君が『勉強させてほしい』と人を連れてきたのは初めてだったの。なにを教えたらいいのか聞いたんだけど、いつもの仕事を手伝わせてくれればいいからって。でも、あなたを連れてきた理由がわかる気がする」

「連れてきた理由、ですか……」

　楠さんは、私を鍛え直すと言っていたけど……。

「あなたに相当期待してるわね、彼」

　なんで？　どうしてそうなる？

　ハテナマークいっぱいの顔をしていると、遠藤さんがクスクス笑う。

「かわいい子には旅をさせろ、よ。そのうちわかるでしょ」

『かわいい子』って……。どう考えても、そう思われているとは思えない。

「麻田さん、あなたのその素直さはいつか武器になるわ。多分、苦労もするけどね。それでも、その素直さは絶対に忘れてはいけないわよ。さて、上のフロアに行きましょう」

『素直さが武器になる』というのは、どういうことだろう。

　遠藤さんの言葉を上手く飲み込めないまま、促されて掃除道具一式を持つ。

　ふと振り返ると、自分が丁寧に拭ふきあげた真っ白な床が輝いて見え、なんだかテンションが上がった。

「あっ……」

　さっきのイケメンがまた歩いている。

　ここ、ここ！

　胸の中でテレパシーを送ってみたところで、私になんて気がつくはずもない。

　だけど、「そこ、私が掃除したの」とバカなことを心の中で叫んで、勝手に自己満足してみる。

「あぁ、あの人」

「えっ？」

　遠藤さんは私の視線を追って、ちょっと呆れたような顔。

「あの人、かっこいいでしょ。英語ペラペラのバイリンガル。なんでもどこかでアメリカ人の血が入っているらしくて、日本人離れした手足の長さね」

　うんうん。と大きくうなずく。遠藤さん、なかなか見る目がある。

「顔もなかなかだし、モテモテみたいよ」

　あぁ、やっぱり。

　いい男の競争率が高いのは、仕方がないことなのかもしれない。

「でも、やめておきなさい。あの人、相当女癖悪いから」

「は？」

「手当たり次第。来る者拒まず。よくトラブってるわ」

『手当たり次第』って、それが本当なら、いくらいい男でもお断りだ。

「あの人、下げチンだから。あの人がらみで何人か辞めてるの」

「下げ……」

　遠藤さんから思いがけない言葉が飛び出して、唖あ然ぜんとする。

「あら、ごめんなさい。麻田さん、ウブね」

　特に〝ウブ〟という訳ではないけれど……。

　だけど、何人も辞めているということは、社内にいっぱい女がいたということだろうか。

「あなたも、あんなのに引っかからないようにね。一晩だけの割り切ったお付き合いならいいけど。私も若い頃はね、結構遊んだもんよ」

　遠藤さんは「あはは」と豪快に笑う。

　遠藤さん、見た目と違う……。真面目で、羽目を外したことなんてないのだとばかり思っていた。

　だけど、楽しくなってきた。情報通の遠藤さんに、もっと色々聞いてみたい。

　上のフロアに着くと、まずは廊下を掃除することになった。

　遠藤さんの担当は上層階で、社長室等のあるフロアも含まれる。

「ここは、大切なお客様がいらっしゃるから、特に念入りに。会社の顔みたいなところなの」

「はい」

「このフロアを任せられているというのは、私にとっては誇りなのよ」

　遠藤さんの掃除に対する真剣さとプライドが垣かい間ま見える。

　エレベーターホールには、大きな花瓶に生けられた色とりどりの花。もちろんプロに生けてもらっているものだろう。

　大きな百合の花粉が、大理石のテーブルにこぼれている。独特の香りが辺りを包み込んでいるけれど、ちょっと強すぎる。

　廊下に飾られている胡こ蝶ちょう蘭らんも、かなりの存在感。どこかの会社からいただいたもののようだ。

　遠藤さんの言う通り、『会社の顔』であるこのフロアは、静せい寂じゃくが漂ただよい余計な緊張をあおってくる。

「麻田さんは、まずここからお願い」

　遠藤さんは私に指示を出したあと、自分は廊下の奥に行きモップを動かし始めた。

　一方、私はエレベーターホールから。だけど、玄関とは違って、元々ほこりもあまりない。

　しばらく作業をしていると、エレベーターからふたり降りてきた。おそらく客と重役の秘書だ。

　前を歩くやけに態度の大きいおじさんは、どこかの会社の偉いさんのようだ。

　私は慌てて隅に寄り、小さく頭を下げた。

　社長室の前で掃除をしていた遠藤さんは、邪魔にならない様に壁に張りついて頭を下げたけれど、横を通ったその客が、重そうなバッグを彼女にぶつけてしまった。

「あっ……」

　その様子を目撃して思わず声が出てしまった私は、ハッとして口を押さえる。

　だけど、その人は遠藤さんのことを見ることすらなく、そのまま社長室に入っていった。

「大丈夫ですか？」

「うんうん。平気」

　思いきりぶつかったように見えたけど……。

「あの人、謝りもしないで」

「ホント、気にしないで」

　遠藤さんは、怒りをあらわにした私を制する。

「ちょっといらっしゃい」

　遠藤さんは社長室の前から私を引っ張って、エレベーターホールまで戻った。

「麻田さん、社会ってこんなものなの。役職がつけば、なんでもまかり通る。逆に私があの人にモップを引っかけたら大問題。だけど、そんなの人として素晴らしいとは言えないでしょ？　反面教師にすればいいの」

　遠藤さんの言葉が、胸にスーッと入ってくる。

「麻田さんがいつかキャリアを積んだ時、今日のことを覚えておきなさい。そうすればきっと成功できるわ」

　鼻息を荒くしている私とは対照的に、遠藤さんは当の本人だというのに冷静そのもの。年の功なのか、遠藤さんができた人なのか。

「私ね、実は昔はあんなだったの。反省してる」

「えっ……」

　まさか、遠藤さんに限って……。

「結構有名な会社で、一応重役だったの」

「重役!?」

　それならどうして、ここに？

「さて、次のフロア。十九階は会議中だから後回しで、次は楠君のいるところね」

　遠藤さんは話の途中で切り上げてしまう。

　聞きたくて仕方がなかったけれど、慌ててあとに続いた。

　人事のあるフロアは、十八階。人事は経理の隣だった。

　まずは廊下にモップをかけ始める。

　もうすぐここで働くのだと思うと、ここでこうして掃除をしているのが不思議だった。重役のフロアとは違い、慌ただしくスーツ姿の人が行き交う。このフロアは、基本的に皆、私服のようだ。女子社員も制服を着ていない。

「制服のない会社って、珍しくないですか？」

「あぁ、楠君が変えたのよ。元々一般職の女性だけあったんだけど、女性だって同じ仕事をしている訳だから、区別するのはおかしいって。でも逆に、制服組だから責任を逃れられると考えるのも許さないってね」

　なるほど。その意見には説得力がある。

「彼はとにかく実力主義なの。甘い気持ちで会社に来ていた女子社員は、困ったわね。でも、その逆の人、日々懸命に働いても正当な評価をされていなかった女子社員には朗報だった」

「そうなんですか……」

　楠さん、やっぱりできる人のようだ。嫌味な男だと思っていたけど、三十そこそこで課長という役職までついている訳だし。

　少なくとも、楠さんの言っていることは正しい。

「楠君は他にも色々改革をしているわ。それを煙けむたがる人もいるから敵も多いけど。でも、真面目に働いている人に、彼を嫌いな人はいない」

　あの冷たいものの言い方。なんとなく敵が多そうなのはわかるけど、意外といい人なのかもしれない。

「さぁ、続きやるわよ」

「はい」

　エレベーターホールのモップがけを始めると、頻ひん繁ぱんに止まるエレベーターから人が出てくるたびにゴミが散らかる。それでも、仕方ないともう一度集め、できるだけ早くちりとりで取る。意外と技術が必要だった。

　業務中のオフィスの掃除は、想像以上に難しい。

「あっ……」

　またエレベーターが到着する。

　集めたゴミだけでも取ってしまおうと慌ててちりとりを手にしたけれど、全部は間に合いそうにない。

　足元の小さなほこりなんて、誰も気にすることなく歩いていってしまう。

　もう一度やり直しだと、半分諦めていると、エレベーターから出てきた人が、集めたゴミを避けていった。

　あれ？

　ふと顔をあげると、ゴミの前に楠さんが立っている。

「早く取れ」

「はい」

　彼がそこにいてくれるおかげで、皆が避けていく。

「意外と気がつくんだ」

「は？」

　聞こえないようにつぶやいたつもりだったのに、聞こえてしまったらしい。

　地獄耳の銀縁メガネは、私をにらんだ。

「真面目にやってるから褒めてやろうと思ったけど、お前、やっぱりダメだ」

「ダメって、どういうことですか？」

「バイトの時もそうだ。理り不ふ尽じんなことには理不尽だと言えばいい」

　バイトの時？　あの変なやつらに絡からまれた時のこと？

「ゴミを集めているから、避けてくれと言えばいい」

「でも……」

　社会人になれば、我慢しなければならないことも多いと思っていた私には、彼の発言が思いがけなくて、驚く。

「それもできないなら、お前に価値などない」

「いくらなんでも、それは失礼です」

『価値がない』なんて、失礼すぎる。私だって、色々考えているのに。

　思いっきりふてくされた顔をしてみたけれど、彼は気に留めることもなく颯爽と歩いていってしまった。

「麻田さん。楠君となに話してたの？」

　私のところにやって来た遠藤さんが、首をかしげる。

「はぁ。なんだか、理不尽なことは……」

「理不尽と言えって？」

「どうしてそれを？」

「あはは」と笑った遠藤さんは、「楠君らしいわね」と、感心すらしている。

「遠藤さん、それってどういうことですか？」

「そうねぇ。あなたらしさを失うなってことじゃない？」

「私らしさ？」

　余計に頭が混乱する。

「自分が正しいと信じたことは、他の誰がなんと言おうと貫つらぬけばいいってことよ。さっきの私は失格ね」

『さっきの』というと、社長室の前でバッグをぶつけられて我慢したこと？

　たしかに、あの客が遠藤さんに謝るべきだったと思う。

　でも、会社にとって社長室に案内されるほど大切な客と清掃社員という立場なら、やっぱり言えないのが普通だ。

「社会的地位なんて関係ない。悪いものは悪いし、良いものは良い。子供にはそう教えるくせに、自分はできなくなってくるのよね」

　そうかもしれない。

　子供の頃は悪かったと思えば下級生にだって謝ったし、悪くないと思えば上級生ににらまれようと謝ったりしなかった。

「麻田さん、私に『掃除をやらされるのだと知って、本当は怒ってました』って謝ってくれたじゃない。その素直さは、大人はなかなか持ち合わせていないのよ」

　そう、なのかな……。

「楠君、正義が勝つと信じたいのよ。実際は叶わないことの方が多いんだけどね」

　正義は勝つ……か。それじゃあまるで、あの変身する正義のヒーローみたい。

　そんな突っ込みを心の中で入れたけれど、なんだかイヤな気はしなかった。

　私だって、正義は勝つと信じたいから。










三課の実態




　その日は遠藤さんに色々なことを教えてもらって、業務が終了した。

　掃除のやり方はもちろんのこと、人としての心構えのようなものも学んだ気がする。

　遠藤さんは「結局は自己満足よ」と笑いながら、誰も気がつかないような所まで掃除を怠おこたらなかった。

　適当に済ませればいいのにと思わなくもなかったけれど、「私達は掃除のプロだから」と微笑んだ彼女に、プライドを持って仕事をすることの大切さを教えられた。

　楠さんに『雑用係』だとか『シモベ』だなんて言われたけど、他の人から見て〝雑用〟だとしても、きっと大切な役割があるはずだ。だから彼は私を雇ってくれたのだろう。

　その日は、たった数時間だったけれど、ファーストフードで訳もわからず注文を叫んでいた時よりずっと充実していた。

　それに……こうして社内を回っていると、会社内の人間模様も垣間見えて、勉強になりそうだ。




「バイトどうだったの？」

「うん。まぁ楽しかった、かな？」

　次の日、授業に行くと久美が私に寄ってくる。「掃除してきた」と言うと、とても驚いていたけれど。

「掃除なんて、話が違うじゃない」

「最初はそう思ったけど、勉強にはなったのよね」

　私の顔を覗き込み、納得できないような顔をしている久美は「だって人事なんでしょ？」とつぶやく。

　そう、なんだけど……。

　楠さんが私を遠藤さんのところに連れて行ったことには、もしかしたら大きな意味があるのかもしれないと思えたから、納得している。

「それより、久美はどう？」

「それがさ、小さい会社に引っ掛かったのよ」

　良い報告に心が躍おどる。

「よかった！」

「うん。とりあえずホッとしてる」

　まだ就職の決まらない人が、ゼミにもいる。

　いわゆる〝手に職〟がない私達は、あまり重宝されない。

　それに、どれだけ勉強を頑張ってきましたとアピールしても、「そんな人いくらでもいるよ」くらいにしか思ってもらえないところも多い。

　だから、内定をゲットできたのは大きい。

「美帆乃は、いいよね」

「なんで？」

「だって、やっぱ一流企業だもん」

　そうかもしれない。

　世間に名前が知れている企業が、ほんのひと握りしかないことを、就職活動をして初めて知った。

　そして、そのひと握りの企業にすべり込めたのは、ラッキーだったとしか言いようがない。しかも、変わった採用の仕方だった。

「でもね、きっと会社の大小は関係ないよ。どんな場所にいたって、自分の気持ち次第で仕事の価値も決まるんだよ、きっと」

　遠藤さんの顔を思い浮かべた。

　まだまだ未知の世界だけど、その日から、私の意識は変わった。




　授業が終わると、ダイオー電機に直接向かった。

　受付を通すことなく、地下に直行だ。

　更衣室で着替えを済ませると、【十三階から始めています】という遠藤さんのメモを見て、私もすぐに向かった。

　十三階に着いても遠藤さんの姿はない。仕事の速い彼女は、次から次へと場所を変えていく。

　十二階に降りてみると、掃除道具を入れたカートがトイレの前に置かれている。

　見つけた。遠藤さんだ。

「こんにちは」

　意気揚々とトイレに入ろうとすると、ちょうど出てきた遠藤さんは「しーっ」と口の前に指を立てる。

「……はい」

　小声で返事をした私に小さくうなずいた遠藤さんは、トイレットペーパーを私に持たせると、手招きして再び入っていく。

　すると、鏡の前でふたりの女子社員が、メイク直しをしながら話していた。

「麻田さん、そっちお願い」

「はい」

　遠藤さんに言われた通りトイレットペーパーの補充を始めると、さっきの女子社員の会話が聞こえてきた。

　私ももう少ししたら、こうしてメイク直ししているのかもしれないとワクワクしたけど、その気分も一瞬で終わった。なぜなら……。

「ホント、あのブス、いい加減に消えてほしいわ」

　今、なんて言ったの？

　耳を疑うような言葉に、思わずトイレットペーパーを落としそうになる。

　それからは、息を潜めるようにして、会話に聞き入ってしまった。

「また、なにがあったのよ」

「聞いてよ、もう。あのブス、私がミスった書類を部長に叱られてたら、代わりにやりますって、我が物顔で持って行ったの。そりゃー、私だってミスしたのは悪かったわよ？　だけど、他人のミスを自分の手柄に変えて点数稼ぎするなんて、最低じゃない」

　興奮した声が聞こえる。

「ホントに？　あの女、ちょっと部長のお気に入りだからって調子に乗ってるわ。デキてるんじゃないの、あのハゲオヤジと。ま、お似合いね」

「ホント、お似合いだわ」

　クスクス笑うふたりは、すぐにトイレから出ていった。

　私達がここにいることはわかっているはずだけど、こんなに堂々と悪口言うなんて、唖あ然ぜんとして声も出ない。

「驚いた？」

　奥の個室で立ち尽くしていた私に、遠藤さんが溜息交じりの声をかける。

「は、はい」

「私達清掃社員は、所詮彼女達と同じレベルの人間ではないの。石と同じ。だから平気であんなことも言っちゃうわけ」

　そんな……。

　でもたしかに、同じ部署の人がいたら、決して口にしないような悪口だった。

「あぁ、でも気にしない。最初は驚いたけど、もう慣れたから。それに……こうやっていろんなことを知れるしね」

　遠藤さんは、にこやかな顔で今度は洗面台を拭き始める。

「でもね、あなたはこれからこういうところで働かなきゃならないの。まぁ、楠君のところはもうひとり男の子がいるだけだから、こんなことはないかもしれないけど」

　遠藤さんが聞き捨てならないことを口にした。

「待ってください。もうひとりだけなんですか？」

〝課〟というからには、数人はいると思っていたのだけど。

「うん。三課は特殊な課だから。そのうち楠君が説明してくれるわよ」

『特殊な課』というところに引っ掛かりはしたけれど、今はあのふたりのことで頭がいっぱいだった。

「あの、さっきのふたりは……」

「あのふたりは税務部のやる気がないコンビ。あんな風に言ってるけど、いつもミスして叱られてるわ」

「そうなんですか？」

　遠藤さんは手を止めると、肩をすくめてみせる。

　あの口ぶりからすると、たまたまミスをして揚げ足をとられたように聞こえたけど、そうではないらしい。

「しかもブスって言われてる人、心当たりがあるんだけど、ちっともブスなんかじゃなくて、あのふたりよりよほど美人よ。しかも部長とじゃなくて秘書室の人と付き合ってる」

　さすが情報通。そんなことまで知っているとは。

「なんだか、イヤなところ見ちゃいました」

「そうね。女って恐ろしい。だけど、麻田さんには染まってほしくないわね」

　大きくうなずいた。あんなドロドロした世界には、入りたくなんてない。

「まぁでも、人事って元々嫌われるところだから」

　あれ……。今、遠藤さんがとても気になることを言ったような？

「特に三課はねぇ。頑張りなさいよ」

　遠藤さんの言葉が上手く飲み込めず、茫ぼう然ぜんと立ち尽くす私の手から、「これ余り？」とトイレットペーパーを奪った彼女は、再び作業を始める。

「遠藤さん」

「ん？」

「人事が嫌われるって？」

　私の質問にキョトンとした顔をした彼女は、「まさか、気がついてない？」と驚いている。

　作業を中断した遠藤さんは、真剣な顔をして口を開いた。

「人事は、いかに給料を抑えて働かせるか考えるところでしょ。査定なんてこともしてるし、イヤがられるのは当たり前。それに、三課は……」

　遠藤さんは言葉を濁にごした。

　そのまま再び作業に入ろうとするから、慌てて呼び止める。

「遠藤さん、あの、その続きは？」

「うーん。まぁ……そのうちわかるか」

　少し考えた様子の彼女は、再び口を開いた。

「三課はリストラ専門の課なの。楠君は〝首切り屋〟って言われてる」

「リ、リストラ!?」

　やっと入社を決めたばかりの私が、リストラに係わるの？

　しかも、リストラ専門って……嫌われるのが目に見えている。

「そう。だけど、どの会社にも必要な仕事ね」

　必要、なのかもしれない。だけど、入社していきなりリストラに携わるなんて、聞いてない。

「遠藤さん、私……そんな仕事できるでしょうか」

　急に不安になってきた。

「できるわ。楠君が選んだんでしょ？　三課に笹ささ川がわ君しかいないのは、他に〝この人〟と思う人がいないからだと思うの」

　もうひとりは、笹川という名前らしい。

　だけど、私がその〝この人〟という人物に当てはまるとは思えない。

「時にはその人の人生を左右するような仕事だから、強きょう靭じんな精神力も必要でしょう？それをわかっている楠君があなたを選んだのだから、きっと大丈夫よ」

　そんなこと言ったって、楠さんには派手に転んだところを見られただけだ。それに、『強靭な精神力』なるものを持っている気もしない。

　しかし、『その人の人生を左右する』って……とんでもないところに足を踏み入れてしまったのかも。

「さて、終わり。次のフロア行きましょう」

　遠藤さんはさっさと掃除道具を片付けると、トイレを出て行った。

　それから毎日、遠藤さんと一緒に掃除の仕事をして、学ぶことがたくさんあった。

　相変わらず、〝石〟と同じような扱いを受ける私達には、会社内の情報がわんさか集まってきた。

　誰が仕事をしくじったとか、上司に絞られたとか……。

　そんなことは序の口で、通信販売部の部長がセクハラまがいのことをしていることまで耳に入った。

　人事部のフロアの廊下を掃除していると、楠さんが出てきた。悔しいけれど相変わらずスーツ姿が決まっている。

「真面目にやってるな」

「はい」

　楠さんと話すのは、久しぶりだった。

　彼は遠藤さんのところに行くと、なにやら言葉を交わしてうなずいている。それは、ほんの数秒の出来事だった。

　楠さんは人事に戻ると、すぐにもうひとりを伴って出てきた。

「楠さん。でもあの部長、かなり実力者の様ですけど」

「社員の働きやすい環境を提供するのが、俺達の仕事だ。実力があればなにをしてもいいという訳ではない。俺達人事は、捨てるものと拾うものを間違えてはならない」

　私にはなんのことかさっぱりわからなかったけど、深刻そうな雰囲気だった。

　あっという間にエレベーターに乗って行ってしまったふたりを見送ると、遠藤さんが近づいてきた。

「あの子が笹川君よ」

「そうなんですか？」

　笹川さんは、髪は短めで、わりとがっちりとした体つき。スポーツマンっぽい雰囲気だった。

　これから一緒に働くというのに、あいさつすらしなかった。というか、紹介してもらえなかった……。

「あなたのことはまだ伏せたいんでしょうね。こうして掃除しにくくなるし」

　それはそうかもしれないけれど。

「遠藤さん、楠さんとなにを話していたんですか？」

　どうしても気になった私は、遠藤さんに尋ねた。

「あぁ、通信販売部のこと。ずっと休んでいる女子社員がいて、楠君気にしてたの。で、なにか知らないかと聞かれて……」

「あっ！」

「しーっ」

　思わず大きな声が出た私を、遠藤さんは制した。あのセクハラがどうとかという件だ。

「彼ら、調査に行ったのよ」

　そうだったのか……。

　それにしても、社員の出勤をチェックしてなにかを嗅かぎつけるなんて、相当な嗅きゅう覚かくの持ち主だ。

「あとは彼らの仕事。ちょっと中、入ってみる？」

「はい」

　遠藤さんは人事部のドアを開けた。

　授業の関係であまり時間の取れなかった私は、こうして部内にまで入ることはまれだった。ほとんど遠藤さんが担当して、私は廊下だったから。

　初めて入った人事部は、私の想像とは違っていた。

　想像以上の大所帯。

　それに、リストラと聞いていたから、殺さつ伐ばつとした雰囲気を予想していたのだけど、穏やかな笑い声が時折漏れていて、拍ひょう子し抜けした。

　だけど、〝石〟である私達は、誰からも話しかけられることはなく、少し寂しい気もする。

「楠、動き始めましたね」

「そうだな。次はどこだろう。まぁ、アイツに任せておけば大丈夫だ」

　ひときわ大きなデスクで仕事をしているのは、多分部長だろう。部下とにこやかに話している。

「そうですね。楠に係わると、俺達も厄介ごとに引き込まれる」

　面倒なことは楠さんに、ということなのだろうか。少し気の毒だ。

　それでも、あの口の悪い楠さんが、厄介ごとを引き受け、精力的に働いているのに驚いた。

　それから私達は、人事のごみ箱を回収して、廊下に出た。

「私……あそこで働くんですね」

「そうね。頑張りなさいよ！」

「はい」

　なんだか複雑だった。

　大きな会社に就職できると大喜びした。

　でもリストラ担当と知って驚き、面倒なことを押しつけられていることまで知って素直に喜んでいいのかわからなくなった。

　いや、でも、ここの就職を逃したら、田舎に帰らなければならない。

　私は気合を入れ直した。







第二章










そんな話は聞いてません




　それから二ヶ月。卒論は、無事に終わった。

　ダイオー電機の仕事の合間に寸すん暇かを惜しんで書き上げた卒論は、自分でも驚くほど良い出来で、めったに褒めてはくれない教授に「よくできている」と言われたほどだ。

　あんなに忙しかったのに、どうやら時間がないことで、かえって集中力が増したらしい。

　遠藤さんの下での掃除は、どんどん楽しくなった。

　最初はイヤだったのに、自分の手でフロアがピカピカになるのがうれしくてたまらない。

　その一方で、相変わらず社内の色々な噂は耳に入って来て、うんざりもした。

　人間のイヤな面ばかり目にしていると、気が滅入るものだ。

　だけど、噂は噂。楠さんと笹川さんが裏付けに走ったように、それを鵜う呑のみにするのは危険だとも知った。

　あの時のセクハラ騒動は、どうやら真実だったらしく、通信販売部の課長は解雇になったようだ。

　だけど、セクハラされていた女子社員を切って口封じするのではなく、きちんと悪い方に制裁を加えてくれたことにホッとした。

　権力の下では、一いっ介かいの女子社員なんて、吹いたら飛んでしまいそうだもの。しかも、部長は実力者だとの噂だったし。

『正義が勝つと信じたいのよ』と遠藤さんが言っていたけど、『捨てるものと拾うものを間違えてはならない』ときっぱり言い切った楠さんは、本当に正義のヒーローのような人なのかもしれないと思い始めていた。

　そして、無事に大学卒業が決まった。

　楠さんに卒業決定の報告をすると「そうか」とたった一言。

「おめでとう」くらい言ってくれてもいいのに。どこまで冷たい人なのよ！と思ったけれど、遠藤さんが「麻田さんが留年する訳ないとわかってるからでしょ」と慰めてくれたから、そう思うことにした。

　無事に卒業式が終わると、入社式の三日前から人事部に研修で入ることになった。

　バイトの最終日。いつもより気合を入れて床を磨き、掃除道具を丹念に洗った。

　そして、休憩室に戻ると、一足先に戻っていた遠藤さんが、私を待ち構えていてくれた。

「本当にお世話になりました。遠藤さんには大切なことをたくさん教えていただきました」

　最初はつまらなく感じた清掃の仕事も、こだわると楽しく、達成感があった。

「私はなにもしてないわよ。よく頑張ったわね」

　満面の笑顔で褒めてくれた彼女は、心なしか目が潤んでいた。まるで、ここも卒業するかのようだ。

「麻田さんと一緒に仕事をしていたら、楠君があなたを採用した理由がよくわかったわ」

　私は未いまだ、よくわからないけど……。

　それに、遠藤さんに言われた通りに掃除をしていただけで、大きな仕事をやり遂げたという訳でもない。

「麻田さん、とっても素直なんだもの。イヤなことを耳にすると、眉間にシワが寄ってたし、ひとりで怒ったりして……」

　そんなところを見られていたなんて、恥ずかしい。

　たしかに、ひどい悪口には腹を立て、イライラしていた。

「大きな組織に入ると、長いものに巻かれがちなの。上司がそう言っているから、自分の意見にふたをしようでは、正しいことを見失ってしまう」

　その通りかもしれない。

　実際私も、社会人になれば、上司の言うことは絶対だと思っていた。

「だけど、麻田さんはそういうこととは無縁そうね。というか、無縁でいてほしいわ」

　私は大きくうなずいた。

『理不尽なことは理不尽と言えばいい』と楠さんに言われたけど、なんでも周りと同調して、自分の意見を失ってしまってはいけないのかもしれない。

「遠藤さん、あの……」

　ずっと聞きそびれていたことがある。

「なに？」

「遠藤さん、前に重役だったとおっしゃっていましたけど……」

「あぁ」

　こんなことを聞いたら失礼かもしれないと思ったけれど、彼女はにっこり笑った。

「私、ヨツバ電機で取締役してたの。でも、はめられちゃったのよ」

「ヨツバ!?」

　ヨツバ電機といえば、この業界でもトップ三の売上高を誇る会社だ。家電が得意なダイオー電機とは違い、ＩＴ分野を得意としていて、メキメキと頭角を現している。

「そうなの。驚いた？」

　驚いたなんてもんじゃない。

「でも、はめられたというのは？」

『はめられた』なんて、尋常ではない。

　私が身を乗り出すと、遠藤さんは遠くを見つめながら口を開く。

「私も長い物には巻かれたくないタイプだったの。だから他の取締役からは嫌われていたわ。反対意見をズバズバ言うからね」

　なんとなくわかるかも。

　遠藤さんは、何事に対してもきちんと自分の意見のある人だ。そして、それを主張できる人。

　だけど、自分の思うようにしたい人には、目の上のたんこぶかもしれない。

「ある日、私の同僚が会社の不正を告発してね……。私もそれに味方したのよ。会社の古い体質にうんざりしてたから」

　不正の告発……。きっと大問題になっただろう。

「そうしたら、社内の秘密事項を他社に漏らしたとかなんとか言われて、ご丁寧に証拠までねつ造されて」

　そんなドラマみたいな話、本当にあるの？

「私が書いた会議のメモを、他社の社員が持っていたとかって……。告発の肩を持ったタイミングで、そんな話が持ち上がるのよ。ねつ造バレバレで笑っちゃったわ」

　たしかに、あからさますぎる。

「多分、秘書がデスクから持ち出したのよ。秘書も他社の社員も買収されたのね。長く一緒に頑張っていた秘書だったんだけど……」

　一瞬、彼女の顔が曇る。当時の辛い出来事を思い出させてしまったようだ。

「余計なことを聞いて、すみません」

「あぁ、気にしない。もう過去の話よ。それで、あんまりバカらしいから、さっさと辞めたの」

　ねつ造を証明するのは難しいかもしれないけど、そんなに簡単に取締役を手放すなんて、驚きだ。

　だけど、もしかしたら秘書の裏切りを知った時点で、踏ん切りがついたのかもしれない。

　もしも私なら……誰になにを言われても構わないけど、信頼して共に働いてきた人に裏切られるのだけは別。おそらく、ショックで立ち直れない。

「もう再就職には厳しい歳だったし、そんな悪い噂のついたおばさんを雇ってくれるところなんてなくて、掃除おばさんになったの。だけど、楠君みたいに正義感のある若者に出会えたし、この仕事も案外楽しいわよ」

　濡ぬれ衣ぎぬで人生を台無しにしたのかと思えば、そんな人生ですら『楽しい』と言ってしまう遠藤さんの器の大きさを感じる。

　人生、気の持ちようだ。

「残してきた部下だけが心残り。でも、クヨクヨしたって仕方ない。麻田さん、あなたは必ず成功する。頑張りなさい」

　私の肩をポンと叩いた遠藤さんは、陽気に鼻歌を歌いながら、休憩室を出て行った。




　次の日、初めてスーツ姿で人事部に入った。

　とてもオーダーという訳にはいかなかったけど、遠藤さんと一緒に働いたお金で、スーツを何着か買うことができた。

　一番お気に入りのピンストライプの濃紺のスーツは、ひとつボタンのジャケットとボックススカートの組み合わせで、就活スーツよりずっとお洒落だ。

　メイクは雑誌でナチュラルメイクを勉強し、いつも同じだった髪型は、美容院で前髪を厚めに取ってもらい、後ろも重くならない様にレイヤーを入れてもらった。

「おはようございます」

　新人だけ集められ、説明があるのかと思いきや、直接人事に来いと楠さんに指示された。

　ひとりというのは、心細い。

　オドオドしながら人事のドアを開け、頭を下げる。

　比較的入り口に近いデスクの楠さんが、すぐに来てくれたけれど……。

「袖が短いな」

　彼の第一声はやっぱり冷たい。

　そんなこと言ったって、既製品なんてそんなものよ。だけど……。

「まぁ、いい。顔つきは随分変わったようだ」

　顔？　雑誌でメイクを勉強したとはいえ、さほど変わっていないと思うけど……。

　でも、『顔つき』ということは、もしかして、褒め言葉？

　たしかにここにバイトに来る前は、仕事に対する気持ちがどこか甘かった。新人なんだし多少のミスは許されるでしょと、たかをくくっていた。

　だけど、遠藤さんの仕事に対する真摯な姿勢を見ていて、新人だからと甘えていてはいけないと感じた。

　それに……トイレで毎日のように悪口を聞いていた私は、浮わついた気持ちでは、つぶされてしまうとも思った。

　だから、気持ちが引き締まったというか……やってやる！と強く思うようになったのだ。

「もしかして、新人さん？」

　さわやかな笑顔で近づいてきたのは、笹川さん。

　楠さんとは違い、人ひと懐なつこい雰囲気を醸し出している。

「はい。麻田です。よろしくお願いします」

「よろしく。笹川です。へぇー、意外だった」

　意外？　なにがだろう。

「部長にあいさつに行くぞ」

　笹川さんとろくに話もできないまま、楠さんに連れ去られる。

「おはようございます。話していた、新人の麻田です」

「麻田美帆乃です。よろしくお願いします」

　掃除に何度も来ているから、私はもちろん部長を知っている。恰かっ幅ぷくのいいおしゃべりなオジサマだ。

「女の子、なのか？」

「はい。話していませんでしたか？」

　唖然とする部長に、冷静な楠さん。ふたりの間の温度差を感じる。

　笹川さんの『意外』も、私が女だということかもしれない。

「大丈夫か？」

「なにも問題ありません」

　きっと部長は、リストラという大仕事に、女子社員が係わるなんてと心配してくれているのだろう。

　当の本人は、まだその事実を楠さんから聞かされていないのだけど。

　だけど、『なにも問題ありません』と言われたということは、それなりに評価してもらえているということだろうか。

「まあ、頑張ってくれたまえ」

「はい」

　部長のこの反応。想像以上に過酷な仕事なのかもしれない。

　それにしても、他に新人はいないのだろうか。こうしてあいさつに来たのは私だけのようだ。

　部長にあいさつを済ませると、フロアを改めて見渡してみる。

　総勢十万人を超える従業員の人事は、すべてここで賄まかなわれている。私もその仲間入りができるのだと、自然と気持ちが高ぶる。

「あれ、新人さん？　どこかで会ったことがあるような……」

「いえ……。麻田です。よろしくお願いします」

　楠さんにデスクに連れて行ってもらう途中で声をかけられたけど、適当にごまかした。

　まさか、掃除をしながら仕事する様子を観察していましたなんて言えない。それでは、こっそり盗み見していたみたい。

「麻田さん。改めてよろしく」

　三課にはデスクが三つ。私と笹川さんが向かい合っていて、横に楠さん。遠藤さんに聞いていた通り、たった三人のようだ。

「どうぞよろしくお願いします」

「いやー、こんなにかわいい女の子が来てくれるなんて、仕事がはかどりそうだ。もうひとり増えると聞いて、楽しみにしてたんだ」

　よかった。女なんてイヤだと拒否されたらどうしようと、ヒヤヒヤした。

「麻田」

　笹川さんとあいさつを交わしていると、楠さんがぶっきらぼうに声をかける。

「はい」

　彼の方に顔を向けると、銀縁メガネに触れた。

「麻田には早速仕事をしてもらう。あいさつの仕方や名刺の出し方なんて見て覚えろ」

「はい」

　ファーストフードのバイトの時、他の人の様子を盗み見て、仕事を覚えていた。あの経験が役立つかもしれない。

「一応入社前にはなるが、人事の仕事は社員の情報がすべて見える。守秘義務が伴ともなうことを忘れるな」

「……わかり、ました」

　楠さんの厳しい言葉に、背筋が伸びる。

　もう学生ではない。自分の責任は自分で取らなければならない。

「そのパソコンは麻田のものだ。出勤記録が見えるようになっているから、整理しろ」

　やっとあいさつできたところなのに、いきなり仕事のスタートだ。

　もちろん頑張るつもりだけど、初日くらいコミュニケーションというものを取らせてくれてもいいのに。

「整理と言われましても、どうすれば？」

　パソコンも自分のものではない訳だから、どこを開けばいいのかわからない。さすがにそんな適当な指示では困る。

「笹川、教えてやれ」

　楠さんはそれだけ言うと、キーボードを叩き始めた。

「あはは。楠さん相変わらずですね」

　笹川さんがそう言うということは、いつも無愛想なのだろう。

「心配しないで。わからないことは俺に聞いてね」

　楠さんとは対照的で優しい笹川さんに、恋してしまいそう。

「パソコンの前に、人事の仕事のこと聞いてる？」

「いえ……」

『シモベ』と聞いているだけで、あとは遠藤さんから聞いた情報しかない。

　楠さんの方をチラッと見た笹川さんは、少し驚いている。

「そっか。それじゃあ簡単に紹介するね。まずパーテーションの向こうの一課」

　広いフロアは、パーテーションでふたつに区切られている。

　入り口から遠い方を指差した笹川さんが、説明を始めた。

「あそこは採用を主に行っているところ。だから今は特に忙しい。入社式の次の日から、新人研修を研修センターでまとめてやるはずだ」

　彼の言葉に首をかしげた。私も新人だけど、なにも聞いてない。

「あの、私は？」

　笹川さんに尋ねたけれど、返事をしたのは楠さんだった。

「麻田は中途採用扱いだ」

「中途採用？」

　どういうこと？

「あー、麻田さんはちょっと特殊な採用方法だったよね？　だからだよ。だけど、新人研修なんて基本的なことしかやらないから、実戦ですぐに身につくよ」

　笹川さんが慌ててフォローを入れてくれたけど、腑ふに落ちない。研修がやりたい訳ではないけど、一応新卒なのに。

「麻田は俺が採用してやったんだ。一課を通した新卒採用なら、確実に落ちている」

　楠さんの一言は冷たい。だけど……実に的を射ていて悔しい。

　たしかに、まともな就職活動で、こんな一流企業に採用されるとは思えない。

「気にしない。就活がすべてじゃないんだし。それに楠さんが引っ張ってくるなんて、期待されてるんだよ」

　懸命になだめてくれる笹川さんは、本当に優しい。それに比べて、楠さんは……冷酷としか言いようがない。

「次は、こちら側の二課」

　笹川さんは話を変えた。

「二課は、主に入社してからの福利厚生や、給料や各種税金なんかの計算をするところ。毎年の給料アップ率もここが決める。社員には身近なところだね」

　なるほど。細い仕事が多そうだ。

「そして三課。ここは……」

　笹川さんは言葉を濁した。リストラ専門の課だとは、言いにくいだろう。

「ここは、主にリストラを主導する課だ。左さ遷せんも同様」

　横から口を挟はさんだ楠さんが、ためらいなく言い放った。

　リストラに左遷……穏やかではない。

　だけど、遠藤さんに聞いていたから、さほど驚きはしなかった。

「それなりの覚悟を持って仕事してくれ」

　最後にそう付け加えた楠さんは「ちょっと出てくる」とフロアを出て行った。

「ごめんね、びっくりした？」

「いえ、大丈夫です」

「楠さん、あんな感じだけど、本当はすごく人情に厚い人なんだよ。俺は尊敬してる」

　はい。なんとなく、知っています。とも言えず、コクンとうなずいた。

　だけど、笹川さんが楠さんを尊敬しているというのは、本当だろうか。あの人の下は、大変そうだけど。

「ちなみに三課は二課の延長線のようなところ。いわゆる左遷、リストラは二課も権限を持っているんだ。そうでないと、全従業員を三人だけでなんて到底無理だからね」

　それはそうだ。絶対に目が行き届く訳がない。

「だけど、特に悪質な社員のリストラや、大規模なリストラが行われる場合は、三課が主導して行うことになっているんだよ」

『悪質』という言葉に、緊張が走る。大変そうな事案ばかり回ってくるという解かい釈しゃくで、間違ってはいないだろう。

　そして、労働環境改善のため、二課と協力して異動の提案などもすると知った。

　二課のリストラ強化版、のような部署だ。

　他にも、一課や二課の雑用を手伝うことも多いらしい。

　笹川さんいわく、そうすることで会社の中が良く見えるんだとか。それも、楠さんの教えらしいのだけど。

「さて、パソコンだけど……まずは立ち上げて、ＩＤとパスワードを。えーっと、麻田さんのＩＤはこれ。パスは誕生日になってると思うよ」

「はい」

　もし笹川さんがいなかったら、どうなっていたのだろうと考えると、ゾッとする。

　笹川さんの丁寧な誘導で、楠さんが言っていた〝出勤記録〟にたどり着いた。

「これはね……それぞれ出勤したらＩＤカードをスキャンして出勤簿をつけているんだけど、そのデータ。来てごらん？」

　笹川さんはデスクの上に用意されていた私のＩＤを、入り口にある専用の機械に通した。

「これでオッケ。パソコンに戻るね」

　再びパソコンの前に座ると、笹川さんは一緒に画面を覗き込んで説明を始める。

「ほら、麻田さんの出勤時間が記録されただろ？」

「本当ですね」

　実際にやってみてもらえるから、とてもわかりやすい。

「同じように退社の時間も記録される。このボタンを押すと、全社員の欠勤と遅刻早退をそれぞれ表示できるんだ」

　笹川さんの話を聞きながら、メモを取り始める。

「この表は、欠勤、遅刻、早退が、突出して多いところを見つけるために使うものだよ」

　これはもしかして、あの通信販売部のセクハラに気がついた時に使ったものかもしれない。

「麻田さんにしてもらいたいのは、本社の出勤チェック。大阪支社と営業所は、まとめたデータを提出してもらってる」

　本社だけとはいえ、かなりの社員がいる。大変な作業だ。

「理由があいまいであまりに欠勤が多いとか、遅刻早退が重なっているところをチェックして、報告してね」

「はい」

　遅刻早退の日は、赤字で表示される。その内容を見たい時だけ、詳しく調べればいいようだ。

　ひとりでは無理だと思ったけれど、おかしいと感じる所だけ抽出すればいいというなら、できそうだ。

「それと、部署別に欠勤の数をまとめてほしい。去年の冬はこれでシステム運用部にインフルエンザが流行り始めたのに気がついて、先に手を打ったから全滅しないで済んだんだよ」

　そんなことまで……。

　パソコンで一括管理して事務的に処理することもできるだろうけど、それでは細かな部署の内情まで把握できないのかもしれない。










熱といえばプリンでしょ




　そうやって、あっという間に三日が過ぎて行った。

　まだ作業に慣れていないせいで、ちっとも仕事ははかどらず、同じ作業を延々と続ける羽目になった。

　集中力が途切れそうになると、笹川さんが優しい言葉をかけてくれるから、再び気合を入れてパソコンと向かい合うことができた。

　いわゆる〝リストラ〟の兆きざしは少しもない。まぁ、しょっちゅうあるのも困るのだけど。

　それでも、楠さんと笹川さんが、なにやらヒソヒソ話をしていることはあった。

　だけど、「シモベは他にやることがある」と冷たい一言で、入れてはもらえなかった。

　そして、入社式を迎えた。

　中途採用扱いらしい私は、自分の入社式の準備まで手伝わされた。

　まったく納得がいかなかったけど、楠さんになにを言っても勝てそうにない。

「はぁ、疲れた」

　大ホールにかなりの数の椅子を並べ終え、思わず溜息を漏らすと、ちょうどやって来た楠さんが鼻で笑う。

「入社前からボロボロだな。初々しさの欠かけ片らもない」

　それは誰のせいよ！

　ムスッとした顔をして視線をそらしたけれど、楠さんはまったく動じる様子がない。

　だけど……これから入社する新入社員の総勢二百名あまりから嫌われることになると思うと、かなりへこむ。

　会場の準備が整うと、トイレに行って一応身だしなみを整える。すると他にも新入社員が溢れていて、あちこちから会話が聞こえてきた。

「配属、どこがいい？　私、人事だけはイヤだなー。他の課と交流が一切ないらしいよ」

「だけど、媚こび売っておかないと、変なところに飛ばされるわよ」

「二週間はおとなしくしてなくちゃ」

　新人の全体研修は三日間。そのあと各部署に入って二週間ほど研修があるらしい。その間、数カ所を回り適性を判断されて辞令が下りる。

「私、秘書課に憧れる。かっこいい取締役、いないかしら？」

　やっぱり人事は人気がないらしい。でも、かっこいい取締役なんて、妄想の世界だけ。

　上層階の掃除もしていた私は、取締役と名のついた人を何人も見かける機会があった。だけど、そんなにキラキラした世界ではない。

　どうやら数日前にオリエンテーションがあったようで、もう仲間の輪ができている。

　私は……誰ひとりとして知っている人がいなくて、寂しさを覚えた。

　入社式は形式的なもので、もうすでに会社の内部に首を突っ込んでいる私は、特に新しいことを聞いた訳でもなく、あっという間に終わった。

「満足か？」

　人事に戻ると、楠さんが話しかけてきた。

「なにがですか？」

「新入社員気分だよ」

「気分じゃなくて、新入社員です」

　とはいえ、もう長く掃除を手伝っていたからか、他の新入社員とは意識が違う気がした。

　入社式で、これからについて目を輝かせて話している人もいたけれど、私はすでに現実を見ている。良い意味でも、悪い意味でも。

「あんまり麻田さんをいじめないでくださいよ」

　笹川さんは優しい。いつもこうやって庇かばってくれる。

「まぁ、いい。麻田はこれを販売促進部に持って行け。そのあと、一課の手伝いだ」

「一課ですか？」

「そう。新人君達の書類集め。これから一課のやつが説明に行くから、ついて行って雑用してこい」

　私だって、本当は新人の方にいるはずなのに。

　仕方なく席を立つと、笹川さんが「頑張って」と声をかけてくれた。

　手伝いはなかなか大変だった。これだけの人数が集まると、話を聞いていない人も多い。

「ですから、こちらの書類を先にください」

「あ、すみません」

　同じ新入社員なのに、こんなに立場が違う。

『すみません』ではすまないことが、たくさんあるんだからね。と、先輩風吹かせたくもなる。

　まだ学生気分の抜けない人達が、うらやましくもあったけど、そうなりたいとは思わなかった。

　たとえ雑用だったとしても、もうこうして働けている。彼らよりは一歩リードだ。

「麻田さん、ありがとう。君も新人なのに。楠の下、大変だろう？」

　一課の三み田たさんが話しかけてくれる。

「そうですね……」

　思わず本音が出て、慌てて口をつぐんだ。

「いえ。他にお手伝いすることがあれば言ってください」

「悪いね。それじゃあ、この書類を先に人事に届けてくれる？」

「はい」

　手にいっぱいの書類を持った私は、自分もいるはずだった会場を出た。

「麻田」

「はい」

「これを先に販売促進部に持って行けと言ったはずだが」

　人事に戻ると、早速楠さんから呼びつけられる。

　そんなこと言っても、三田さんに呼ばれたし、これでも精一杯頑張っているのに。

「いいですよ。俺が行きます」

「ダメだ。麻田が行け」

　見かねた笹川さんが私に助け舟を出してくれたけど、楠さんは冷たい声で却下した。

「わかり、ました」

　ちょっと腹を立てながら廊下に出ると、遠藤さんの姿が見える。

「遠藤さん！　こんにちは」

「麻田さん、頑張ってるみたいね」

　遠藤さんに会って少し気が緩む。懐かしい場所に戻ってきたかのようだ。

「頑張ってるんですけど……楠さんの人使いが荒くて」

　思わず愚ぐ痴ちが出たのは、遠藤さんが、本当の母親のように受け止めてくれる人だから。

「あぁ、他の部署に行って来いと言われたのね」

　私が書類を持っていることに気がついた彼女は、にっこり笑った。

「そうです」

「笹川君も、最初はそればかりだったのよ」

　笹川さんも？

「楠君、そうやって他の部署のことをあなたに教えようとしているの。百聞は一見にしかずってヤツ。そう言えばいいのにね。まぁ、楠君らしいけど」

　そうだったのか。他にもやたらと私に、他の部署に行くように命令していたのは、そういう意味があったんだ。

「で、どこ行くの？」

「販売促進部です」

「ふーん。今、話題のね」

　意味深な返事に首を傾げる。

「あの……話題って？」

「まぁ、色々ともめてる部署みたいよ。毎日ケンカの嵐だって。ま、とりあえず覗いておいで」

「はぁ……」

『もめてる』って、なにをもめているのだろう。

　だけど、遠藤さんの言った通り『百聞は一見にしかず』なのかもしれないと思った私は、足早に販売促進部に向かった。

　販売促進部は、三階下のフロアにあった。

　エレベーターを降りると、人事のフロアとは違い、活気ある声が飛び交っているのを聞いて、同じ会社でも違うものだと感じる。

　ところが……販売促進部のドアに手をかけて、一瞬戸惑う。活気があると思った声の内容が、まるで子供のケンカだったからだ。

「あんたのやり方がそもそも間違ってる。だから実績が出ないんだ」

「それはこっちのセリフだ。お前のやり方では、今良くても、将来にはつながらない」

　なんのことだかさっぱりわからないけど、どうも意見が対立しているようだ。

「ちょっと……もう止めてください」

　誰かが間に入ったようで、声は止まった。

「失礼します」

　このタイミングでは入りづらかったけれど、早くしないと次の仕事が待っている。

　ドキドキしながら一歩踏み入れると、「人事から来ました」と声をかけた。

　目の前には、おそらくケンカをしていたであろうふたりが、顔を真っ赤にしながら互いにそっぽを向いている。

「あの、坂さか上がみ課長は……」

　一番近くにいた女性社員に声をかけると、「あぁ」と言いながら顔をしかめる。

「あの、人……」

　その社員が教えてくれたのは、まさにケンカをしていた人。

　うわ。最悪の時に来た。

　少しでも時間を稼ごうと、もう一枚の書類を見て再び尋ねる。

「それでは、吉よし田だ課長は……」

　再び尋ねると、思いっきり眉をひそめて迷惑そうな顔をした女性社員は、なんと、ケンカ相手を指差した。

　有り得ない……。来るんじゃなかった。と思ったけれど、このまま出ていくのもおかしい。

　思いきってふたりのところまで行くと、実に事務的に「人事からの書類です」と手渡し、出て行こうとした。

　冷や汗が出る仕事がひとつ終わった、と思った。

　だけど、「なんだよ、これ」という大きな声に、振り向かなければならなくなった。

「そこの人事」

「はい」

　吉田課長が私を呼びとめる。

「なんだ、自己評価シートって」

「えっ？」

　楠さんからは封筒に入った書類を届けろと言われただけで、中身がなにかまでは知らない。

「自己採点をして、適性を調べましょうって、新人にやらせるやつだろう？　バカにしてるのか！」

　元々ケンカでアドレナリンが出まくっている吉田課長が、怒りをあらわにする。

　そんなこと言われても……。文句は楠さんに言ってほしい。

「いえ、とんでもないです」

　どうしよう。どうしたら逃げられる？

　必死に考えたけど、なにも浮かんでこない。

「おい、なんとか言えよ。お前らは人の粗探しばかりして給料もらっていいよな。俺達が稼いでるんだ。バカにするなんて百年早いわ！」

　人事は嫌われると聞いていたけど、それを初めて目の当たりにした。

　だけど……楠さんは少なくとも違う。

　役職のついたセクハラオヤジより、若い女性社員を守った人だもの。きちんと正しい判断を下している。

　別に、粗探しして楽しんでいる訳ではない。

　その時、『理不尽なことには理不尽と言えばいい』という楠さんの言葉が、頭の中をよぎった。

「お言葉ですが……」

　吉田課長のあまりに一方的な偏見を聞き、口が勝手に開いた。

「大きな声でケンカをしても、なにも解決しません」

　周りの人の動きが、ピタッと止まる。

「なんだと？」

　しまった。と思ったけど、もう遅い。今更引き下がれない。

「議論とケンカは違います。議論すべきです」

「誰に向かって言ってるんだ！　話にならん。上を呼べ。お前、何課だ？」

　完全に怒ってしまった吉田課長は、電話を手にしている。

　まずい。楠さん、怒るだろうな……。だけど、もう仕方がない。

「三課、です」

「三課？」

　吉田課長が唖然とした顔をして、私を見つめる。

「首切り屋、なのか？　あそこに女がいたか？」

「はい。新人です」

　その時、突然楠さんが現れた。

「このフロアで大声がすると苦情が来まして。で、うちの新人がなにか？」

　楠さんは自分よりずっと年上であろう吉田課長を、メガネの下の切れ長の目でにらみつける。

　この目力、迫力がありすぎる。

「いや、なにも……」

　吉田課長は、突然トーンダウンした。

「議論とケンカは違いますね、課長」

　いつからいたのよ？

　もっと早く助けに来てくれれば、よかったのに。

「私達人事は、どの社員にも働きやすい環境を整えるのが仕事です。おふたりがいつも罵ば倒とうし合っているのは耳にしています。それで、周りの社員が委縮してしまっていることも」

　楠さんは、もうこの状況を知っていたようだ。

「そのため、今回はおふたりに適正な部署に異動していただこうと、自己評価シートをお渡ししました。それを見て、どの部署が適任か判断させていただきます」

　それって……左遷宣告？

　もしかして、とんでもないことに、頭突っ込んでる？

「提出期限は週明け、月曜の終業時刻までです。お待ちしています。麻田、行くぞ」

「は、はい」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす私を販売促進部の外に連れ出した楠さんは、「お前、やるな」とつぶやいて、スタスタ歩いて行ってしまう。

「待ってください！」

　ちょうど止まったエレベーターに乗り込むと、楠さんがあまりにも涼しい顔をしているから、腹が立つ。

「私、なにも聞いてません」

「言ってないからな」

「言ってないって……」

　エレベーターを降りた彼は、颯爽と人事の方に歩いていく。

「楠さん！」

「わかっていたら、行けなかっただろ？　だけど、あれが俺達の仕事だ。とびきり嫌われる。無理だと思うなら、すぐに退職届を書け」

　勢いよく人事のドアを開けた彼は、ひとりで入って行ってしまった。

「そんな……」

　退職届って。やっと就職できたと喜んでいるのに。

「楠君が出動したってことは、ひと悶もん着ちゃくあったわね」

　後ろから話しかけてきたのは、遠藤さんだ。

「はい……」

「左遷、ってとこ？」

「どうして知ってるんですか？」

　遠藤さんは私を引っ張って、あまり使われない階段の踊り場に移動した。

「販売促進部の吉田課長は、クライアントからも評判が良くないのよ。横おう柄へいな態度で嫌われてて」

「そうなんですか？」

　小さくうなずいた遠藤さんは、再び口を開く。

「坂上課長は、そこまでじゃないけど、他の社員の言うことに絶対に耳を貸さない人なの。それで成功していればいいんだけど、実績は下降線。楠君、そういうことを全部把握しているはずよ」

　そうだったのか……。いつもケンカばかりしていて、部署の雰囲気が悪いからというだけではないんだ。

　だけど、これだけの社員がいるのに、そんなことまで把握している楠さんの情報力にはあっぱれだ。

「はぁ、それにしても……」

　思わず溜息が出た。

　だって、いきなり『あれが俺達の仕事だ』なんて、ブルーになるような光景を見せられたのだから。

「イヤな仕事よね。でも、楠君が喜んでやってると思う？」

「えっ？」

　遠藤さんに指摘されてハッとする。

　とんでもないところに引き込まれたなんて思っていたけど、楠さんも笹川さんも、楽しくてやっている訳ではないだろう。

「誰かがやらないといけないの。それに、楠君は……ちゃんと信念があってやってると思う。笹川君は楠君のそういうところを尊敬しているから、ついていくの」

　笹川さんが楠さんのことを、『本当はすごく人情に厚い人なんだ』と言っていたけど、そうした楠さんの胸の内を、わかっているのだろう。

「麻田さん、あなたもそのうちわかるわ」

　遠藤さんの言葉で、無性にイライラしていた気持ちがストンとおさまった。




　新人の研修期間が終わると、二課に新人が配属されることになった。

　人事は補充がないかもしれないと耳にしていたから、それを聞いてウキウキした。私にも仲間ができる。

「はじめまして。山やま際ぎわ静しず香かです。よろしくお願いします」

　頭を下げた彼女は、とびっきりの美人だった。有名私大を卒業しているうえに、幼い頃海外で生活していたおかげで、日本語よりも英語が得意だという。

　秘書課や海外事業部にでも配属されれば、能力を発揮できそうなのにと思ったけれど、人事に配属された詳しい理由は私にはわからない。

「新人歓迎会しないとな」

　二課の課長が声をあげる。

　私の時は、誰もそんなことを言い出さなかったけど？　誰も、というか、楠さん、だけど。

　三課は関係ないのかと思いきや、二課と仕事を共有しているから一緒にということになり、楠さんの提案で、一番下っ端の私が店の手配を任された。

　私も新人なんですけど？と言いたいのはヤマヤマだったけど、もういいや。

　バイトで何度も足を運んだおかげか、最近入社したばかりという感覚もあまりない。

　だけど、二課の課長に指定された居酒屋に予約の電話を入れる横で、私とは違いチヤホヤされている山際さんが、少しだけうらやましかった。




　金曜に行われた歓迎会の当日は、忙しかった。

　下っ端の性さがなのはわかっているけど……料理の追加注文や、ビールのお酌しゃくや……自分の席についている暇なんてない。

「えっと、君はなんて名前だったっけ？」

　挙あげ句くの果てに、二課の課長からはそんなことを言われ、へこむ。

「麻田さん、ごめんね。君だって新人なのに」

　笹川さんが見かねて手伝ってくれたけど、酔っぱらいが増えてくるとどうにもならない。

　一方、山際さんはたくさんの男性社員に囲まれてニコニコ顔だ。

　同じ新人なのに、なに、この違い？　中途採用って、こんなもの？

「あれ？」

　ビールの追加を頼んでやっと席に戻ると、隣の楠さんの顔色が悪い。

「楠さん、飲み過ぎですか？」

「いや、大丈夫だ」

　楠さんの前にあるビールは少しも減っている様子がなく、お皿に取り分けられた食べ物も手つかずになっている。

「体調、悪いんじゃないですか？」

　彼は『大丈夫』と言うけれど、顔が青白いだけでなく、声に張りがない。

「少し疲れただけだ。シモベはシモベらしく働いてこい」

　いつものように冷たい言葉を放った彼だけど、目が死んでいる。鋭い瞳の面おも影かげがまったく見られない。

「ちょっと失礼します」

　彼の額に手を当てると、楠さんは驚いて払いのけた。

「帰りましょう」

「大丈夫だ」

　すごい熱。こんな状態では、座っているのも辛いはず。

「ダメです。シモベが送りますから」

「いいから、あっちに行け」

　シッシッと手で払われたけれど、放っておける訳がない。

　慌てて店員にタクシーの手配を頼むと、二課の村むら山やまさんにお酌をしていた笹川さんの横に行き、耳打ちする。

「楠さんが体調悪そうなんです。私、送ってきますから……」

「ホントに？　それなら、俺が行くよ」

「おーい三課のおねーちゃん、笹川君といちゃついてるの？」

　笹川さんが立ち上がると、すっかり出来上がっている村山さんが絡んでくる。

　それどころじゃないのだけど……。

　無視していると、村山さんは不機嫌顔。

「あれー、おじちゃんは無視かい？」

「はいはい。俺が相手しますから」

　間に割って入ってくれた笹川さんは、「ごめん。楠さん頼める？」と申し訳なさそうな顔をする。

　その方がよさそうだ。

「あと、お願いします」

「オッケ」

　笹川さんにあいさつをした私は、さっきよりもぐったりした様子の楠さんに歩み寄り、無理矢理手を引っ張った。

「帰りますよ」

「いいから」

　こんな時まで意地を張る。

「ダメです。自分の体調管理もできないんですか？」

「言うな、お前」

　私の嫌味が効いたのか、楠さんは渋々立ち上がった。

　楠さんには優しい一言より、嫌味の方が有効らしい。

　盛り上がっている皆を残してそっと店を抜け出し、タクシーに乗り込んだ。

「悪いな」

　楠さんが謝罪なんて！　明日、雨が降りそうだ。

「働きすぎですよ。毎日残業ばっかりして」

　出勤簿には、定時で帰っていることになっていた楠さんが、実は毎日遅くまで残業していることを、笹川さんから聞いた。

　リストラのための面接が、就業時間後、他の社員には秘密で行われていた。

　どうしてリストラの対象になっているのか、じっくりと説明してわかってもらうのだとか。だからひとりの人に何度も、そして、何時間もかけているらしい。

　私は立ち会ったことはなかったけれど、大変な作業のようだ。もちろん、楠さんの方もストレスを感じているに違いない。

　楠さんの家は、店からタクシーで二十分ほどだった。

　料金を払おうとすると、彼は内ポケットからさっと財布を取り出して、私に一万円を握らせる。

　体調が悪いくせに、気遣いを忘れない。

「悪かったな。足りない分はまた払うから、このまま乗って行け」

　真っ青な顔をしているくせに、実に大人の対応だ。こんな時くらい、誰かに甘えればいいのに。

「それじゃ、これは遠慮なく使わせていただきます。運転手さん、ここで降りますから精算してください」

「話、聞いてたか？」

　楠さんはこの際無視。こんな病人、ひとりで置いてはいけない。

　私が半なかば強引に降りると、「はぁ」と溜息をついている。

「だから、帰れ」

「でも、タクシー行っちゃいましたね」

　素知らぬ顔でそう言うと、彼はやっと観念した。

　苦しげな顔をしながらも、いつものように背筋を伸ばして歩く楠さんに慌ててついていく。

　彼は家のカギを開けると、玄関に足を踏み入れ……。

「楠さん！」

　彼は目の前で、フラッと壁にぶつかり、倒れ込んだ。

　つい今しがたまで、スタスタとした足取りを見せていたというのに。

「大丈夫だ」

　真っ赤な顔をして呼吸を荒らげる彼は、そのまま座り込んで動かない。

「大丈夫なんかじゃない……」

　どうしてそんなに強がるの？

「お願いです。辛い時くらい、頼ってください」

　顔をしかめてネクタイの結び目を緩める彼を見て、慌ててネクタイを引き抜き、ボタンをひとつ外す。

　女の私とは違う太い首と、上下する喉仏が間近で視界に入り、一瞬ドキッとする。

「ここじゃ……。立てますか？」

　靴を脱がせながら尋ねるけれど、返事はない。

　こんなに辛いくせに、部屋に入るまで平然としていたなんて信じられない。

「失礼します」

　どうにかしなくちゃ。

　彼の両脇に手を入れ、抱える様にして立ち上がらせようとすると、顔をしかめながらもゆっくり立ってくれた。

　想像していたよりずっと厚い胸板。たくましい腕。

　こんな時に〝男〟を感じるなんて不ふ謹きん慎しんだけど、どうしたって胸が高鳴る。

「行きますよ」

　それでも平静を装って彼に肩を貸すと、ほんの少しだけ寄りかかってくれた。

　私の力だけでは、到底彼を運べない。もちろん、それはわかっていたけれど、力になりたい。

　だから、少しだけでも私に体を預けてくれたことが、うれしかった。

「寝室は、どこですか？」

　彼は私の質問に、廊下の右側のドアを指差す。

「入りますよ？」

　一緒に寝室に入ると、セミダブルほどの大きさのベッドに彼を座らせる。そして、ジャケットを脱がせ、掛布団を剥はいだ。

「着替えられますか？」

「もう十分だ。帰れ」

『帰れ』って……。いい加減、素直になって。

　どうやら着替える気力もないらしく、そのままベッドに横たわった彼に布団をかける。

「冷蔵庫、開けますよ」

　頭が痛いのだろうか。額を手で押さえている彼の返事を待つことなく寝室を出て、キッチンに向かう。

　電気をつけると、ひんやり冷たい空気がまとわりついた。

　ひとり暮らしなんて、こんなもの。

　真っ暗な部屋は寂しい。だけど、いつの間にかそれに慣れてしまう。

　それでも、病気の時は、誰かにいてほしいと思うものじゃないのかな？

　冷蔵庫を開けてみたけれど、まともな食料は見当たらない。ミネラルウォーターくらいしかない。

　そのミネラルウォーターを持って、再び寝室に戻ると、真っ赤な顔をして息を荒らげている楠さんが、痛々しい。

「飲めますか？」

　とにかく、水分補給だけはしなくては。脱水が一番怖い。

「いらない」

「いらないじゃないです。お願いですから、飲んでください」

　お願いだから、自分をもっと大切にして。

　なぜだか自じ暴ぼう自じ棄きに見える彼の姿に、ハラハラしてしまう。

　私の懇こん願がんが届いたのか、彼は少し体を起こすと、一口だけミネラルウォーターを飲んでくれた。

「タオル、どこですか？」

「タオル？　洗面所の引き出しだ」

「洗面所……」

　そう言われてもわからない私は、寝室を出てそれらしきドアを開けてみた。

「あれ……」

　一発で洗面所を当てたものの、リビングとは違い洗濯物が溢れているのに驚いた。

　会社のデスクはきちんと片付いているから、てっきり潔けっ癖ぺきだと思っていたのに、そうでもないらしい。忙しくて、できないのかもしれないけれど。

　勝手に洗濯機を回すと、手当たり次第に引き出しを開け、タオルを取り出してリビングに向かう。

　氷があることを確認していた私は、一緒に持ってきた洗面器に氷水を作り、タオルを浸ひたした。

　寝室に戻ると、ベッドに横たわる楠さんは、苦しいのか顔をゆがめている。

「なんだあの音？」

「洗濯機に決まってるじゃないですか」

「そんなことはいいから、帰れ」

　頑固な男だ。

「帰りません！　今日は私の言うことを聞く！」

　まるで母親の様にまくしたてた。

　だけど、少しきつい言い方をしないと、言うことを聞いてくれそうにない。

「ふー」と大きな溜息をついた楠さんの額に、冷たいタオルを乗せる。

「少しおとなしくしてください。解げ熱ねつ剤ざい、ありますか？」

　目を閉じた彼は、まださほど汗をかいていない。ということは、まだ熱が上がるかもしれない。

「十年くらい前のものならあるが」

　十年って……。薬が腐るかどうか知らないけど、さすがにまずいでしょう？

「それじゃあ、この近くに、薬局ありますか？」

「あるけど、薬なんていらないぞ」

「だから、いらないじゃないです。食べるものも少し買ってきますから」

　立ち上がると、不意に腕を引かれる。

「行くな」

「えっ？」

　胸がドクンと大きく打つのはどうして？

「こんな夜にひとりで出かけるな」

　そういう、ことか。

「楠さんは自分の心配してください。早く治してくれないと、私も笹川さんも迷惑です」

　彼は意外と優しいところもある。以前、コンビニまでファックスを送りに行った時もそうだった。でも、今は却下。

　わざと突き放した言葉に観念した彼は、近くの薬局を教えてくれた。

　薬局までは、走ると五分ほどだった。

　途中、夜空にきらめく星が目に入り、「熱が下がりますように」と心の中で祈った。

　閉店ギリギリで飛び込んで、解熱剤とスポーツ飲料を手にする。

　最近の薬局は便利で助かる。食べ物も多少は売っている。

　おかゆを作るための卵とプリンも買うと、再びダッシュでマンションに帰った。

　楠さんがプリンを食べる姿なんて想像できないけど、私は熱が出た時はプリンが食べたくなる。

　もしかして、彼も食べてくれるかもしれないと思ったのだけど……。

　マンションに帰ると、冷蔵庫に買ってきたものを放り込む。そして、おかゆを作るためのご飯を炊くために、炊飯器もセットした。

　それから、そーっと寝室を覗くと、彼は暗めの電気をつけたまま寝息を立てていた。

　額に乗せたタオルが、落ちている。

　ベッドサイドまで歩み寄り、起きてしまわないよう、そっとメガネを外す。

　彼の顔をこうして間近で見ると、睫毛が長くて、ドキッとする。

　だけど、頬を真っ赤に染め、少し疲れたような顔が、痛々しい。

　会社では鋭い目を光らせているからわからなかったけど、とても優しい顔をしている。

　そんなことを考えながら、タオルを再び氷水につけ、もう一度額に乗せる。

　彼がリビングの隣の部屋から救急箱を持ってきたことを思い出し、勝手に入ると、ローボードの上に無造作に置かれているのを見つけた。

　寝室まで持ってきて、体温計を取り出す。そして、十年前のものとかいう解熱剤も発見し、新しいものと交換した。

　ワイシャツを着たままの彼は、とても窮きゅう屈くつそうだ。

　なんとか体温だけでも計りたい。だけど、このままでは難しい。

　おずおずと彼のシャツに手を伸ばし、玄関で外したボタンをもうひとつ外そうと画かく策さくする。

　無防備に眠る男の人のシャツのボタンを外すなんて、もちろん経験がない。緊張しすぎて、手が勝手に震える。

　なんとかひとつは外せたものの、もうひとつ外そうとしたところで、震える手が彼に触れてしまった。

「んー」

　突然の唸うなり声に慌てて手を引いたけれど、起きる気配はない。

「はぁー」

　よかった。

　大きな溜息が漏れた。

　もうここでやめてしまいたいほど、ドキドキしていた。だけど、体温を計らなくては。意を決してもう一度手を伸ばし、なんとか脇に体温計を挟はさむ。

　みるみるうちに上がっていく体温は、やがて三十八度五分で止まった。

「ほら、ひどい熱」

　解熱剤を飲ませ、楽にしてあげたい。

　時々顔をしかめる楠さんは、とても苦しそうだった。

　ひとり暮らしの時の病気は、本当に辛い。

　食べないと元気にならないとわかっていても、作る気にもなれないし、「辛い」と弱音を吐いても、誰かが手を差し伸べてくれる訳じゃない。

　このまま帰ってしまおうかとも思ったけど、やっぱりできない。

　ベッドにもたれかかるように座り込むと、ローボードに飾られている写真を見つけた。

「これ……」

　おそらく、楠さんの小さい頃の写真だ。

　一緒に写っているのは……お父さんだろうか。目元が似ている。

　サッカーボールを持ち、首からはメダルをかけ、誇らしげな顔をしている楠さんと、満面の笑みを浮かべるお父さんは、とても仲の良さそうな親子に見える。

「サッカーやってたんだ」

　全然知らなかった。

　この頃は、すごく穏やかな顔をしている。

　いつから、他人を寄せつけないような冷たい壁をつくるようになったのだろう。やっぱり、首切り屋なんてしているから？

　彼は普段、ニコリとも笑わず、感情を表情に出すこともない。だから、冷たく見えるのだけど、本当は、周りへの気遣いを忘れない、優しい人。

　こんなことやらせて！と腹の立つこともあるけれど、その行動に意味があることがわかると、怒りも一瞬にして消える。

　ただ、最初から教えてほしいとは思うけど。

　私を新人扱いしないのは、もしかしたらそれなりに認めてくれているのかも……。なんて、良い方に解釈するのは、間違いなのかな？

「ん」

　突然しかめっ面をして額のタオルを払いのけた彼は、なにかに怒っているようにすら見える。悪い夢でも見ているのかもしれない。

　きっと相当なストレスを感じながら仕事をしているはずだ。眠る時くらい楽にしてあげたい。

　もう一度タオルを氷水に浸し、彼の額に乗せ直したけれど、苦しげな表情は変わらない。

「楠さん、頑張って……」

　こんなに弱々しい姿を、初めて見た。

　威い厳げんある上司の顔とは違う、人間らしい一面を見てしまうと、彼の存在が途端に身近に感じる。

　はだけてしまった布団をかけ直そうとすると、彼の手に目がいく。

　それは、私よりずっと大きく、関節が太い〝男〟の手だった。

　私はためらいながらも、その手を握った。小さな頃、熱を出すたびに母の手を求めていたことを思い出したからだ。

「えっ……」

　私が手を握ると、強い力で握り返してくる。

　起きて、いるの？

　彼の顔を覗き込んだけれど、目は閉じているし、すぐに力は弱まった。無意識、だったようだ。

　驚きすぎてドキドキしている胸に手を当てながら、彼の顔をまじまじと見つめる。

　長い睫毛に薄い唇。肌も男の人にしてはきめ細かい。

　普段は近寄りがたい彼だけど、こうして身近に感じると、もっと彼のことを知ってみたくなる。

　楠さんは、私の手で安心してくれたのか、再び呼吸が整い出し、深い眠りに落ちていく。

　こんな私でも、少しは役に立てたかな？

　手を握ったまま、布団の中に入れる。

「はやく、良くなって……」

　心配で離れられずに、そのままウトウトしてしまった。




　ふと目を覚ますと、外が明るい。

　遮光カーテンが開けられていて、太陽の光が降り注いでいる。

　そして、ベッドにもたれかかるように眠っていた私には、ブランケットが掛けられていた。

「楠さん？」

　眠っていたはずの彼の姿がない。

　乱れたシーツに触れると、まだほんの少し温かかった。

　慌てて廊下に出てみると、バスルームからシャワーの音がする。

　寝室に戻り、氷水を片付けようとキッチンに行くと、楠さんが顔を出した。

　ジャージのズボンに、白いＴシャツ。見慣れない私服姿に一瞬見入ってしまう。お風呂上がりの彼は、首にタオルをかけているものの、髪からはまだ水滴がポタリポタリと落ちている。

「起きて大丈夫なんですか？　熱は？」

　顔色は、随分良くなっているように感じる。

「あぁ、まだ少しあるようだが、もう大丈夫だ」

「よかった」

　結局なにをした訳でもないけれど、ひと安心だ。

「帰ればよかったのに」

　そんな言い方、あんまりじゃない！と腹を立てたけれど、私の買ってきたスポーツ飲料を冷蔵庫から取り出して口にした彼は「悪かった、な」とつぶやいた。

「いえ……」

　彼は……本当に素直じゃない。感情表現が不器用すぎて、誤解されそうだ。

　冷たい言葉を吐きつつも、心なしか弱々しく見える楠さんは、まだ体が辛いに違いない。

　感情表現も下手だけど、誰かに頼るのも、とびきり下手だ。

「座ってください」

　私がソファをポンポンと叩くと、〝仕方ない〟というような顔をした彼は、それでも素直に座ってくれた。

「はい」

　寝室から持ってきた体温計を差し出すと、楠さんは素直に脇にはさむ。

「お前、眠れなかっただろう？」

「そんなこと、病人が気にすることじゃないですよ」

　こんな時まで気を遣わなくてもいい。この人はいつもそうなのだろうか。

　しばらくして「ピピッ」と体温計のアラームが鳴る。

「大丈夫だ」

　彼はチラリと体温を確認したのに、何度あるのか言わない。

　これは、まだ熱があるに違いないと思い、彼の手から体温計を奪うと、三十七度六分と表示されている。

　昨日よりは下がっているものの、まだ大人には辛い体温だ。

「どこが大丈夫なんですか？　まだ熱がありますね。ドライヤーどこですか？」

「ドライヤー？」

　怪け訝げんに私を見つめる彼の返事を待たずに洗面所に行き、ドライヤーを見つけてきて、彼の髪を乾かし始めた。

「いいから」

「風邪ひいてるのに、なに言ってるんですか！　今日は言うこと聞いてください」

　今日はおとなしくしてほしい。

「わかった、よ」

　観念した彼は、髪が乾くまで、素直にソファに座っていた。

　サラサラの髪に手を入れながら乾かすと、心臓が小刻みに拍動する。昨日……不意に握り返された手の感覚が残っているからかもしれない。

　がっちりとした肩幅は、普段はスーツに隠れているけれど、こうして薄いＴシャツになると、際きわ立だっている。

　恋愛経験値の低い私は、こんなことですら、胸の奥がキュンと疼うずいた。

「このくらいでいいですね。ベッドに行きますか？」

「いや、ここでいい」

　後ろを振り向き私を見上げる彼と、視線が絡まり、そらせない。

　途端に張り裂けそうなほどに心臓が動き始め、体の奥深くが熱を帯びるのを感じる。

「そ、そうだ！」

　楠さんに、こんなにドキドキさせられるとは、思ってもいなかった。

　やっとのことで視線をそらし、平静を装う。

「少しでも食べられないですか？　食べないと、元気出ないですから」

　彼から離れ、キッチンに向かう。

　今は少し、距離が欲しい。

　冷静になるために、わざとゆっくり冷蔵庫を開け、プリンを取り出す。

「これ、買ってきたんですけど」

　やっぱり、彼にプリンは似合わないと思いながら差し出すと、フッと笑い、受け取ってくれた。

「小さい頃、熱が出るとよく食べたな」

「そうなんですか？　私と一緒！」

　うれしくなって、顔が緩んだ。やっと楠さんが冷たい仮面を外してくれた気がした。

　彼は懐かしそうに目を細め、プリンを一口、口にした。

「お母さんが買ってきてくれたんですか？」

「あぁ。十年ほど前に死んじまったけどな」

「えっ……」

　触れてはいけない部分に、触れてしまったのかもしれない。

　私は激しく動どう揺ようした。でも……。

「気にするな。もう昔の話だ」

「……はい」

　彼が珍しく優しい顔で微笑むから、ホッと胸を撫で下ろした。

　楠さんはプリンを全部食べてくれた。

「おかゆ、食べられますか？」

「あぁ。あとでもらうよ」

　とりあえず、少しでも食べてくれたことに安あん堵どする。

「さ、寝ましょう」

「やらなければならないことがあるんだ」

「仕事ですか？」

　彼は、小さくうなずく。

「楠さん、私、もっと頑張りますから。楠さんのシモベでもなんでもいい。もっと役に立てるように頑張りますから、ひとりで全部しようと思わないでください。もっと笹川さんや私を使ってください」

　今までも、十分こき使われてきた。だけど、精神的な負担という意味では、楠さんがすべて被かぶってくれている。

　矢や面おもてに立つのは楠さんで、笹川さんですら彼に守られている。重要な決定は必ず楠さんが下し、それを伝えるのも楠さんのようだ。

　首切り屋イコール三課ではなく、楠さんなのだ。

「言うな」

「はい、言います。全部自分で背負うとか、楠さんって、ドＭでしょー」

「プッ」

　声をあげて笑ってくれた。今までで一番楽しそうに。

「そうだな」

　優しい笑みを浮かべた楠さんは「月曜から覚悟しろ」とメガネを少し上げる。

　そう、それ。

　彼のいつものくせが見られたことで、少し元気になったと確信した。

「それじゃあ、今日はおとなしく寝てるよ」

　よかった。素直に忠告を受け入れてもらえたようだ。

「麻田。助かった」

　寝室に向かうために、リビングのドアを開けた彼は、ボソリとつぶやく。

「おかゆ作りますね」

「悪いな」

　初めて楠さんと、血の通った会話ができた気がする。

　それだけで、ウキウキするのは、おかしいだろうか。

　彼が寝室に行ってしまうと、再びキッチンに立った。

　キッチンは、とてもきれいに掃除されている。というか……あまり使われていないようだ。

　炊きあがっていたご飯に卵を入れて、卵がゆを作り始める。

　本当はネギでもあればよかったのだけど、さすがに薬局ではそこまでそろわなかった。

　その代わりに買ってきたチューブの生しょう姜がを隠し味として入れる。たしか、咳せきやのどの痛みを和らげる効果があるはずだ。

　昔、母がそう言っていたことを思い出したのだけど、今になって、ひと手間加えてくれた母の温もりを感じる。

　とても亡くなったというお母さんの代わりにはなれないけれど、プリンを喜んでくれたように、懐かしく思ってもらえればいいな。

　彼には、もっともっと、誰かの優しさや温もりが必要な気がした。

　おかゆが出来上がると、寝室をノックする。

「できましたよ」

　もしかしたら、こっそり仕事をしているのではないかと疑っていたけれど、彼はおとなしく横になっていた。

「食べられそうですか？」

　ゆっくり起き上がり、メガネをかけた彼に尋ねると、「あぁ」と一言だけ返ってくる。

「まだ熱いですから、気をつけて。あっ、フーフーしてあげますよ」

「あのなぁ……」

　盛大な呆れ声が聞こえたけれど、構わずスプーンですくったおかゆに息を吹きかける。

「はい、あーん」

　彼の口元まで持っていったけれど、当然食べてはくれなくて……スプーンをひったくられてしまった。

　それでも、続けて何口か食べてくれる彼を見て、頬が緩む。

「どう、ですか？」

　スプーンの行方を見守っていると、喉仏が何度も上下して……あっという間になくなってしまった。

「おいしい」の一言もない彼だけど、完食してくれたことがなによりもうれしい。

「もー、おいしいなら、おいしいって言っていいんですよ？」

　冗談のつもりだった。

　だけど、私に茶碗を返した彼が、「うまかった」とつぶやくから、目を見張る。

「あっ、はい。いえ……。お粗末様でした」

　彼の素直な感情表現に驚き、調子が狂う。

　急に恥ずかしくなって、まともに彼の顔を見られないまま、立ち上がった。

「それじゃあ、帰ります。今日はゆっくりしてください。でも、辛い時は遠慮なく連絡くださいね」

「あぁ。ありがとう」

　枕元に体温計と解熱剤を置くと、妙に素直な楠さんの家を出た。

　普段はツンツンして冷たいけど……感情表現が下手だけど……時折見せる素顔に、ドキッとさせられる。

　彼の過去になにがあったのかはわからない。だけど、きっと笑い方を忘れているだけ。

　だって、寝室の写真の彼は、あんなに素敵な笑顔だったのだから。

　家に帰っても、楠さんからは連絡が来ることはなかった。

　心配になり、夜になってメールを入れると、熱が下がったと報告があった。

　そして……。

【おかゆ、うまかった】という、素直すぎる一言に、ニヤけてしまった。

　楠さんは、やっぱり冷たいだけの人ではない。

　だけど、冷酷な雰囲気でないと、リストラなんて仕事、できないのかもしれない。










冷たいの？　優しいの？




　週明けの月曜日。

　少し早めに出社すると、もう楠さんが仕事を始めていた。

「おはようございます。大丈夫ですか？」

「あぁ。もうすっかり良くなった。久しぶりにあんなに寝たしな」

　顔色もいい。風邪をひく前より、健康そうに見える。

「よかったー」

　ホッと胸を撫で下ろした。

「悪かったな」

「いえいえ」

　クールな彼から、精一杯の感謝の言葉を受け取ると、デスクについた。

「今日からの仕事だ」

　すぐに楠さんから手渡された書類には、営業部長の名前が書かれている。

「これ……」

　首切り？　しかも、部長の？

「仕事をバリバリやってくれるそうだし」

「そ、そうです。頑張ります」

　だから、リストラに関する仕事にも、係わらせてもらえるということだろうか。

「今日、終業後に面接をする。麻田は初めてだから、見ているだけでいい。とりあえず、資料の内容を頭に入れておけ」

　資料は、きっと楠さんが作ったものだろう。ここ半年ほどの出勤状況や、営業成績、そして対人関係について、事細かく書かれている。

　休みが、多い？

　有給休暇の範囲内だったけど、ここ数ヶ月の欠勤が増えている。そして、遅刻も数回。部長が指揮を執る営業部の成績はさほど悪くはないようだけど、ここ数年の伸び率を見ると、物足りないかもしれない。

　だけど、資料を読んだだけでは、リストラするほどの理由がわからなかった。

「おはようございます。楠さん、大丈夫ですか？」

　私が書類に目を落としていると、笹川さんも出社してきた。

「あぁ、心配かけて悪かったな。笹川、またつかまったのか？」

「えぇ、まぁ……」

　ふたりの会話に首をかしげていると、笹川さんが私の耳元に手をかざす。

「実は二課の村山さん、酒癖が最悪でさ。いつも二課の同期と一緒に送り届けるのが、習わしみたいになってて……」

　あの時、私に絡んできたオジサンだ。

　困ったような顔をして肩をすくめる笹川さんは、「麻田さん、お疲れ様だったね」とねぎらってくれた。

「笹川、これ頼むな」

　楠さんは私に渡した資料と同じものを、笹川さんにも渡している。その様子を見て、やっと三課の一員になれたと感じた。でも……。

「麻田。二課の新人に仕事を教えてやれ」

　ひと通り書類に目を通した頃、楠さんの指示が飛ぶ。

「でも、彼女は二課ですし」

『教えてやれ』と言うけれど、私と彼女の人事での経験値は、さほど変わらない。

「いいから。他のヤツ、忙しいんだ」

　それって、遠回しに、お前はヒマだろう？と言われているの？

　走り回っているつもりだけれど、とてもまだ一人前とは言い難く、貢こう献けん度を考えると反論できない。

　それに、清掃作業で学んだことが多かったこともあり、その知識をフル活用してなんでもやろうと決めていた私は、同期の山際さんのところに向かった。

　楠さんが『教えてやれ』と言うからには、おそらく私にもわかる仕事のはずだ。

「麻田です。一緒に仕事をするように言われたの。よろしくお願いします」

「よろしくー」

　私があいさつをすると、彼女は元気に返事をしながらも、少し眉をひそめた。

　彼女に任せられていたのは、新人の健康診断書のとりまとめ。

　特に難しい仕事ではない。要検査の人を抽出して、検査を促す書類を作り、各部署に持って行ったり、郵送したりすればいい。

　教えるもなにも、私も経験がない。

　だけど、やるべきことの指示は出ている。二課の課長は、あとは自分で考えろと突き放す楠さんより、ずっと優しい。

　彼女のパソコンを借りて、書類に添えるお知らせを作り、配布しやすいよう、部署ごとに整理するのに約三十分。

　ここまでは、なにひとつ困ることはなかった。

　ただ気になったのは、彼女は私の指示したこと以外、なにも手をつけようとしなかったことだ。

　そんな彼女の様子を楠さんが見ていたら、絶対にあの鋭い目で突き刺すに違いない。

「まずは、営業部に行きましょう」

「……うん」

　心なしか元気のない山際さんは、私のあとについてきた。

「営業部はうちの会社では一番大きな部署なの。本社では、大口の卸専門の部署だとか大型小売店専門の部署なんかもあるわ」

　そういえば、リストラ対象になっている部長は、卸専門の営業部だ。

「本社は東日本。大阪支社が西日本担当。それぞれ、各地の営業所を取りまとめてる」

　こういうことは遠藤さんに教わった。おかげで入社前に大体の部署の把握はできるようになっていた。

「麻田さん、あの……」

　営業部に入ろうとすると、山際さんは私を呼びとめる。

「なに？」

「書類、置いてきてもらえない？　私、人事ってバレるのイヤなの」

「なに言ってるの？　それじゃあ仕事できないでしょ？」

　とんでもないことを言い出す彼女に驚いた。

「麻田さん、平気なの？　麻田さんなんて、三課なんだよ。会社で一番嫌われるところじゃん」

　そんなにはっきり言わなくたって……。

「私、秘書課を希望だったの。研修だって行ったのに、ふたを開けたら人事で……。運悪すぎじゃん」

　山際さんは泣きそうな顔をしている。でも……。

「あなたが秘書課を外された理由は、なんとなくわかったわ」

　少なくとも、運ではないだろう。

「なに言ってんの？」

　首をかしげる山際さんは、どう考えても態度が良くない。

「私とあなたはいわば同期。だけど、こうしてまともに話したのは初めてだし、特に親しい訳でもない。それに、今日は私が教える立場」

「それが？」

「まず、その言葉遣いが良くない。敬語、使えない？」

　お説教できるような立場ではないことはわかっている。でも、誰かが言わなくては。

「はっ？　別に上司じゃないし、いいじゃん」

「普段から心がけてないと、とっさには使えない。それに、そのふてぶてしい態度。見ていて気持ちよくない。秘書課でもそうだったんじゃない？」

　秘書がダメだから人事というのも腑に落ちないけど、外に出る機会のある秘書よりはマシかもしれない。

「アメリカじゃ敬語なんて使わないもん」

「でもここは日本なの」

　流りゅう暢ちょうな英語を操あやつる彼女は、十年以上アメリカに住んでいたとか。

「それと、人事は嫌われる仕事かもしれない。だけど、ないと困るのよ。人事がなかったら、健康診断は誰がやるの？」

　楠さんの顔が頭に浮かぶ。

　首切り屋は、嫌われる仕事だ。それでも、誰かがやらなければならない。

　完全にふてくされ、顔をそむけた山際さんから書類を取り上げると、営業部に入った。

「人事部です。失礼します」

　顔を上げ、大きな声を出す。

　人事は必要な仕事だ。首を切るのも人事だけど、採用するのも、社員が働きやすいように配慮するのも、人事の仕事。胸を張ればいい。

　数人の新人に健康診断の結果を手渡すと、「ありがとうございます」と言われてうれしくなる。

　嫌われ者だと思っていると、こんな些さ細さいなことだってうれしいんだよ？　それでいいじゃない。

「すみません。借り上げ住宅のことでお聞きしたいことが……」

「はい。なんでしょう？」

　二課の仕事である福利厚生については、素人同然。きちんと答えられなかった私は、「あとで調べてお返事します」と営業部を出た。

『適当にごまかすな。わからないことはわからないと言えるのが、新人の特権だ』と最初に楠さんに強く言われていたことを実践した。

　私達の仕事は、誰かの人生を左右するようなこともある。だからこそ、適当にごまかすことは許されない。それが、楠さんの信念のひとつ。

　冷たい男だけど、そういうところは尊敬できる。

「山際さん。借り上げ住宅について、二課の誰かに聞いて今日中にお返事してください」

「私が？」

　また不機嫌を全開にした山際さんに、カチンと来る。同じ新人なんだけど……。

「『私が』です。あなた二課でしょう？　あなたはここに就職できたけど、落ちた人が何人もいるの。それを忘れないでくださいね」

　おそらく、普通に就活したら落ちていただろう私の本音だ。

「仕事に誇りを持って。私達人事も、ダイオー電機を支えるひとつのピースなの」

　重役から一気に落ちても、掃除という仕事に誇りを持っている遠藤さんの顔が浮かんだ。

　人事に戻ると、山際さんが渋々先輩社員にさっきの質問を尋ねている。

「おぉ。わからないことをきちんと確認するのはいいね。人事は契約が絡むから、適当なことを言ってしまうと、あとで大変なんだ」

　山際さんが褒められているのがなんとなく腑に落ちないけど、これで彼女がひとつ勉強できたならそれでいい。

「しっかり指導できたようだな」

　山際さんの様子を見て、楠さんがボソッとつぶやく。

　まるで、私の指示で彼女が確認作業をしていることがわかっているかのようだ。

「ありがとうございます」

　素直にお礼を述べたけど、なんの反応もなかった。

　でも、きちんとわかってくれる上司というのは心地いい。




　その日の午後は、まさに雑用に次ぐ雑用だった。

　楠さんに大量の書類を渡され、会社中に配り歩いた。これもどうやら二課の手伝いらしい。

　そして、あの販売促進部にも顔を出したけれど、左遷宣告されたふたりは、今日はおとなしくしていた。

「おい、人事。これ持ってけ」

「はい。お預かりします」

　自己採点シートだ。

　出さなければクビになってしまいそうな勢いだったからか、きちんと記入してある。

　それを持って人事に帰ると、書類を確認した楠さんは満足そうにうなずき、受話器を手にした。

「人事三課の楠です」

　会社名を名乗らないということは、どうも内線の様だけど……。

「吉田課長と坂上課長ですが、きちんとご自分のことが把握できているようですし、もう少し販促で頑張っていただこうと思います。引き続き、よろしくお願いします」

　話の内容からすると、電話の相手は、販売促進部の部長だろう。

　それって、左遷はなしということ？　あんなに啖たん呵か切ったのに？

　不思議に思って楠さんを見つめていると、向かいの席の笹川さんが口を開いた。

「三課は、首を切るだけが仕事じゃないんだ。時にはテコ入れして、軌道修正するのも仕事。楠さんのやり方はヒヤヒヤするけど、効果絶大」

「それじゃ、最初から？」

　最初から、左遷するつもりはなかったの？

　小さくうなずいた笹川さんに、電話を切った楠さんは首を振った。

「いや。自己評価を見て、自分の悪いところが見えていないなら飛ばすつもりだったが？」

　この人、本当に怖い。

　だけどあの時、楠さんはわざと厳しいことを言い、真しん摯しに自分と向き合うように仕向けたような気もする。

　冷たいのか優しいのかわからないけど、彼のことをもっと知りたいという衝動に駆られる。

　どれが本当の顔なの？

　ホッとしたのも束つかの間、営業部長の面接の時間がやって来た。

　終業後、人事のあるフロアの一番端にある小さな会議室で、私達は部長を待った。

　楠さんと笹川さんが隣り合って座り、完全な見習いの私は、部屋の隅に椅子を置いて座った。

　楠さんは入り口を見つめたまま微動だにしない。

　妙な緊張感の中、ドアがノックされた。

「どうぞ」

　いよいよ、リストラ面接が始まる。

　緊張のあまり、ギュッと手を握り、大きく深呼吸をした。

「失礼します」

　加か納のう部長は、五十五歳だという。髪は白髪交じりで、少し疲れたような顔。

「お呼び立てしてすみません。人事三課の楠です」

「今日は、いったいなにを？」

　三課に呼び出されることがどういうことなのか、よくわかっているのだろう。苦い顔をした部長は、楠さんに勧められて椅子に座った。

「はい。まず、部長の最近の勤務状況についてです」

「あぁ、すみません。体調が悪くてですね。もうこの歳になるとガタも来るんですよ」

　部長は、まるであらかじめ考えてあったかのように、間髪入れずに答えた。

「そうですか」

　素そっ気けない楠さんの返事に、加納部長は眉をひそめる。

「十分有給休暇内ですし、文句はありません。ですがこのペースでは、有給休暇はあっという間になくなりますね」

「それは、そうですが……」

　加納部長はここ一ヶ月だけで、有給休暇を八日も取っている。

　しかも、まとめてではない。つまり、旅行に行ったからという訳でもなさそうだ。

「どこかお悪いんですか？」

「あぁ、えっと……そうですねぇ。肝臓を少々」

　突然歯切れの悪くなった部長を見て、なんとなく嘘だと感じる。

　ここまで突っ込まれるとは、思っていなかったのだろうか。

「体調が悪いのは部長ではなく、奥様ですね」

　楠さんの言葉に、部長が唖然としている。そして、私も。

「あぁ、いや……あの……」

「奥様は入院していらっしゃるようですね。それで、部長は病院に通っていらっしゃる」

　そう、だったのか……。

「すみません。その通りです。今後は休みを少なくできるようにしますので……」

　部長は必死だ。

　ここに呼ばれたということは、リストラされる可能性が高いのだから。

「いえ、加納部長には、社史編へん纂さん室に異動していただきます」

「社史編纂室？」

　そんな部署、あっただろうか。少なくとも掃除に行った記憶はない。

「我が社は五年後に創業五十周年を迎えます。そのため、大々的に社史を作る予定です。ですから社史編纂室を開きます」

　どおりで、知らなかった訳だ。

「加納部長にはそちらの室長として勤めていただきたい。ただし、しばらくは部下をつける予定はありません」

　室長、といっても、部下がいないなんて、左遷と同じ。営業部はクビだと宣告したようなもの。

　そんなのあんまりだ。奥様が入院中では、仕方がないと思うけど……。

　部長は脱力して、椅子に体を預けた。

　戦力外通告を受けたのだ。そのダメージは計り知れない。

　言葉を失った部長を前に、楠さんは一度メガネに触れてから、口を開いた。

「社史編纂室は営業部とは違い、営業手当はつきません。ですが、定時で帰っていただいても結構です」

　部長はうなだれたままうなずく。

　左遷を受け入れるしかないと、覚悟しているようだ。

「我が社の歴史を知るために、歴代活躍された方のところに取材に行ってもかまいません。その場合、直行直帰も認めます。その時は、申請していただければＩＤを通す必要はありません」

「えっ？」

　部長はハッとして顔を上げる。顔色が変わった。

「加納部長の仕事ぶりは、私達も認めています。卸担当営業部の方々の士し気きは、どの営業部より高い」

　何度か書類を届けに行ったことがあるけれど、たしかに活気溢れるフロアだった。

「それは部長がいらっしゃるからです。部下を信じ、それでも失敗した時は必ず一緒に頭を下げに行かれる部長を、皆が信頼しているからです」

　楠さんの口から飛び出すのは、褒め言葉ばかり。左遷すると宣告しているのに、今更どうして？

「ですが、部長には今しかできないことがあると思います」

　楠さんは真っ直ぐに加納部長を見つめる。

『今しかできないこと』って……なんだろう。

「長い目で見て、素晴らしい社史ができれば、他に言うことはありません。加納部長なら、必ず良いものを作ってくださると期待しています。異動は引継ぎが済み次第、お願いします」

　楠さんは立ち上がって部長に頭を下げ、会議室を出ていく。

　あまりに一方的な通達に驚いている私は、立ち上がることすら忘れ、ただ部長の姿を見つめていた。

　納得してもらえるよう、とことん話し合うと聞いていたのに。

　笹川さんは、「こちら、辞令です」と部長に書類を渡そうとする。

　すると、部長が突然声を震わせた。

「クビも覚悟でした。それなのに……」

「奥様、大変なんですね」

「……はい」

　潤んでいた部長の目から、一気に涙が溢れる。

　どうしたというの？

「末期ガンで、長くて半年と言われています」

「えっ！」

　私が漏らした声に、部長は小さくうなずいた。

「できるだけ妻のそばにいてやりたかった。ですが、ガン治療は莫ばく大だいなお金がかかります。息子もまだ大学生です。私が仕事を辞める訳にはいかなかった」

　その時、すべてを理解した。

『直行直帰』を認めるというのは、多少の遅刻早退を認めるということだ。そうすれば病院にも通える。

　そして、『今しかできないこと』というのは、できるだけ長く奥様のそばにいてあげることなのだろう。

　企業としては甘い判断かもしれない。

　だけど、楠さんの気持ちを理解した加納部長なら、とてつもなく素晴らしい社史を作りそうだ。長い目で見れば、おそらく会社にもプラスに働く。

「一週間ほど前、会社の人がお見舞いに来てくれたと妻が言っておりました。誰にも妻のガンのことを話していなかったので不思議に思いましたが、もしかして？」

「はい。楠に言われ、私が参りました。奥様、加納部長が病院に顔を出されるのを楽しみにしているとおっしゃっていましたよ。それでは」

　私を促した笹川さんは、部長を残して部屋を出た。

　ドアが閉まった途端、むせび泣くような声が廊下にまで聞こえてきて、私まで泣きそうになる。

「笹川さん……」

「そういう、こと」

　柔らかい笑顔でうなずいた笹川さんは「さ、戻るよ」と私を促した。

　人事に戻ると、誰もいなくなったフロアで楠さんがコーヒーを口にしていた。

「楠さん、私……」

　我慢していた涙が、ポロッとこぼれた。

　この人、冷酷な仮面をかぶっているくせに、誰よりも心が温かい。

　そんな片へん鱗りんをうかがわせるような出来事は今までにもあったけど、今日で確定。

「いちいち泣いていたら仕事にならない」

　その言い方が冷たいんだってば。

　誤解されるような振る舞いを、やめればいいのに。

　楠さんとは対照的に笹川さんは私の肩をポンと叩いて、なだめてくれる。

「さてと」

　私の気持ちを持ち上げるかのように、にっこり微笑んだ笹川さんは、「飯行きません？」と私達を誘った。

「俺はいい。麻田と行って来い。お先」

　バッグに書類を突っ込んだ楠さんは、笹川さんの提案をあっさり断り、帰っていく。

「麻田さんは、行く？」

「はい！」

　笹川さんがせっかく誘ってくれたのに帰るなんて、やっぱり冷たい男なの？

　だけど、笹川さんのおすすめの居酒屋に向かう途中で、なるほどと思うようなことを耳にした。

「楠さん、わざと冷たいフリをしているんだと思う。ニコニコ笑ってできる仕事じゃないし、ああやって冷たい態度をとっていれば、くだらないゴマすりだって簡単には近寄れない。そこんとこ俺は……まだまだだ」

『フリ』か……。

　楠さんは初めて出会った時も、乱暴だったとはいえ、部屋まで連れて行って治療してくれた。それに、遠藤さんの話も、彼の温かい人柄を連想させる。

　それでも、冷たい男だと感じるのは、鋭い目を常に光らせ、笑顔を見せることがないからだ。

　だけど、それは全部『フリ』なの？

「ですけど、笹川さんみたいに朗ほがらかな人の方が、好感が持てますよ」

「あはは、ありがと。でも、付け入る隙すきもあるんだよね。時々それとなく探りを入れられてるなって感じることもあるよ」

　そんなこともあるんだ。

「麻田さん、こんなにかわいいし、特に男に狙われそう。より一層気をつけな」

「はぁ……」

　真っ直ぐに私を見つめる彼の視線に、戸惑ってしまう。

『かわいい』なんて言われた経験があまりない私は、照れくさくてうつむいた。

　第一、気をつけるといっても、どうしたらいいのかさっぱりわからない。

「ここだよ。つまみがうまいから、なんでも頼んでね」

　居酒屋の暖簾のれんをくぐった笹川さんは、引き戸を開けると、私を店内に入れてくれた。実にスマートな人だ。

　笹川さんは、常にさわやかな笑顔を絶やさず、女性への気遣いも抜かりない。

　彼こそ、女子社員に狙われそうだ。

　席に着いて乾杯すると、話が弾はずんだ。

「へぇ、麻田さんって、飲めるんだ。歓迎会の時、飲めなくて残念だったね」

　ザルという訳ではないけど、ソコソコ飲める私は、ビールを目の前にしてお預けは辛い。だけどあの時は、それどころではなかった。

「楠さん、実は飲めないんだよ」

「意外！」

　クールな彼は、お洒落なバーでウイスキーの氷をカランコロンさせているイメージなのに。

「そういえば、二課の村山さんって、そんなに酒癖悪いんですか？」

　歓迎会の時、絡んできて、しつこかったけど。

「そうそう。酔うと誰にでも絡むし、妙にスキンシップを求めるんだよ。気持ち悪いだろ？」

「あはっ」

　村山さんに抱きつかれている笹川さんを想像して、思わず吹き出す。

　仕事のあとのビールは、どうしてこんなにおいしいのだろう。笹川さんとの会話も楽しく、どのおつまみの味付けも絶妙で大満足。

「だけど、うちに麻田さんが来てくれてうれしいよ」

「そんな。山際さんの方が美人だし、男受け良さそうじゃないですか」

　こんなジャジャ馬。

　いくら山際さんの態度を〝ちょっと〟と思っても、上司の前ではそれなりにやっているようだ。私とは違い、要領がいい。

「いや。そこは麻田さんだろー。俺は断然、麻田さん派」

「えっ？　……お世辞全開ですか？」

　笹川さんのお世辞は、うれしいけれど、恥ずかしい。

「あはは」

　高らかに笑う彼は、ビールをテーブルに置くと、突然真剣な顔をして私を見つめる。

「正直で一生懸命な女の子って、魅力的だよ」

「えっ？」

　突然声のトーンを下げた彼に、ドキドキする。

　笹川さん、酔ってる？

　真っ直ぐな視線から逃れようと、目を泳がせると、彼は再びビールを口にした。

「麻田さん、ビール追加する？」

「あっ、はい……」

　笹川さんはなんでもなかったかのように、私の空いたグラスを掲かかげ、ビールを注文してくれる。

「この角煮、うまいな」

「ホントですね」

　トロトロに煮込まれた豚肉は柔らかく、口の中で溶けていく。

「俺、食い物は肉食だけど、意外と恋愛はそうでもなかったんだよな」

　突然、恋愛観について話し出した笹川さんに驚きながら、小さくうなずいてみせる。

「昔好きだった女の子がいてね。だけど、告白すらできなくて、後悔した」

　意外だった。仕事では行動力も決断力もある彼が、そんなに消極的には見えない。

「その子は、すごく頑張り屋で、些細なことに至るまで努力を忘れなくて……」

　好きだった人のことを思い出しているのだろう。彼の瞳が優しい色に変化した。

「ちょっとしたことで、感情が大きく揺れ動いて」

　きっと、素敵な片思い、だったに違いない。

「泣いたり笑ったり怒ったり……忙しい子だったけど、なんていうか……自分の信念はきちんと持っている子だったから、輝いてた」

　やって来た私のビールのグラスに、自分のグラスをカチンと合わせた笹川さんは、グイッとビールを喉へ送る。

「似てるんだよね」

「似てる？」

「フッ」と笑った彼は、「なんでもないよ」と話を切り上げてしまった。

　その先が気になったけれど、上手くいかなかった恋について、根掘り葉掘り聞く勇気はない。

「はー。ちょっと酔ったかな。しゃべりすぎだ。そろそろ送るよ」

　少しだけ頬の赤い笹川さんと一緒に、駅までの道を歩く。

「星」

「あぁ。今日はきれいに見えるね」

　夜空を見上げて思わず口にした一言に、彼は微笑んだ。

　東京は、実家の空に比べると星は少ない。街のネオンが明るすぎるからだ。

　それでも、日々緊張して仕事をしていると、こんな光景にホッとする。

　そういえば、楠さんが熱を出した時、熱が下がるようにと、祈ったこともあったな。

「明日はいい天気でしょうか」

「そうだといいね」

　ほんのり冷えた夜風が、頬を撫でていった。

　笹川さんはきちんと家まで送ってくれた。

　楠さんといい笹川さんといい、さりげなく女の子を気遣えるのは、ポイントが高い。

　笹川さんとふたりで居酒屋に行ったのは初めてだったけれど、とても楽しい時間だった。

　それにしても……。

「楠さん、お酒飲めないんだ……」

　新しい発見にニヤけながら、暗い部屋に明かりを灯す。

　完璧に見える楠さんでも、苦手なものがあるんだ。

　ちょっと弱みを握った気分。

　それにしても、今日は疲れた。人事の仕事は思っていたより、精神的に疲れる。

　嫌われるから、というだけではない。自分のすることが、誰かの運命を左右するかもしれないというプレッシャーに押しつぶされそうだ。

　まだ、たいした仕事をした訳ではないのに、先が思いやられる。

　疲れを取ろうと、いつもより熱めのお湯を張った風呂に入ると、酔いも回ったのか、ベッドに倒れ込んで眠ってしまった。










祝杯はウーロン茶で




　次の日から再び、楠さんのシモベ生活が始まった。相変わらず各部署を走り回る、雑用の嵐。

　だけど、書類を届けるたびに、同期の新人達の活躍がわかって心躍る。

　一方で、孤立して困惑している人や、上司が持て余しているようなケースもあり、適材適所というのは難しいと感じた。

　忙しいシモベ生活も、慣れると快適になってくる。

　人事の他課の雑用まで私に回す楠さんに、最初は腹を立てていたけれど、それももしかしたら経験を積ませてくれているのかもしれないと考えると、腹も立たなくなった。

　休憩の時間や残業のない日は、時々遠藤さんの手伝いに行った。もちろん、人事に掃除に来てくれた時は積極的に手伝った。

　だけど、お世話になった恩返しには、それだけでは足りない。

　それに、遠藤さんから学ぶことが、まだたくさんあると感じていた。

　その日も、いつものように地下の部屋のドアに手をかけると、中から聞き慣れた声がする。この声は……楠さんだ。

　遠藤さんが、楠さんも未だに手伝ってくれると言っていたけど……。

　ドアを開けようとすると、「麻田さん、頑張ってるでしょ」と私の話題が出て、手を引いた。

「そうですね。まぁ、まだ役に立ちませんが」

　あぁ、やっぱり。頑張っているつもりなんだけど。

「そんなこと言って。楠君が麻田さんを引っ張ってきたのは、いいところついてると思ったのよ。彼女、自分の意見をきちんと持っているし、なんだってとにかくやってみるというバイタリティにも溢れている。周りの意見に流されながら、社会になんとなく存在している最近の若い子の中じゃ、貴重な存在だと思うわ」

　思いがけない遠藤さんの褒め言葉に、口元が緩む。

「ですが……三課に連れてきたことを、少し後悔してます」

　楠さんの言葉に一瞬ドキッとする。それは……期待外れだったということ？

「どうして？」

「三課は特に、ひがみやねたみや……怒り。そういう人間の汚い部分ばかり目の当たりにしますから。麻田には辛いかもしれません」

　もしかして、私の心配をしてくれているの？　私には決してそんな素振りを見せないけれど。

「そうね。だけど、辛いのは楠君も同じでしょ」

「いえ、私には天職ですよ」

　三課の仕事が『天職』って、どういうこと？

「そんなになにもかも背負ったらダメ。あなたはあなた自身の人生を楽しめばいいのよ」

　遠藤さんは諭さとすように語る。

　なんだか聞いてはいけない話だった気がして、そのまま人事に戻った。




　その週末、出勤早々楠さんからの指示が飛ぶ。

「麻田。今日から十二階のトイレを使え」

「は？」

　トイレの指定って……。なによ、そのセクハラチックな発言は。

　しかも十二階というと、わざわざ六階も下りなければならない。

「どうしてですか？　女子トイレ、工事ですか？」

「いや違う。とにかく十二階だ。シモベは黙って指示に従え」

　仕事のことなら仕方がないにしろ、トイレまでどうして楠さんに決められなければならないの？

　無視してしまおうかと思ったけれど、なんとなく十二階に向かってしまうのは、なにか訳があるのかもしれないと思うから。

　楠さんはいつも、肝心なことは言わない。

　十二階は税務部のあるフロア。

「あっ！」

　思い出した。ここ……遠藤さんに、清掃社員は〝石〟だと教えてもらったトイレだ。あの口の悪い女がいた……。

「はぁ」

　気が重い。他のトイレでも数々の愚痴を耳にしたけれど、ここほどひどかったところはない。

　一瞬躊ちゅう躇ちょしたけれど、仕方がない。意を決してトイレに入った。

　幸い、先客は誰もいない。さっさと済ませて出ようとすると、入り口の方から足音が聞こえてきて、出るタイミングを逸してしまった。だって……。

「ざまぁ。あの女、部長に叱られてたわ」

「ちょっとやりすぎたかもよ。あの女、泣きそうな顔してたもん」

　この声、聞き覚えがある。あの時の女だ。

「それが面白いくせに」

「わかる？」

　そのまま個室に留まり、聞き耳を立てた。

　しかし、腹立たしい会話だ。

　それに、『やりすぎた』って、なにをしたのだろう。

「辞めちゃえばいいのに、あの女」

「そうね。あれ？　誰かいる」

　そこまで話したところで、私が奥の個室にいることに気がついたようだ。バタバタと出ていく音がして、気が抜けた。

　だけど、誰かが泣きそうなほど追い詰められていると耳にして、黙ってはいられない。

　トイレを飛び出すと、税務部へ向かった。

「失礼します」

　勢いで飛び込んだものの、なにか用がある訳ではない。

　どうしようと困っていると、部長の前で頭を下げている女子社員の姿が目に入った。

「なにか？」

「えっと、あの……」

　入り口近くのデスクにいたイケメン社員が私に声をかけてくれた。

　笹川さんと同じくらいの歳だろうか。サラサラの髪が印象的で、目元の小さなほくろがセクシーだ。

「あの……人事、ですが……」

　人事だからどうだというのよ。と自分に突っ込みを入れながら、なんと言おうか頭をフル回転させる。

「人事の人が誰に用かな？」

「えっと……あの……」

　もう限界。「間違えました」とかなんとか言って、出て行こうと思った。

　だけど、見覚えのある女ふたりが、部長の前で頭を下げる女子社員をチラチラ見ながらクスクス笑っている様子に、ブチッと堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れる音がした。

「あの人に用があってきました」

　名前も知らないトイレの女を指差し、ツカツカと歩み寄る。

「失礼します。人事の麻田と申します」

「はい。人事がなに？」

「失礼ですが、あの人になにをしたんですか？」

「はっ？」

　私が部長の方を指差すと、周囲の社員も仕事の手を止め、私を見つめる。

「なに言ってるの。彼女はミスをして叱られているの。私には関係ない」

　関係ない訳ないでしょう？

『ちょっとやりすぎたかもよ。あの女、泣きそうな顔してたもん』

　私はわざと大きな声を張りあげた。

「な、なに？」

「なにって、さっきトイレでそうおっしゃっていましたけど？」

　明らかに慌てた様子の女は、もうひとりに視線を送ったけれど、完全に無視されている。

　そんなものよ。あなた達に元々絆なんてもの、ないの。ただ、他人の悪口という醜い感情でつながっていただけ。

「葛くず谷たに。どういうことだ？」

　私の声を聞いた部長が、やって来た。

「いえ……」

　葛谷さんは明らかに顔色を変え、うつむいてしまう。

「安あん藤どうは、この書類を昨日のうちに送付する手配をしたと言っている。それなのに、ここにある。これがどれだけ重要な物か、わかっているな」

「はい……」

　部長は語気を強める。

「安藤は、他にも急ぎの郵便物があると言ったお前に預けたと」

　そういうことか。預かっておきながら、送らなかったんだ。

「いえ、あの……知りま、せん」

「葛谷！」

　部長の怒鳴り声で、フロアに響いていたキーボードを打つ音がピタリと止まる。

「安藤は、最後まで自分で処理しなかったことを反省している。それなのに、お前はなんだ。知らないだと？」

「す、すみません」

　部長が声を荒らげて、彼女はやっと非を認めた。

　深々と頭を下げて、反省したのだと思った。だけど、次の瞬間、顔を上げた葛谷さんは私をにらみつける。

「あなた、はめたわね。大体人事がこのフロアのトイレ使うなんて、おかしいじゃない」

「いえ、あの……突然もよおしまして。昨日食べ過ぎて……」

　苦し紛れにそう言ったけど、それではイケメンの前で〝大〟の方をしたことをわざわざ公表したのと同じだ。

　はぁ。

　恋が始まるかもしれないと、期待したのに。

　いや、もはやそんなことはどうでもいい。

　私のせいなの？　違うでしょ？

　どうしよう。我慢できない。いくら彼女が先輩でも、悪いものは悪い。

「バレなければいいんですか？」

　税務部全員の視線が集まったけど、もうこの際気にしていられない。

「葛谷さんのしていることは、子供のいじめと同じです。安藤さんのなにが気に入らないのか知りませんけど、堂々と口で言えばいい。それに……その書類の不備で会社に損害を与えたのなら、会社員として失格です」

　はぁー、すっきりした。でも……またやらかした？

　急に怖くなって部長の顔をチラッと見ると、小さくうなずいてくれてホッとする。

　他人様の部署に来て、先輩を叱るなんて、新人のくせに生意気だと言われても仕方がない。

「君の言う通りだ。葛谷、お前はしばらく雑用だけだ。責任のある仕事からは外す」

「部長、それは……」

　ガクッと肩を落とした葛谷さんは、茫ぼう然ぜんとして焦点が定まらない。

「すみません。あの……余計なことを」

　部長に慌てて頭を下げると「ありがとう」と言われて、胸を撫で下ろした。

〝終わりよければすべてよし〟という感じにはなったけど、楠さんに叱られるかもしれない。

　恐る恐る人事に戻ると、楠さんは難しい顔をしてパソコンの画面を覗き込んでいた。

「やらかしたらしいな」

　ボソッとつぶやくのはやめてほしい。面と向かって言われるより、威圧感があるから。

「すみません……」

　きっと税務から内線が入ったに違いない。

「税務部長が、いいヤツがいるなと言ってたぞ」

「えっ！」

「なんでも、突然もよおしたらしいが」

　楠さんが、十二階のトイレに行けと言ったんじゃない！

　イケメン社員に、〝もよおしたジャジャ馬〟という印象しか残らなかった……。

「もー」

　盛大な溜息をついて肩を落とすと、笹川さんがクスクス笑う。

「笹川さんまで笑わないでください」

「わかってるから、大丈夫だよ」

　そうだけど……。私だって一応女の子なのに。

「もう十二階に行かなくていいぞ」

　それはやっぱり、葛谷さんのことを耳にしたから、調査に差し出したということ？

　そりゃあ、全社員に働きやすい環境を提供するのが人事の仕事かもしれないけど、こんなやり方、やめてほしい。

　楠さんに振り回されてばかりだ。だけど……。

「飲みに行くか？」

　定時を過ぎて、ヘトヘトになっていると、楠さんが珍しく私達を誘った。

「はい。行きます！　麻田さんの仕事の成功祝いですね」

「私？」

　笹川さんはノリノリだった。

「あんなのが仕事だとは言えない。たまにはと思って誘っただけだ」

　メガネのフレームを上げながら、やっぱり冷たいセリフ。

　だけど、楠さんが誘ってくれるなんて、本当に珍しい。

　会社の近くに最近オープンした居酒屋に着くと、個室に案内された。

「麻田。メニュー」

「はいはい。でも、楠さん、飲めないんですよね」

　思わず漏らした言葉に、楠さんは目を光らせ、笹川さんをにらむ。

「笹川」

「すみません。だって、すぐにバレるでしょ」

　それもそうだ。

「笹川さん、ビールでいいですか？」

「うんうん」

「楠さんは、オレンジジュース？」

「なにっ？」

　こわっ。ちょっと冗談を言っただけなのに、そんなににらまなくたって。

「ウーロン茶だ」

　オレンジジュースもウーロン茶も、たいして変わらないじゃない。まぁ、楠さんがオレンジジュースを手にしている姿は、想像できないけれど。

「乾杯」

　笹川さんが音おん頭どを取って、三人でグラスを合わせる。

　どう見てもウーロン茶が似合わない楠さんは、相変わらず無愛想。整った顔しているくせに、笑顔を見せないのはマイナスポイントだと思う。

　もっとニコニコしていたら、女の子が放っておかないはずだ。

　だけど、笹川さんが言っていたように、付け入る隙を見せないために、わざと冷たい仮面をかぶっているのかもしれない。

　でも、このメンバーの時くらい、笑えばいいのに。

　楠さんがしゃべらないとなると、笹川さんが盛り上げ役だ。

「麻田さんって、彼氏いないの？」

「ヤダ。セクハラですよ、その質問」

「大丈夫だよ。責任者が同席してるんだから」

　なにが大丈夫なのかわからないけど、正直に「いません」と答える。

「いる訳ないだろ」

　突然口を挟んだ楠さんは、枝豆を口に放り込んだ。

「なんでですかー。わからないでしょ？　私だって、モテる……」

　自分で言っておいて情けなくなる。今までの人生、モテキなんて一度もなかった気がする。

「誰がモテたって？」

　楠さんのイジワル！

「いいじゃないですか。ほっといてください」

　男運は良くなかった。浮気されたし、貢がされたし……ロクな思い出がない。

「俺は好きだけどね。麻田さんって、裏表がない感じだし、いつも一生懸命だし」

　笹川さんの『好き』という言葉に、無駄にドキドキする。

「へぇ、それなら付き合えばいいじゃないか」

「だって。上司のお墨付きだよ。付き合っちゃおうか」

　ダメだ。こんなに甘い言葉、久しぶりすぎて心臓が止まりそう。

　だけど……笹川さんはかわいそうな私を慰めてくれただけだと、わかっているよ？

「楠さんはいないんですか？」

　反撃に出た。言われてばかりじゃ、悔しい。

「女なんて腐るほどいる」

「またー」

　楠さんの部屋に、女の影なんて少しもなかったけど？

　もしかして、不特定多数の遊び相手がいるということ？

　このマスクで甘い言葉を囁ささやかれたら、大抵の女性は落ちてしまうだろう。

　だけど、楠さんの愛の囁きなんて、想像できない。

「お前、ひとりでなに妄想してるんだ」

「いえ。なんでもないです」

　時々ツボをついた発言をする楠さんと、盛り上げ役の笹川さん。そして、いじられ役の私。

　思いのほか、楽しい時間だった。

「さて、そろそろ帰るか」

　ウーロン茶をテーブルに置いた楠さんの掛け声で、私達は店を出た。

　大通りでタクシーを拾うと、三人で乗りあわせる。

「笹川の家からだな」

「あっ、麻田さんからで……」

　気を遣ってもらったけれど、ここからだと笹川さんの家が一番近いようだ。

「お疲れ様でした」

「お疲れ」

　少し頬の赤くなった笹川さんは、楽しそうな笑顔で帰っていった。

　そして次は……楠さんの家が近い。

「麻田、住所言え」

「でも、ここからだと楠さんの家の方が近いです」

　私の家に行くと、戻ってこなければならない。

「あのなぁ。お前はモテなくても一応女なんだ」

『モテなくても』は余計だけど、気を遣ってもらえているようだ。

「ありがとうございます。〝一応女〟なんで、ありがたく」

　怒ってます。という意味を込めて、『一応女』を強調しておいた。

　でも、こういう好意は素直に受け取っておいた方がいい。

　私が住所を告げると、タクシーは再び走り出した。

　笹川さんがいなくなってしまうと、無口な楠さんとどんな会話をしたらいいのかわからなくて、私も黙ってしまった。

　だけど、車内は彼の匂いを感じられるほど狭せまい。

　タクシーが揺れ、彼との距離が近づいたり離れたりするたびに、いちいちドキドキしてしまう。

　膝の上に置かれた彼の手がどうしても視界に入り、あの時――彼が熱を出した時、強く握り返されたことを思い出すと、なぜだか胸がギューッと締めつけられるように痛む。

　この正体不明な痛みは、なに？

　笹川さんの家から十五分ほどでマンションに着くと、平然とした顔をして降り、楠さんにあいさつをするために、反対側へ回り込む。

　すると、楠さんが窓を開けた。

「ありがとうございました。お気をつけて」

　私が頭を下げると、彼はやっと口を開いた。

「麻田、よくやった」

「えっ？」

　それは……今日の税務の件？

「だが……三課が苦しくなったら、いつでも飛ばしてやる。異動希望を出せ」

「いえ、私は……」

　彼は、まだ話し終わらないうちに、窓を閉めてしまった。

　いつものようにメガネのフレームを上げた彼は、それきり私を見ることもない。

　そして、タクシーは発車した。

「いつでも飛ばしてやるって……」

　ひどい言葉にしか聞こえないけれど、その裏に隠された彼の優しさを知っている。

『ここに連れてきたこと、少し後悔してます』『麻田には辛いかもしれません』という遠藤さんと楠さんの会話を思い出していた。

　彼は本気で、私を心配してくれている。

　楠さん、すごく繊せん細さいな人なんだろうな。常に他人の心の動きを気にかけ、まるで自分のことのように悩んでいる。

　それをカモフラージュするために、冷たいことを言ってみせ、なんでもないような顔をしているだけだ。きっと。

　だけど、今日の飲み会が、私の仕事を評価してくれてのことだったとわかり、顔がほころぶ。

　まぁ、楠さんの言う通り、言いたいことを言っただけで、胸を張って〝仕事をしました〟というほどのものではないけれど。

「楠さんが飛ばすって言ったって、しがみついてやるわよ」

　なんだかんだ言ったって、三課がイヤな訳ではない。

　入社してから一層、誰かがやらなければならない仕事だと実感した。

　それに……辞めたりしたら楠さんに負けるようで、悔しい。




　週明けの月曜日。休憩時間に地下に顔を出すと、遠藤さんも一息ついていた。

「遠藤さん、こんにちは。なにか手伝えることありますか？」

「ありがとう。でも、気にしなくていいのよ。あなたはもうここの人じゃないんだし」

　いつもと変わらず、にこやかに笑う遠藤さんと言葉を交わすと、心が落ち着く。

「いいえ。遠藤さんから教えていただいたこと、すごく役立っています。それに、ここに来ると自分のホームグラウンドに帰って来たみたいで、落ち着くんです」

「面白い子ね」

　遠藤さんは「それじゃあ」と言いながら、洗剤の詰め替えを私に任せてくれた。

「スーツ、汚れるから」と言いながら自分のエプロンを貸してくれる遠藤さんの微笑みは、やっぱり私の癒いやしだ。

「ありがとうございます。そういえば、このスーツを買うのに、ここでいただいたお給料をつぎ込んだのが懐かしいです」

　まだほんの少し前のことなのに。

「そうなの？」

「はい。楠さんに、入社までにそれなりの身なりにしておけと言われて、もう半分意地でした」

　あの時は失礼な人だと怒っていたけど、身なりが大切なのは良くわかる。だらしない服装では、他人のことを注意できないし、なにより気分がシャキッとする。

「そうなの？　でも、楠君だって、最初からお洒落だった訳じゃないのよ。彼も苦学生だったから貧乏で、スーツを買うお金もあんまりなかったみたい」

　意外だった。今はどこもかしこも隙がなく、お洒落な雰囲気が漂っているのに。

　それに……苦学生だった面おも影かげなんてまったくない。

「だけど掃除を手伝ってくれるようになった彼に、最初に教えたの。一番初めにできるのは、身なりを整えること。働く姿勢を作らなければ、中身も育たないって」

　遠藤さんが教えたんだ……。

「中身さえ良ければという人もいるけど、それでは相手に対して失礼。出世していく人達は皆、それなりの服装をしているわ」

　実際に取締役だった遠藤さんが言うことには、説得力がある。きっとたくさんの人々を見てきたはずだ。

「もちろん、高いものを着なさいと言っている訳ではないの。身の丈に合ったもの、清潔なものを身につけなさいってこと。それだけで相手の見る目も違う」

　楠さんも、私と同じように遠藤さんに育てられ、今があるのだと知った。

　だけど、中身が大切なのは当然のこと。それはここでの作業でも教わった。

　掃除している遠藤さんを見下す人達に憤いきどおりも覚え、私は絶対に誰かの価値を仕事の種類で決めたりしないと強く思った。

「そういえば、楠君から聞いたわよ。税務のあの子、やっつけたらしいじゃない？」

「いえ……。ただ言いたいこと言ってしまっただけで」

「あなたらしいわね」

　クスクス笑う遠藤さんは、私の詰め替えた洗剤をカートに片付け始めた。

「新人なのに生意気だと言われても仕方がないようなことを、言ってしまったかもしれません」

　遠藤さんは作業の手を止め、私を見つめる。

「それは、生意気とは違うわ。相手が上司であれ、正しくないことは正しくないの。それを見て見ぬふりをしている会社は、潰れていくのよ。正しいことを正しいと言い続けるのはとても大切なこと」

　遠藤さんの言う通りだ。相手が誰であれ、正しいことは正しい。

　私は大きくうなずいた。

「でもね、正しいことを言い続けるのは勇気がいる。そういう人を嫌う人が少なくないから。楠君、あなたのこと心配してる」

　この間、聞いてしまった会話のことだろうか。

「楠さんは、どうして憎まれ役を引き受けているんでしょうか」

　偶然人事に配属されたからという訳ではない気がする。イヤなら、今までに他の部署に異動するチャンスもあっただろうに。

　それに、『天職』だとも言っていた。

　付き合いの長い遠藤さんなら、なにか知っている気がする。

「楠君は、正しくないことに大切なものを奪われたの。だから正義を守りたいんだと思うわ。さ、そろそろ戻りなさい」

　大切なもの？

　それ以上詳しく話そうとしない遠藤さんに、深く追及してはいけない気がして、自分の仕事に戻った。







第三章










冷たい男を笑わせろ！




『首切り屋』と言われる三課らしい仕事は、思ったほどなかった。

　首を切る方ではなく、この人にとってどの部署が適切なのかとか、どういう研修が有効的なのか考えるという仕事がほとんどだ。

　それなのに『首切り屋』と言われてしまうのは、どの人にとってもリストラがなにより怖いからだろう。

　就職活動の厳しさを、身をもって経験した私は、そこそこの歳でリストラされた人が、次に良い職にありつけるとはどうしても思えなかった。

「笹川、麻田。会議室」

　楠さんに呼ばれた私と笹川さんは、小さな会議室に移動した。

　会議室でいつものように楠さんに向かい合い、笹川さんの隣に座ると、楠さんはメガネのフレームに触れた。

「人員整理をしろという話が出ている」

　寝耳に水だ。

　隣の笹川さんの眼光が、一瞬にして鋭くなった。

　いよいよ、三課の本領発揮だろうか。

「楠さん、それは大規模なものですか？」

　さすがは笹川さん。緊張して手に汗握る私とは対照的に、少しも動じる様子がない。

「いや。今のところ業績は右肩上がりだ。しかし、いつ落ちるともしれない。使えない人材を置いておくなということだ」

　どうせ偉いさん達の命令だろう。

　あの役職がついた人達の中にも、いらない人がかなりいる。

　遠藤さんと重役のいるフロアを掃除していて、そう感じた。

　高い給料をもらいながらも、それだけ貢献しているとは言い難い人も多い。

　無駄に大きな部屋を与えられ、秘書までついて……なのに、大きな椅子にふんぞり返るだけで、仕事をしている様子のない人もいた。時には、廊下にまで聞こえるような声で、秘書と雑談を楽しんでいる人も。

「俺としては、鍛えれば使える者はそのまま残したいと思っている。だけど、それに耐えられない者には辞めてもらう」

　楠さんは、やはり根は優しい。なんでもかんでも首を切るという訳ではないのだから。

「麻田。欠勤調べの状況は？」

「はい。現在のところ、育児休暇をとっている人が数人と、自身の結婚のための長期休暇の人くらいで、頻繁に休みをとるような人もいません。特に問題はないと思いますが……」

　まさか、育休の人を切ったりはしないでしょうね……。

「そうか。それなら問題ない」

　良かった。同じ女として、それは切ない。

「笹川、気になることは？」

「楠さん、今回の対象は年齢制限などありますか？」

「いや、ない。新人も含めて、全社員だ」

　新人、も？

　まずい。私もたいして役に立ってない、かも。

「どうしたの、麻田さん」

　顔をひきつらせた私に、笹川さんが気がついた。

「あの……もしかして、私も危ないですか？」

　結構切実だ。元々正式な採用ルートを通ってきた訳ではないし。

　雑用に駆け回るだけの楠さんのシモベなんてイヤだと思っていたのに、結局シモベとしてしか、私の価値などない気もする。

「お前、話聞いてるのか？」

　楠さんが呆れた顔をして、メガネのフレームに触れる。

「一応、聞いているつもりです。これでも、頑張っている……」

「だから、鍛えれば使えるようになるかもしれないヤツは残すと言っている」

　笹川さんが私達のやり取りを見て、プッと噴き出す。

「私、セーフ？」

「あぁ。ただし、勝手に突っ走るところをなんとかしないと、先は知らん」

　セーフだって。私、まだここにいられるんだって！

「リストラするつもりの人を前に、こんな話をする訳ないだろ？」

　笹川さんがケラケラ笑いながらそう言うのを聞いて、妙に納得する。それも、そうだ。

「もういい。バカは放っておいて、本題だ」

　そんな言い方ひどい。だけど、たしかにバカかも、私。

「今回は切羽詰まってのリストラではない。ただ人数を減らせばいいという訳ではない。きちんと人材を見て、残すべきかそうでないかを判断しなければならない」

　そんなこと、私には到底できそうもない。

「麻田。お前には期待してないから、心配するな。笹川、頼むぞ。まずはピックアップからだ」

「はい」

　笹川さんは私より三年早く入社しているだけなのに、なんだろう、この違いは。

　楠さんも笹川さんも、こういう時のために常にさまざまな課の状況に目を配り、必要とあらばさりげなく調査をしている。もう目ぼしい人が頭に浮かんでいるのかもしれない。

　なにをしたらいいのかわからないけど、とりあえず今まで通り、楠さんに言われたことをこなすことからだ。

　楠さんが立ち上がったのに合わせて、私も人事に戻ろうとすると「麻田」と呼ばれて立ち止まる。

「これからの仕事は、それなりに精神的苦痛が伴う。無理なら無理と言え。まだ新人だ。外してやる」

　楠さん、そんなに心配してくれているんだ。

「いえ。私も三課の一員です。手伝わせてください」

　私も、正義は勝つと信じたい。正しいことは正しいと言い続けたい。頑張っている人はきちんと評価する楠さんの姿勢を見習いたい。

「頑固だな」

「楠さんのシモベですから」

「フッ」

　一瞬、今まで見せたことのないような優しい顔で笑った彼は、会議室を出て行った。

　それから、笹川さんの顔つきが変わった。優しい雰囲気だったのに、鋭い目つきになったのだ。

　もしかしたら、よく観察していなければわからない程度の違いだったのかもしれない。だけど、私にはそう見えた。

　楠さんは……相変わらず冷たい表情で、なにも変わらない。

　ふたりはどういう基準でリストラをするのだろう。私にはさっぱりわからない。

　鍛えれば使えそうかどうかなんて、近くで働きぶりを見ていなければわからない。

「麻田、トイレ行ってこい」

「は？」

　別に今、行きたくないんですけど……と思ったけれど、おそらくなにかしらの情報を仕入れてこいということだろう。

　女はトイレで余計な話をすると、よくわかっているわ、楠さん。税務の葛谷さんの時と同じだ。

「今日は何階をご希望でしょう……」

　楠さんに尋ねると、メガネのフレームを少しだけ持ち上げた彼は、「何階でも何度でも行ってこい」とつぶやいた。

『何階でも何度でも』って……。これではまるでスパイだ。

　私が人事に所属していることは、まだあまり知られてはいない。

　色々な課に顔は出すけど、おそらく〝あの人誰だっけ？〟という程度の認識しかないだろう。

　それは好都合だけど、それを逆手にとってスパイするというのは、なんとなく気がひける。

　だけど、他になにかできる訳でもない私は、トイレを網もう羅らするつもりで人事を飛び出した。

　とはいえ、いくつかのフロアを回ってみたものの、タイミングよく欲しい情報が得られるなんて、なかなかあることではない。

　個室にこもりながら、もしかして、これ、ずっとやるの？と不安になった頃、ようやく噂話を耳にした。

「ねぇ、知ってる？　首切り屋が動き出したらしいよ」

「そうなの!?」

　あれ……リストラの件が漏れている？

「おとなしくしてなくちゃね。なんでも一度目をつけられたら、徹底的に調べられちゃうらしいよ。過去に何人も、経費の個人使用がバレて、切られてるし」

「怖いわね。とにかく頑張って働かなきゃ」

　そのあと、声は遠ざかっていった。

　人事に戻ってリストラの件が漏れていることを楠さんに耳打ちすると「漏らしたからな」と平然とした顔。

　えぇっ、そうなの？　こういうことって、内緒で進めるものじゃないの？

「お前の役目は終わり」

「終わり？」

「話が広がっていることがわかればいい」

　どういうことだろう……。

　首をかしげていると、笹川さんが私を手招きする。

「リストラがあるとわかった時点で、必死に頑張り始める人はいいんだよ。問題はそうじゃない人。今までの不正をもみ消そうと動き出す人が現れるんだ」

　私に耳打ちした笹川さんは、デスクの上の書類を指差した。

　そこには、営業部の人の名前が書いてある。この人が、そうじゃない人、なの？

　笹川さんに視線を合わせながら、確認する意味で書類を指差すと、彼はコクンとうなずいた。

　もう、始まっているんだ……。

「笹川。悪いが、大阪支社に飛んでくれないか？」

　私達が話していると、楠さんが口を挟んだ。

「それはまた急ですね。なにか？」

「新人がトラブッてるみたいなんだ。新人ということで一課が対処していたんだが、どうもその上司の方の評判も良くないらしくてな」

　大阪支社は、ここ東京本社よりずっと規模は小さいけれど、重要な拠点だ。

「噂だけで処分するつもりはない」

「わかりました。すぐに飛びます」

　すぐに？　これから？

　笹川さんの行動力には驚くばかりだ。

「悪いな。とりあえず一泊の申請は出しておく。これは俺が対処する」

　楠さんはさっき私が指差した書類を、笹川さんのデスクから持って行った。

　このふたりを見ていると、自分の力のなさを思い知らされる。トイレに行っているだけだもの。

「はぁ」

　思わず溜息を漏らすと、楠さんが口を開いた。

「お前に『クビだ』と言われて、『はいそうですか』と言うやつがどこにいる。笹川だってずっと下積みしてきて、やっと言葉に重みが出てきたんだ」

　そう言われると、その通りだ。

　きっと楠さんも、そういう道をたどってきたのだろう。

　遠藤さんが、楠さんは苦学生だったと言っていたし、辛いこともあったのかもしれない。それでも真面目に働き、実績を積み上げて、今がある。

　努力をすっ飛ばして、人格者になれる訳がない。

「一回目の面接をする。今日の就業後だ」

　楠さんはさっきの書類をチラッと私に見せた。

　そんなに早く？

　まだ心の準備が整っていなかったけれど、これも仕事だ。私は気合を入れ直した。




　営業部、小売店担当の飯いい田ださんは、約束の時間を少し遅れてやって来た。

「失礼します。なにか私に？」

　小さな会議室に三人。私はまた端に座って様子を見ているだけだ。

「どうぞ、お座りください」

　飯田さんは険しい顔をしている。

　三課に呼ばれるのは、気分のいいことではない。

「早速ですが……飯田さんの、ここ一年の社用車の利用状況について調べさせていただきました」

「社用車？」

「そうです」

　事前に見せてもらった資料には、飯田さんが使っている社用車の走行距離とガソリン代が書かれていた。

「ここに営業日誌があります」

　楠さんが営業日誌を掲げると、飯田さんの顔色が変わった。

「たとえば……五月十三日。行かれた営業先を最短距離で結んでも、二十八キロほどです。ですが、こちら」

　楠さんは、走行距離が書かれている資料を飯田さんに提示し、一カ所を指差した。

「たった十キロほどですね」

　それって……実際は行っていないということ？

「それはきっと、書き間違えたんだ」

「そうですか。そんな日が月に半分ほどあるのですが」

　そう指摘された飯田さんは、黙り込んでしまった。

「私も、それなりに実績を残している方なら、少々の息抜きなど目をつぶります。ですが、飯田さんはここ数年、一度もノルマを達成されていない」

「それは、ノルマが高すぎるんだ」

　飯田さんが反論に出た。

「それについても確認しました。市場の動向から見ても、無謀なノルマではありません。実際、一部の担当先を飯田さんから引き継いだ新人が、倍の実績を上げています」

　飯田さんは唇を噛みしめ、楠さんを見つめる。

　感情の波もなく淡々と話す楠さんとは対照的に、飯田さんは顔を真っ赤にして震え出した。

「あんた達になにがわかるんだ。人の粗探しして、クビをちらつかせて……。楽しくて仕方がないだろうよ」

　そんな……。

　楠さんは平気でリストラをしている訳ではない。

「俺がクビになったら、まだ小学生の息子はどうなるんだ。あんた達のせいで、息子の将来は……」

　そんなの八つ当たりだ。

　聞いていられなくなった私は、思わず立ち上がった。だけど、なにも言えなかったのは、楠さんが私を手で制したからだ。

「今日はここまでにしましょう。本日のことを踏まえて、もう一度これからについて良くお考えください。また改めて……」

　飯田さんは楠さんが話し終わる前に立ち上がると、ドアを思いっきり閉めて出て行った。

「ふー」

　楠さんはメガネを外して天を仰ぐ。

　彼がそんな風に溜息を漏らすのを初めて見た。

　飯田さんの勤務態度が良くないとはいえ、罪のない息子の将来のことまで言い出され、平気ではいられないだろう。

　だけど、リストラとはそういうもの。対象者の家族の未来がどうなっても、非情にクビを宣告しなければならない。

　やはり辛い仕事だ。

「麻田」

「はい」

　彼は私に視線を合わせることなく、口を開く。

「俺達の仕事は、誰かの人生を左右する。それが悪い方に向かうことの方が多い。だから……」

「大丈夫です」

　本当は、ちっとも大丈夫なんかじゃない。誰かの人生の分岐点を自分が作るなんて、恐ろしくてたまらない。

　それでも、楠さんや笹川さんの姿を見ていると、踏ん張りたいと強く思う。

　これからもっと辛いことが待っているかもしれない。だけど、楠さんの痛みを少しでも引き受けることができたら……。

　そう考えるのは、目の前の彼が、打ちのめされているように見えるからかもしれない。

　珍しく目が泳ぎ、鋭い眼光も鳴りをひそめている。

　こんな表情もするのだと、驚いたくらいだ。

「わかった。さて、帰るか」

「はい。飲みに行きましょう」

　このまま彼をひとりにしたくない。

「なに言ってんだ。俺は飲めないって言っただろ」

「いいですから、付き合ってくださいよ」

　私は彼を無理矢理居酒屋へ引っ張った。

　以前笹川さんとふたりで行った居酒屋に飛び込み、カウンターに座ると、迷惑そうな顔をしていた楠さんも諦めたようだ。

「私はビールで。楠さんはウーロン……ハイ」

「おい、勝手に頼むな。ウーロン茶だ」

「たまにはいいじゃないですか。ウーロンハイで！」

　呆れ顔で私を見ている楠さんは、それでも少し笑った気がした。

「乾杯！」

　ノリの悪い楠さんのグラスに勝手に自分のグラスをカチンと合わせると、ビールをグビッと喉に送る。

「ほら、飲んでくださいよ」

「まったく……」

　そうは言いながらも、ウーロンハイを一口飲んでいる。

「楠さん」

「なんだ」

「どうして、ずっと人事にいるんですか？」

　ずっと聞きたかったことを、単刀直入に聞いてみた。

「他に行くところがないからだろ」

　嘘ばっかり。三課は、そんな理由で踏ん張れるような部署ではない。

「私、楠さんのシモベなんてすぐに脱却してやると思ってたんですけど、シモベも悪くないかなと思ってるんですよね。最近、楠さんのこと、ちょっと尊敬してきたし」

「なんの告白だよ」

　楠さんはウーロンハイを手にしたまま、フッと鼻で笑う。

「本当は、人事にいたい訳があるんじゃないですか？」

「どうだろうな」

　言葉を濁す彼は、なんとなく寂しげに見えた。

「どうしてそんなに秘密主義なんですか？」

　最初にやって来たアスパラベーコンを箸でつかみながら尋ねると、楠さんは再びウーロンハイを口にした。

「そもそも、なんでお前に秘密を明かさないといけないんだ」

　ごもっとも。

　流れで話してくれるのでは？と思ったけれど、この人は、絶対に羽目を外さないタイプのようだ。

「だって、その方が仲良くなれますよ」

「あのなぁ」

　彼はメガネを外してテーブルに置いた。

　メガネを外すと、雰囲気が柔らかくなる。

　彼の心の扉が、ひとつ開いた気がした。

「お前と仲良くなると、メリットがあるのか？」

「あります、あります。このかわいい唇でチューしてあげます」

「かわいいとか、自分で言うな」

　そうは言いつつも、顔が緩んだ楠さんを見て、うれしくなる。

　やっと、会社の顔からプライベートな顔に変わった。

　せめて、今だけでいい。熱を出した夜、苦しさに顔をゆがめていたように、思ったことや感じたことをそのまま出してほしい。

　心を緩める時間がないと、リストラの仕事は辛すぎる。

「楠さん、休みの日はなにしてるんですか？」

「別に、なにも」

「あれ？　腐るほど女がいるのに？」

　楠さんは白身のお刺身が好きらしい。

「お前よりは忙しいな」

　彼は刺身を食べ、再びウーロンハイを口にしている。少しは飲めるようだ。

「今度一緒に遊びましょうよ」

「だから、メリットは？」

「だーかーら、チュー」

　彼が、控えめながらも楽しそうに笑うと、うれしくてたまらない。

　いつの間にか、楠さんを笑わせることで頭がいっぱいになっていた。

　飯田さんが出て行ったあとの苦々しい顔。あれが楠さんの本当の姿なのだろう。

　ただ冷たい顔をして、淡々とクビを宣告している訳ではない。

　自分からはあまり話してくれない彼だけど、少しずつ私の会話に反応してくれるのが楽しくて、ビールが進む。

　まずい。調子乗って、少し酔ってしまったようだ。酔いすぎると泣く面倒な女なのよ、私。

　楠さんを笑わせたいのに、今は泣きたくなんかない。

「そろそろ帰るか」

　いつの間にかウーロンハイを飲み干している楠さんは、飲めないと言うわりには全然酔っているように見えない。

「今日は私が誘ったから、おごっちゃいます」

「部下におごらせる趣味はない」

　私の手から伝票をスルッと奪った彼は、さっさと会計に向かう。

　楠さんの後ろ姿を見ていると、泣きそうになる。

　どうしてそんなに頑張っているの？

　もしかしたらこの人は、自分がクビを切った人達の人生までも背負っているのではないかと思う。クビになった人達に非があったとしても、だ。

　非情な顔をして、冷静に面接をしているくせして、リストラされた人の将来が、明るくはないことをきちんと理解している。そして、そのことに少なからず心を痛めている。

　そうでなければ、知恵を絞って配置換えなんてしない。使えない人はドンドン切ればいい。

　店を出ると、楠さんが駅に向かって歩き出す。私も慌ててついていったけど……。

「どうした？」

「いえ……」

　ダメだ。やっぱり酔ってる。

　溢れ出した涙が止まらなくなってしまった。

「泣いてるじゃないか」

　慌てて顔をそむけたけれど、ばっちり見られてしまったようだ。

「だって……楠さん、辛そうなんだもん」

　手で涙を拭ぬぐい、鼻をすすると、楠さんがメガネの下の目を丸くして驚いている。

「麻田、お前……」

「ひとりで我慢しないでください。私だって話を聞くことくらいできます」

　本当はなにもできない。私なんかには、なにも。

「言うな。お前」

　彼のお決まりのセリフ。

　だけど、今までで一番優しく笑った彼は、「ありがとな」とつぶやく。

　そして、長い手を伸ばして、私の頬に伝う涙をそっと拭ってくれる。

「俺のために、泣くな」

　少しだけ口角を上げ微笑んだ彼は、反対の頬にも手を伸ばす。

　お酒が入っているせいか、ポカポカと温かい彼の手が、感情の高ぶりすぎた私を、落ち着かせてくれる。

「泣くな、麻田」

「……はい」

　ゆっくり離れていく彼の手を、寂しいと感じるのは、なぜ？

　それでも、背の高い彼を見上げて微笑んでみせると、彼はまるで、それでいいと言わんばかりに、小さくうなずいてくれた。

　彼の人間らしい一面に触れるたび、私の胸は高鳴る。自分では制せい御ぎょできないほどに。

　楠さんと一緒に電車に乗り込むと、冷静さを取り戻した。

　もしかしたら、とんでもなく偉そうなことを、言ってしまったかもしれない。

　だけど、彼は優しかった。

　しばらく黙ったまま座っていると、電車の揺れに合わせて、隣に座る彼の肩が触れる。

　そのたびに「トクン」と音を立てる鼓動が、彼に聞こえていないか心配になる。

　やがて、私の家の最寄駅に着くと、彼はためらうことなく一緒に下車した。

　私を送ってくれるはずなのに、駅のホームを、長い足でスタスタと歩いて行ってしまう彼に小走りで駆け寄る。

「ちょっと、待ってください」

「俺……必死なのかもしれないな」

「えっ？」

　やっと追いついたと思ったら、楠さんが妙なことを言い出した。

「自分の人生を、正当化したいだけなんだろうな」

　どういう、意味？

　彼は歩くスピードを緩めることも、私に視線を合わせることもしない。

　まるでひとり言のようだったけれど、彼がやっと本音を口にしたような気がして、うれしかった。

「私だって必死です。早くシモベを卒業したいし」

　彼の言葉の真意はわからないけれど、これ以上は聞かない方がいい気がする。いや、聞いても言わないだろう。

「それは無理な話だ」

「どうしてですか！」

　クククと声をあげて笑う楠さんの姿を見て、笑みがこぼれる。

　それから家までの十五分。私達はなにも話さなかった。

　けれど、心と心がほんの少しつながり合えた気がして、沈黙もまったく苦ではなかった。

「シモベ。明日遅刻するなよ」

「はい、頑張ります。おやすみなさい」

　エントランスまで送ってくれた楠さんに頭を下げると、彼はやっと私に視線を合わせた。

「お前のおかげで、頑張れそうだ」

「えっ？」

「それじゃ」

　今、『お前のおかげで』と聞こえた気がするんだけど……。

　あの楠さんにそんなことを言われるなんて、思ってもみなかった。










首切りはポリシーをもって




「おはようございます！」

　次の日も張り切って出社した。

　後味の悪い面接のあとだけど、私も楠さんと話せて、気持ちを一新できた。

「おはよう」

　楠さんは相変わらずメガネの下の目を鋭く光らせていて、冷たい雰囲気を漂わせてはいるけれど、それだけではないと知っている。

　シモベの仕事は、朝の掃除から。

　誰に言われた訳ではないけど、きれいなデスクの方が、気持ちがシャキッとする。

「はい。書類どけてくださいよ」

　大阪に出張中でいない笹川さんのデスクも片付け、元々きれいに整っている楠さんのデスクも拭くと、二課のデスクも拭き始めた。

　二課の掃除が終わりかけた頃、山際さんが出社してきて、「私がやります」とフキンを奪っていく。

「そう。お願い」

　珍しいと思っていると、すぐに部長も出勤してきた。

「おぉ、山際君、いつもありがとう」

「いえ、とんでもないです」

　いつも？

　いつも、は私なんですが……。

　複雑な思いを胸に自分のデスクに戻ると、楠さんが顔を伏せて笑っているように見える。

「要領悪いな、お前」

「違いますよ。彼女がいいんです」

　口を尖とががらせて反論したけど、楠さんが会社でも笑顔を見せてくれたことにほくそ笑む。

　それに……部長にはわからなくても、楠さんがきちんと見ていてくれる。それでいい。

「それより、笹川さんは、今日戻られますか？」

「あぁ、その件だが……」

　楠さんが人事の入り口を指差す。外に出ろということだろう。

　彼について人事を出ると、いつも使う会議室に入った。

　先に入った楠さんは、いつもの位置に座ると、デスクの上で両手を組む。

　昨日あの手が、頬に触れたことを思い出し、頬を赤らめた。

「大阪の件だが、どうも新人の指導係のセクハラがあるようなんだ」

「えっ！」

「声がでかい」

　だって、セクハラなんて……女の敵だもの。

「その指導係は、解雇の予定だ」

「解雇……」

「犯罪は許さない」

　楠さんの毅き然ぜんとした態度に、うなずいた。

　正義を守りたい。まさにそのものだ。

「あとは笹川に任せてみようと思う」

　きっと笹川さんならできる。

　私は大きくうなずいた。

　笹川さんの帰りは、夕方になった。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　少し疲れた様子の彼は、すぐに楠さんに報告を入れる。

「笹川、お疲れ」

「お疲れ様です。解雇を伝えてきました。本人は納得いかないと言っていましたが、現行犯でしたから」

「現行犯？」

　笹川さんの声が耳に入った私は、思わず声をあげてしまった。

　すると、笹川さんが私を手招きして呼んでくれる。

「色々噂は聞こえてきていましたから、支社の中をウロウロしてみたんです。そうしたら見てしまいました。イヤがる新人女子社員をしつこく飲みに誘って、〝君のクビなんていつでも切れるんだよ〟って」

「それって、パワハラですよね」

　思わずそう尋ねると、笹川さんはうなずいた。

「そう。セクハラにパワハラ」

　そんなバカな人、本当にいるんだと呆れる。

　他人にクビをちらつかせておいて、自分のクビが飛ぶなんて、かっこ悪いにもほどがある。

「逆ギレされましたけどね。人事の身分を隠して調査するなんて、人権侵害だとかなんとか」

「言わせておけばいい」

　その通り。そもそも、セクハラやパワハラは人権侵害ではないのだろうか。

　だけど、一瞬楠さんが苦い顔をする。まるで笹川さんがそう言われた時の痛みを、自分も感じているかのように。

　いくら自業自得とはいえ、指導係の人生を大きく変えるきっかけを作ったのだ。もしかしたら、一生恨まれるかもしれない。

　それでも、正しいことを貫くのが私達の仕事なのだと、改めて感じた。

　それが、私が三課に来てから初めて経験した、解雇決定だった。




　それから数日。

　楠さんと笹川さんは相変わらず裏でなにやら調査しているようだったけれど、私は、雑用のオンパレードだった。

「麻田、先に飯いいぞ」

　午前中の仕事がひと段落すると、まだパソコンとにらめっこしている楠さんに促され、社内の食堂に向かった。

　外に食べに行くこともあるけれど、社内食堂は安いしボリュームもあって、人気がある。

　今日のＡランチはミックスフライ。

　迷わずＡランチを注文しトレイに乗せると、端の方の空いている席に着いた。

　隣のテーブルでは、もう食事の終わった女子社員が数人、コーヒーを飲んでいる。

　どこかで見た顔だけど、思い出せない。

　楠さんや笹川さんは、おそらくどの部署の人かすぐわかるだろう。私はまだまだ。

　大好きなカレーコロッケに箸を入れると、その集団から「人事」という言葉が聞こえてきた。

「人事の新人、知ってる？　女の子」

「うん。噂だけはね。ふたりいるんでしょ？」

「そう。ひとりはいたって普通らしいんだけど、三課にいる方の子、性格最悪らしいよ」

　あれ？　私、のこと？

　おそらく彼女達は、私がその本人だということを知らないのだろう。会話はそのあとも続いた。

「そうなの？　どうして？」

「どうも他人の粗探しして、上司にチクッて喜んでるんだって。それに、三課の権力を振りかざして、新人のくせに偉そうなこと言ってるって。何様よ」

　チクッてなんて、ない。

　たしかに、良くない噂が本当かどうか、自分の目で確かめには行くけれど、粗探しとは違う。

「最低。でもどうして知ったの？」

「うちの新人が二課の新人と友達らしくて、その子が言ってたらしいよ」

『二課の新人』って、山際さんのことだ。

　最初に私が注意したことを、根に持っているのだろうか。

　女の井い戸ど端ばた会議は、必ずしも本当のことが語られてはいないことを、今までの経験上知っている。

　だから私は、そういうことにはあまり首を突っ込まないようにしてきた。

　だけど、こうして自分の悪口を耳にしてしまうのは辛い。

　そのあともクスクス笑いながら、どんどん話を大きくされるのを聞いて、大好きなコロッケを一口も食べられなかった。

　どうしてそんな適当なこと、言うの？

　楠さんも笹川さんも、できるだけ解雇という事態にならないように、日々動いているのに。

　立ち上がって他の席に移ればよかったのかもしれない。だけど、それもできないほど、激しく動揺していた。

「三課がなにか？」

　聞き慣れた声がして顔を上げると、その集団に楠さんが話しかけている。

「あっ、いえ……」

「うちの新人は優秀ですが？　少なくともあなた達のように、くだらない噂に振り回されたりはしません」

　相変わらず無表情の楠さんだけど、メガネの下の目が鋭い。

「すみません。失礼します」

　その人達は彼に反論できず、慌てて立ち去った。

「シモベ、飯食ってないじゃないか」

　楠さんは溜息をつきながら、向かいの席に座る。

「……はい」

　食べられるような気分ではない。喉を通らないというのは、こういうことを言うのだろう。

　こんなことくらいで動揺するなんて、情けない。

　そう自分を奮い立たせようとしたけど、簡単にはいかない。

　他人の人生を左右するような仕事をしていれば、こういうことだってきっとあるのに。

　だから楠さんは、イヤなら他の部へ異動希望を出せと言ってくれたのだろう。

「まだ時間あるな」

「なんのですか？」

「昼休憩」

　時計を見ると、休憩はまだ三十分ほどある。

「外に出るか」

「でも、食べてないですし」

「食えないくせに」

　少し意地悪な言葉には、優しさが詰まっていた。

　素直にコクンとうなずいた私は、彼と一緒に社外に出た。

　会社の裏には、小さな公園がある。

　片隅にあるベンチに座ると、楠さんが自動販売機でコーヒーを買ってきてくれる。

「ありがとうございます」

　彼は私の隣に座ると、コーヒーのプルトップに手をかける。

「あーぁ、コロッケ食べそこねちゃった」

　精一杯の強がりだった。

「あれくらい、今度おごってやる」

「ホントですか？　やったー。ランチゲット」

　思いきりはしゃいでみせた。そうでないと泣きそうだったから。

「お前が言ったんだぞ」

「なにを、ですか？」

「ひとりで我慢するな。話を聞くくらいできるって」

　どうしてこの人は、このタイミングでそんなに優しいことを言うのかな。いつも冷たく突き放すくせして。

「あの……」

　言葉が続かない。酔ってないのに、泣きたくない。

「くそー！」

「なんだよ、突然」

　天を仰いで声をあげると、楠さんが驚いている。

「もっと強くなりたーい」

「この歳で、青春ドラマか」

　ムカつくくらい晴れ渡った空には、雲ひとつない。

　鼻で笑った楠さんは、コーヒーを口にしてから、同じように天を仰ぐ。

「まぶしすぎるな」

「えっ？」

　楠さんに視線を移すと、彼は空を見上げたまま再び口を開く。

「まぶしいところは慣れてない」

「それじゃあ、カビが生えますよ？」

　ほんの冗談のつもりだったけど……。

「そうだな。ずっと三課に引きこもっているからな」

　三課は、いわば陰の存在だ。

　ホントは……皆が働きやすいように動きまわっているけれど、実際に注目されるのは首切りの時だけ。とてつもなく、ダークな課。

「お前を引っ張ってきたこと、ずっと後悔してた。麻田にとっては辛い仕事だったかもしれないと」

　彼が、今度はブランコに乗る子供に視線を移した。

「あんなに無邪気には笑えない場所だしな」

　楠さんが少し悲しげに見える。

「なに言ってるんですか。正式ルートでは就職できなかったんでしょ？　もしもここにいなかったら、今頃田舎に帰ってたんです。だから、私は後悔してないです」

　たしかにさっきの出来事はショックだった。だけど、それ以上に三課では学んだことがある。

「俺の目は正しかったらしいな」

　彼はメガネのフレームに触れる。いつもの癖だ。

「恐ろしく、前向きな女だ」

「恐ろしいってなんですか！」

　褒められているんだか、けなされているんだか……。

　だけど、私は負けない。三課で働くと、自分で決めたのだから。

　きっと楠さんも笹川さんも通ってきた道。

「今度の休み、遊ぶ相手がいないんだったら、遊んでやる」

「遊ぶって……子供の約束ですか？」

「お前がそう言ったんだ」

　私が茶化すと、少し不機嫌になった彼は、飲み終わったコーヒーの缶をごみ箱に放り投げた。

「やったー。ランチバイキング行きましょうよ。ランチ、おごってくれるんですよね」

「調子に乗るな。あのランチは四百五十円だろ」

「気にしない」

　楠さんとの約束に、ワクワクした。

　この人は、知れば知るほど魅力的な人だ。もっと素の彼を見てみたい。

　食堂であんなにへこんだのに、楠さんと話しているうちに元気が出た。

　前向きだけが取り柄だもの。頑張らなきゃ。

　それに……楠さんに『うちの新人は優秀ですが』と言ってもらえた。

　もしかしたら、〝口からでまかせ〟だったのかもしれないけれど、前向きに生きるには、良い方に考えないと。

　シモベはシモベなりに頑張って、少しでも楠さんと笹川さんをサポートできればいい。

　楠さんと一緒に人事に戻ると、私の前を山際さんが横切った。

　この人……。一言文句を言ってやりたい。

　だけど、私より先に口を開いたのは楠さんだった。

「山際」

「はい。なんでしょう？」

「人事の仕事は、嘘を広めることではない」

　楠さんの冷たい言葉に、彼女は一瞬ひるんだ。でも、すぐに彼女は、「もちろんです」と満面の笑み。こういうのを、裏表があると言うのだろう。

　だけど、彼女の変身ぶりに、もうどうでも良くなった。私の価値は、この人の言葉くらいで左右されないと思えたから。

「楠さん、仕事しましょう。異動希望の調査の件ですが……」

「あぁ、どれくらい集まってる？」

　私は雑念を払い、仕事に没頭することにした。




　営業部の飯田さんの面接は、数日後に二回目が行われた。

　約束の十八時になっても飯田さんは現れず、営業部に用があるフリをして所在を確かめに行くと、まだ外回りから帰っていなかった。

「今日はやめますか？」

　笹川さんが楠さんに尋ねると、首を横にふる。

　それから私達三人は、なかなか開かないドアを見つめて、一時間ほど待った。実に、重苦しい雰囲気だった。

　それぞれが飯田さんに関する資料に何度も目を通し、一言も発せず、ひたすら到着を待つ。

　誰も首切りをしたい訳ではない。

　だけど、もしかしたら今日、解雇が決定するかもしれない。

　そんな危うい雰囲気に、息が詰まりそうだった。

「遅くなりました」

　突然ドアが開いて、汗びっしょりの飯田さんが飛び込んできた。

「お待ちしておりました」

　楠さんは、飯田さんが遅れたことについて一言もとがめず、椅子を勧める。前回、暴言を吐かれたのにもかかわらず、冷静そのものだった。

　それに、飯田さんの方も、ふてくされたような顔で、楠さんをにらんでいた前回とは様子が違う。

「早速ですが、お話の続きです。私としましては、飯田さんに納得していただきたい」

　楠さんが一方的にクビを宣告するのではなく、こうして面接の時間を持つのは、大切なことだからきちんと話し合い、納得してもらいたいという気持ちも強い。

　会社の都合のリストラでは、退職金の上乗せについて話すこともあれば、退職に「うん」と言わない人を、精神的に追い詰めるなどの手法をとることもあると聞いたことがあるけれど、それとはまったく違った。

「今日、遅れたのは……」

　飯田さんは、楠さんの質問に対する答えとは別のことを話し出した。

「ひとつ大口の契約を取りつけてきたからです」

　えっ？

　リストラだと言われている飯田さんが、契約？

「そうですか。それは、お疲れ様でした」

　楠さんがねぎらいの言葉をかけると、飯田さんは突然椅子から立ち上がって深く頭を下げる。

　なにが起こっているの？

「これで今期のノルマを達成しました」

　顔を上げた飯田さんは、真剣な顔で話を続ける。

「前回、リストラの話を聞いてから、よく考えました。どこか慢心していました。新人の頃のがむしゃらに頑張ろうという気持ちがいつの間にか消え、ただなんとなく営業をしているような姿勢さえ見せていればいいと。それでも、給料は入ってきましたから」

　飯田さんは一度大きく息を吸い込んだ。

「ですが、やはり私には守るべき家族があります。ここで仕事を失う訳にはいきません。今更、転職というのも厳しい」

　飯田さんの言う通り、転職は簡単ではないだろう。新卒の私も、就職活動は困難を極めた。もう四十を超えているとなると、それなりの役職がついている場合を除いて、次の職にすぐにありつけるとは思えない。

「これからは、心を入れ替えて仕事に励みます。どうか……」

　まさか、飯田さんから謝罪の言葉が出るなんて思ってもいなかった。

　だって、前回は相当怒り狂って、この部屋を出て行ったから。

「長く仕事をしていれば、飯田さんのように気持ちが緩むこともあるでしょう」

「……はい」

　楠さんの言葉に、飯田さんは目を伏せる。

「私は朝から晩まで気を張り詰めて仕事をせよとは言っておりません。サイボーグではないのですから、時々息抜きしても、問題にはしません。ただ、飯田さんは度を越えていて、しかも年々良くない方向に向かっていました」

「おっしゃる通りです」

　飯田さんは落胆した様子で大きくうなずく。

「会社としましては、飯田さんが仕事をされていなかった時間分も賃金をお支払いしていましたので、損害を被こうむっているということになります」

　ピンと場の空気が張り詰める。楠さんはやはりクビを宣告するのだろうか。

「ですので、今回は課長から係長に降格していただきます。それで、納得していただけますか？」

　飯田さんが茫然と楠さんを見つめながら、ドサッと椅子に座り込む。

　クビは回避したということ？

　驚いて楠さんに視線を移したけれど、彼はいつもと変わりなく表情を崩さない。

「あぁぁ、あの……」

　飯田さんは、しどろもどろになりながら口を開く。

「それでは……残していただけると？」

「次はありません」

　ピシャリと言い放った楠さんだけど、その内容は温かった。

　人事に戻ると、淡々と帰る用意をしている楠さんに笹川さんが話しかける。

「飯田さん、変わるでしょうか」

「そう祈ってる」

　飯田さんはもう大丈夫。今日も必死に契約を取ってきたのだから。

　首切り屋、というより、更生屋？　そんな気がした。

　帰りの電車は笹川さんと一緒だった。

　楠さんはどこに行ったのか、さっさと消えてしまった。まったく、彼らしいというか、なんというか。

「麻田さん、疲れたでしょう？」

「いえ、緊張しましたけど、大丈夫です」

　隣に座る笹川さんは、いつも私をいたわってくれる。

「でも、今日はちょっと覚悟してたので、ホッとしました」

「そっか。解雇の瞬間、経験してないもんね」

　笹川さんは大阪で、ひとりで対峙してきたのだ。

　ふたりとも強い人。

「俺、他の会社だったら……というか、楠さんの下じゃなかったら、人事なんてとこすぐに飛び出そうと画策した気がする」

　私はうなずいた。

　すごいストレスだもの。

「だけど、楠さんは簡単に切る人じゃないから」

　笹川さんの言いたいことが良くわかる。

　いつも他人を寄せつけないような冷たさを漂わせているくせに、物事をすごく深く考えていて、その決断には心がある。

「会社都合のリストラって、今までなかったんですか？」

「うーん。俺は経験がないんだ。ただ、楠さんが新人の頃、業績悪化でかなりの人を切ったみたいだよ。特に問題のなかった人まで」

　楠さんが新人ということは、十年近く前の話、か。

　問題のなかった人までクビだなんて、考えるだけで恐ろしい。

「これ、部長に聞いたんだけどさ」

　笹川さんは小声で話し出した。

「新人だった楠さんは、当然なにかできる訳じゃなく、毎日毎日クビ宣告や、拒否する人への精神的圧力を、黙って見ていることしかできなかったんだ。だけど……」

「だけど？」

　笹川さんは一瞬口をつぐんだものの、再び話し出した。

「楠さん、その人達のところに、頭を下げて回ったんだって」

「えっ!?」

　楠さんが頭を下げるなんて、想像できない。

「当然、そんなことをしたら、会社に非があると言っているようなものだと、上司に止められたらしいんだ。だけど、悲痛な面持ちで頭を下げ続ける楠さんの姿を見て、文句も言わず退職を決めた人もたくさんいたんだって」

　笹川さんの話に相あい槌づちを打つことさえ忘れていた。

　楠さん、どうしてそこまで……。新人の楠さんには、まったく責任がなかったはずなのに。

　それなのに、そんなことまで？

　やっぱり彼は、熱い人だ。他人の心の痛みのわかる、熱い人。

　時々、腹が立つこともあるけれど、彼にならついていきたいと思う。

　そして、きっと笹川さんも同じなのだろう。










たまにはデートでもしませんか？




　週末は、寝て過ごすことが多い。

　就職してから、どうやら神経をすり減らしているようで、ぐったりしてしまう。

　学生の頃の方が、走り回って体を酷こく使ししていた気がするけれど、疲れは圧倒的に今の方が上。精神的にやられているのだろう。

　だけどそれが、社会人の責任というものなのかもしれない。

　特に土曜は、朝起きられない。

　その日も枕元に置いていたスマホが震えて、飛び起きた。

「わっ、寝すぎた？」

　目覚ましにしているアラームが鳴ったとばかり思ったら、電話だった。

　今日は休みだったと安あん堵どしながら、慌ててボタンを操作する。

「もしもし」

『遅い』

「は？」

　寝起き早々叱られて、気分が良くない。

　電話の相手は楠さんだ。

『まさか、寝てたんじゃないだろうな』

「寝てましたけど……」

『まったく。三十分やるから、それまでに用意しろ。迎えに行く』

「は……」

　そこで一方的に電話は切れた。

　用意って……仕事だっけ？

「あっ！」

『遊ぶ相手がいないんだったら、遊んでやる』と言っていたけど、本気だったの？

　とにかく！

　三十分でなんとかしなければ。遅れたら、また嫌味を言われそう。

　慌ててベッドから抜け出し、洗面所で顔を洗う。そして、髪をリボンのついたバンスクリップでハーフアップにする。

　化粧ポーチからファンデーションを取り出して、パタパタとはたき、眉毛を描く。アイシャドウは単色を手でグラデーション風に仕上げ、マスカラをつけ、唇にお気に入りのグロスを乗せる。

　ここまで十分。早着替えならぬ、早化粧だ。

　入社前、楠さんに指摘され、メイクも勉強したおかげで、いくつかのポイントを押さえれば、ナチュラルで上品に仕上がることを覚えた。

　バタバタと寝室に戻り、クローゼットを開けて、最近買ったばかりの洋服を取り出す。じっくり選んでいる時間がない。

　着替えを済ますまで、約二十分。なんとか間に合った。

　楠さんは、迎えに行くと言っていたけど……。

　窓から外を覗くと、ちょうど白いＢＭＷが停車したところだった。

　やっぱり……。仕事と同じだ。

　約束の時間に絶対に遅れることのない楠さんは、社会人の鏡だけど……プライベートもそうなのだと思うと、ちょっと笑える。

　とことん真面目な人のようだ。

　バッグを持って部屋を飛び出し、車に駆け寄ると、私服の楠さんが見えた。

「おはようございます」

「俺の時計が正しければ、もう十一時だが」

　窓を開けて嫌味な一言。

　それに加えて相変わらずの仏ぶっ頂ちょう面づらだけど、約束を覚えていてくれたなんて感激。

「すみません。だって、まさか本気だとは……」

「そうか。なら帰る」

「待って！」

　本気でアクセルを踏みそうな楠さんを止めると、「乗れ」とこれまたぶっきらぼうに言われ、助手席に乗り込んだ。

　楠さんの私服は、いたってシンプルだった。長袖の白いシャツに、細身のジーンズ。足もとを覗くと、デッキシューズを履いている。

　すっきりとした、なかなかのコーディネート。

　あまり深く考えずに……というか、あれこれ迷う時間のなかった服は、淡いブルーのシフォンのブラウスに、白いクロップドパンツ。それにウエッジソールのサンダル。

　彼を少し待たせてでも、お洒落をしてくればよかったかもしれないと後悔した。

　スカートでも穿いてくるべきだったかな。

　モテ男の楠さんの隣を歩くには、絶対的に女の魅力が足りていない。

　楠さんがハンドルを握るＢＭＷは、軽快に街中を進んでいく。

　彼は運転が上手い。ブレーキは何度にも分けて踏み込むから、体に衝撃がない。車線変更もスムーズで、車の間を縫うように走る。

「それで、飯食ったのか？」

「いえ」

　そんな余裕、まったくなかった。

「だろうな」

　きっと、いつまでも寝ているだらしない女、だと思われているのだろう。事実だからなにも言えないけど。

「まぁ、最初はそんなもんだ」

　楠さんの横顔を思わず見つめる。

　盛大な溜息を漏らされるとばかり思っていたけれど、どうやら理解を示してくれているようだ。

　これほどまでに体力が持たないとは、自分でも意外だった。

　学生時代はバイトの掛け持ちもしたし、徹夜でテスト勉強もした。だけど、ここまでクタクタになった記憶はない。

「楠さんも、でしたか？　疲れがとれなくて朝が辛いんです」

「俺はお前とは違う」

「それは、すみませんね」

　共感してくれたのだとばかり思ったけれど、甘かった。

「仕方ないから、まずは飯だ」

　楠さんは表情を崩すことなく、さらにアクセルを踏み込んだ。

　彼が連れていってくれたのは、大通りから一本入った路地裏の『リアン』という小さなカフェレストランだった。

「いらっしゃいませ」

　目立たないお店なのに、小さな店舗は満席に近い。

「すみません。あちらの席しか……」

　マスターらしき人が、一番奥の窓際の席に案内してくれた。

「なににするんだ？」

　メニューを差し出した楠さんは、私を急かす。

　仕事ではないのだから、ゆっくり決めさせてくれたっていいのに。

「待ってください。楠さんは決まったんですか？」

「あぁ」

「じゃあ、同じで」

　だって、どれもおいしそうだもの。

　メニューを見ることもなく決まっているということは、常連なのだろう。それなら、おいしいものを知っているはずだ。

　楠さんが注文したのは、チーズインハンバーグだった。

　なんだか意外。もっと大人っぽいものを頼むと思っていたのに。お酒がダメだなんて……見た目とは違って、子供っぽい。

　それにしても、楠さんとなにを話したらいいのだろう。元々無口な彼は、特に口を開くこともない。

「あのー」

「なんだ」

「ハンバーグ、好きなんですか？」

　自分でもつまらない質問だと思った。だけど、プライベートについてなにも知らない楠さんと、会話を膨らませる技術なんて持ち合わせてはいない。

「そうだ。子供みたいだと言いたげだな」

「いえっ、そんなこと、ないです」

　まずい、バレた。怒らせてしまっただろうか。

「まあ、いい。他にはカレーも好きだし、唐揚げも好きだ」

「えっ？」

　思わぬ告白に、拍子抜けする。

「そうなんですか？　私も……一番好きなのはカレーです。母が作ってくれたカレーが一番好きなんです。隠し味に、ココアが入っているんですよ？」

「ココア？」

　楠さんは眉をひそめて、あからさまにイヤそうな顔をする。

「苦みが出ておいしいんですって。今度作りますよ！」

　調子に乗って、『作ります』なんて言ってしまったけど、恋人でもないのに、大胆な発言だったかもしれない。だけど……。

「本当にうまいのか？」

「はい。保証します」

「なら、食ってやってもいい」

　水に手を伸ばした楠さんから、予想外の返事がきた。

　会話はぎこちないけれど……、相変わらずの上から発言だけど……、会社の時とは違って、楠さんの表情が柔らかく見える。

　この方がいいのに。メガネの下の目を光らせているより、笑っていた方がずっといい。

　やがてやってきたハンバーグは、ナイフを入れると肉汁とチーズが溢れてきて食欲を誘う。おまけにデミグラスソースが絶品だ。

「うわー。これ、おいしい」

「そうだな」

　一瞬、楠さんの顔が緩んだ。

　この人、リラックスしていると、優しいオーラが出るんだ。

「楠さん、彼女いるんじゃないんですか？」

　私が落ち込んでいるから付き合ってくれたのでは、申し訳ない。

「女には困らないが、特定の女はいない」

「ちょっと、それ……問題発言ですよ。女の敵！」

　私がクスクス笑うと、楠さんも口元を緩めた。

　そっか。彼女、いないのか……。

「でも、彼女いないなら、デートしてあげます」

「なんだ、それ」

「なんだって、私とデートできるなんて、光栄でしょ？」

　楠さんに笑ってほしい。いつの間にか、そんなことばかり考えていた。

「生意気な。さぞかし男の扱い方を知っているんだろうな」

「えぇ、知って、ます？」

「なんで疑問形だ」

　呆れ顔の楠さんは、それでも目元が笑っていた。

　会社とは違う、穏やかな時間が流れた。

『リアン』を出る時、彼は伝票をさっと持って、私の分まで払おうとする。

「あっ、自分で……」

「俺は、約束は守る主義だ」

「約束？」

　そういえば……陰口を耳にして、食堂のランチが食べられなかった時、おごってやると言っていたような。

「ごちそうさまです」

　彼の優しさがうれしくて、素直に頭を下げた。

「さて、なにして遊びます？」

「お前は子供か」

　偽恋人だけど、デートなんて久しぶり。

「私、行きたいところがあるんですけど……」

　私の提案で、プラネタリウムへ向かった。

「こんなに並んでるのに入るのか？」

　入り口は、チケットを求める人で溢れかえっている。

「そうですよ。カップルは、この待ち時間だって楽しめるんですから」

　と……思う。

　さほど経験がある訳ではないから、勝手な妄想だけど。

　渋々列に並んだ彼は、ちょっとご機嫌ナナメのようで、顔が険しい。

「だったら楠さん、デートはどこに行ってたんですか？」

　プラネタリウムって、結構王道だと思うんだけど……。

「そうだな。ホテルだな」

「あらま、最低。絶対モテなかったでしょ」

「いや、モテたけど」

　そりゃ、その容姿ならモテたかもしれないけど……それでは恋愛とは言えない。

「かわいそうに。本当の愛を知らないんですね」

「お前は知ってるような言い方だな」

「そ、そうですよ。もちろんです」

　自分で言っておいてなんだけど、本当の愛ってなんだろう。

　今まで彼氏という存在がいたことはあったけど、何度も浮気されたし、利用されたし……あれが本当の愛だったとは言い難い。

「それなら、教えてくれよ。俺に、本当の愛とやらを」

　心臓がバクンと飛び跳ねる。

　一瞬、愛の囁きでもされたかと勘違いするほど、メガネの下の目が、真剣だ。

　この人、本当にそういうものに飢えているのだろうか。

　だから、笑えないのかもしれない。

「わ、わかりました。ドーンと任せてください」

　まともな恋愛経験のない私も、ホントは知らない。だけど……できることなら教えてあげたい。

　まったく自信もないくせに大きなことを口にをした私は、「とりあえず、チケット買いますよ」と、彼を促した。

　チケット待ちの長い列は、幾いく重えにも折りたたまれて続く。

　待ち時間が長く、途中でトイレに抜ける人がいて、列の間を行き来する人もいた。

　すると突然、楠さんが私の肩を抱き、自分の方に引き寄せる。

　ハッと驚いて彼を見上げると、「邪魔だ」と冷たく言い放たれた。

　私の横を通りたい人がいたようだ。

『邪魔だ』なんて、色気もなにもない言葉だったけれど、肩に彼の大きな手が触れた感覚がいつまでも消えない。

　それを意識してから、途端に彼と話すことが恥ずかしくなり、顔を伏せた。

　やっとチケット売り場にたどり着くと、私が誘ったというのに、彼が二人分のチケットを買ってくれる。

「ちょっと混み合っておりますが、お隣がよろしいですよね」という販売員の問いかけに、「はい」と彼が即答するのを聞き、胸の奥をわしづかみにされたような感覚が走る。

　こうしてふたりで来たのだから、隣に座るのは当たり前のことなのかもしれない。

　だけど、離れた席になることを即座に拒否してくれた瞬間、ドクドクと速い調子で血液が心臓から流れ出た気がした。

　プラネタリウムの間、隣の楠さんは真剣に星空を見上げていた。もちろん、私も。

　以前、彼氏と来たこともあったけど、ヤツは私の隣でぐっすり眠っていた。元々、価値観の合わない男だったのかもしれない。

「どうでしたか？」

　上映が終わって外に出ると、まぶしそうな顔をした楠さんに尋ねる。

「あぁ」

『あぁ』という感想は、彼らしくて笑える。

　多分、感動してくれたはずだ。嫌味な一言がないから。

　私は……星を見ながら、ずっと考えていた。彼に愛を教えるなんて、どうしたらいいのだろう。

『任せてください』と大それた発言をしたけれど、〝本当の愛〟がどんなものなのかなんて、永遠のテーマだ。

　どれだけ考えても、今は答えなど見つからない。

　とにかく楠さんが笑ってくれればそれでいい。まぁ、そう思うのも、ひとつの愛、かもしれないけれど。

「次、どこ行きますか？」

「もう十分だ。帰るぞ」

「ダメですよ。まだ足りません」

　もっともっと、笑ってほしい。

　私が相手では不満かもしれないけど、今日一日が楽しかったと言わせたい。

　と言ったところで、どこに行けばいいのかさっぱりわからず、「公園に行きましょう」と、行き当たりばったりな提案をしてしまった。

　楠さんの言う通り、まるで子供だと後悔したものの、太陽の似合わない楠さんの公園姿というものを見てみたい気もする。

「公園でなにするんだ」

　公園の駐車場に車を停めた楠さんは、眉間にシワを寄せている。

「えーっと……楠さん、不健康に見えるから焼くとか？」

「お前、バカにしてるのか」

　こわっ。冗談でしょ、冗談。

「い、いいから、行きましょう」

　慌てて歩き出した私に渋々ついてくる楠さんは、まぶしそうな顔をして空を見上げている。

　空には少し雲があるものの、太陽から降り注ぐ光は世界を輝かせている。微かに吹く風が木々の間を吹き抜け、ザワザワと葉を揺らしていく。

　たまにはなにも考えず、自然に身を任せてみるのもいい。

　毎日、ストレスのたまる仕事ばかりして、家でも部屋にこもっていると、必要以上に気が滅入るものだ。

「もう暑いですね」

「そうだな」

　振り返ると、後ろをついてくる彼の表情が柔らかくなっていて、ホッとした。

　彼の表情が緩んだのは、太陽の温かな光のおかげなのかもしれない。いや、澄んだ空気に触れ、ストレスが浄化されたのかも。

　誰でも、緑溢れる場所では、リラックスできるもの。

「ジュース、飲みます？　私、おごります」

　財布から硬貨を出して自動販売機に入れると、勝手にコーラのボタンを押した。

「はい。どうぞ」

「お前さ、普通なにがいいか聞くだろ？」

「あぁ、そうですね。まぁ、いいじゃないですか。仕事で気を遣っているんだから、休みの日くらい」

　暑くなってきたから、なんとなくシュワシュワとさわやかな炭酸。ただそれだけの理由だったんだけど……。

「お前、仕事で気を遣ってるんだな。あれでも」

『あれでも』を強調した楠さんを無視して、自分は微炭酸のオレンジジュースを買った。強い炭酸は得意ではない。

　ベンチに座ると、隣に座った楠さんは、コーラのキャップを開ける。

　さっき、愛を教えてくれと言われてから、彼との距離が気になって仕方がない。

　小さなベンチだったせいで、腕と腕が触れると、いちいち鼓動が速くなるから、困ったものだ。

「で、ここはお前のお気に入りの場所ってやつか？」

「いえ。特に」

「ゴホッ」

　コーラを噴き出しそうになった彼は、口を押さえ、怪訝な目で私を見つめる。

「自信満々に連れてきたくせして」

「いいじゃないですか。楠さん、どうせ暇なんでしょ？」

　オレンジジュースの炭酸が、想像以上に強い。

「暇じゃねぇ。お前が暇そうだから、誘ってやったんだ」

「またー」

「はぁ」と盛大な溜息をついているくせに、楠さんの薄い唇が、少しだけ持ち上がった。

「楠さん、お休みはいつもなにしてるんですか？」

「仕事、だな」

　予想通りの答え。

「それじゃあ、モテないですよ」

「仕事してないヤツも、モテないみたいだけどな」

　彼は再びコーラを口にした。

　コーラが喉を通過するたび、喉仏が上下する姿を盗み見ていることに、なんとなく罪悪感を覚える。

　それでも目が離せなくて、胸を高鳴らせていると、彼の手にしたペットボトルに付いていた水滴が、ポタリと落ちていった。

「悪かったですね」

　ふてくされたふりをしてみたものの、休日はいつも寝て終わっていた私にとって、楽しい時間だ。

「モテない者同士、また遊びませんか？」

　こんな提案、即却下だと思ったけれど……。

「モテない訳じゃないが……遊んでやってもいいぞ」

　ホント、に？

　まったく予想外の返事に唖然として、ペットボトルを落としそうになったくらいだ。

　だけど、ホッとした。彼は放っておいたら、ずっと仕事をしていそうだから。そんなの絶対、体に良くない。

「そういえば、もう少し奥に小川があるんですよ。と言っても、随分前の記憶なのであいまいですが……」

　今日をもっと満喫しよう。楽しいことで心を満たして、ストレスのコップを空にしておきたい。そうでなければ、コップはすぐに満タンになってしまう。

「まだ行くのか？」

「はい。こっちです」

　立ち上がって歩き出しても、彼は座ったままだった。

「楠さん、行きましょうよ」と再び促すと、彼は「ふぅ」と溜息をつきながら、渋々立ち上がった。

「さ、行きましょ」

〝付き合い切れない〟と言いたげな顔をした彼は、それでも長い足を前に進める。

「あっ、あった！」

　この公園には一度だけ来たことがある。

　学生の頃のうっすら残る記憶をたぐり寄せ、公園の奥に進むと、小川があった。

　サラサラと流れる小川のせせらぎは、仕事で荒すさんだ心を癒してくれそうだ。

「この水、気持ちいいんですよ」

　しゃがんで水に手を伸ばすと、隣に座った楠さんも手を入れた。

「冷たいな」

「そうでしょ？」

　緩やかそうに見える流れも、かなりの水圧を感じる。流れに逆らうように手を出すと、ピチャピチャと水が跳ねた。

「お前、こういうところに落ちそうだな」

　穏やかな時間を壊す一言。だけど、なんでバレたのだろう。

「あはは」

　小さな頃、実家近くの小川で、流れる葉を取ろうして、全身びしょ濡れになった記憶がある。

「楠さんは、絶対になさそうですね」

「そうだな」

　彼が羽目を外している姿なんて、想像できない。

「なんだ。つまらない人生ですね。失敗だっていい思い出なのに」

　思わず出た言葉だった。

　だけど、メガネのフレームに触れた彼は、悲しげな顔をして水に再び手を入れた。

　彼の瞳が曇ったように感じるのは、光の当たり具合のせいなのだろうか。

「そうだな。つまらない人生だ」

　冗談のつもりだったのに……。

「あ、あのっ……」

「お前みたいに、楽しければよかったんだが」

　楠さんはちょうど流れてきた葉を、上手にすくい取った。

　小さな頃、私が取れなかったものだ。

「楽しい思い出ばかりじゃないですよ。浮気されるわ、貢がされるわ……男運は最悪でしたし」

　辛かったことは思い出そうとしなくても、次から次へと頭をよぎるのはなぜだろう。

「お前らしいな」

「『らしい』って、失礼ですよ。でも……」

　私は彼の目をしっかり見つめて、口を開いた。

「私、小さな頃は、その葉が取れなかったんです。どれだけ手を伸ばしても届かなくて、それで小川に落ちました。だけど、今なら取れます。だから……今からでも遅くないかな、なんて」

　言いたいことが上手く言葉にできない。

　だけど、今までの人生がつまらないものだったと感じているのなら、これから楽しくすればいい。

「そう、か」

　すくい取った葉を私に差し出した楠さんは、スッと立ち上がった。

「来週は、どこに行くんだ」

「楠さん？」

　私も葉を持ったまま立ち上がり、彼の顔を見つめる。

「これから楽しめばいいんだろ？」

「はい！」

　彼の瞳が光を取り戻した気がして、思わず笑みがこぼれた。










探偵麻田の出番です




　公園でのデート〝もどき〟のあと、楠さんと少しは心を通わせることができるようになったかもしれないと思っていた。だけど、甘かったようだ。彼は相変わらず、会社では氷のように冷たい鬼だった。

「麻田。仕事が遅い」

「すみません。でも……」

　絶対に仕事が多すぎる。三課で与えられた仕事のほかに、他の課の雑用もこなしている。それが勉強のためだとわかっていても、手は二本しかない。山際さんは暇そうなのに！

「言い訳は聞かん」

　鬼！

　でも、仕方ない。質に胸を張れない以上、量をこなすしかなかった。

「あぁ、干からびてきたー」

　お昼前、相当な集中力でパソコン入力をしていた私は、疲れすぎて、無意識につぶやいてしまった。

「腹が減っただけだろ？　笹川、先に休憩いいから、一緒に食堂行ってやれ」

　楠さんは忙しそうにパソコンを打ちながら、私には目もくれない。

　だけど……笹川さんと一緒に行かせてくれるのは、あの悪口の一件があったからだろう。

「楠さんは？」

　笹川さんが尋ねると、やっと顔を上げた。

「俺は電話待ちだ。気にするな」

「それじゃあ、お先です。麻田さん、行こうか」

　なにも知らない笹川さんは、デスクの上の書類を片付けながら私を誘った。

「麻田さん、絞られてるね」

「はい。もう、なんとか言ってください」

　クスクス笑う笹川さんは、カツ丼を注文している。

「でも、四月に比べたら、自分で動けるようになってるよ。まだ三ヶ月なのに」

「そうですか？」

　初めての仕事に四苦八苦するのは、誰しも通る道。だから、四月よりステップアップしていて当然かもしれないけれど……。

　最近は、色々なフロアに行って気がついたことを報告すると、その処理を任せられることも多くなってきた。

　いつ行っても残業をしている部署には、派遣社員をひとり入れるように、一課に働きかけたということもあった。

　もちろん、楠さんのアドバイスもあったけれど。

　言われた書類のまとめだけだった最初の頃とは、仕事の質が変わってきている。能動的になってきた。

　それも、あの容赦ないしごきのおかげなのかも。

「楠さんって、ホントに冷たい雰囲気が漂ってますよね。首切り屋としての威い厳げん、だけでしょうか？」

　笹川さんは以前、そう言っていたけれど、それだけだとは思えない。社外でも、なかなか表情を緩めることがないのだから。

「そうだなー」

　月見うどんを注文した私の向かいに座った笹川さんは、割り箸を割りながら言葉を探している。

「実は、俺もつかみきれないんだ。一見、冷たい感じだから近寄り難いけど、なんでもかんでもダメだという訳じゃないし……。本当は優しい人なんだよな。麻田さんもわかってるだろ？」

　私は小さくうなずいた。

　リストラ面接の時の楠さんは、冷たく突き放したような言い方をすることもあったけれど、真剣にその社員のことを考えていた。

「だけど、仕事のために、そんなに心を殺せるものなのかな、とも思うんだよな」

『心を殺す』という笹川さんの言葉に、深く共感する。

　そう。楠さんは自分の感情をコントロールしすぎている。

　それが、努力して、なのか、自然とそうなってしまうのか、わからないけれど。

「昔、一緒に飲んだ時……と言っても、飲んだのは俺だけだけど」

　カツ丼を食べ始めた笹川さんは、記憶を手た繰ぐり寄せるようにして話を続けた。

「サッカー選手を目指していて、プロのスカウトが時々見に来るまでになったんだけど……やめなければいけなくなったと聞いた覚えはあるな。まぁ、俺も酔ってたから、どこまで正しいかわかんないけど」

　サッカー選手？

　そういえば、楠さんの部屋に、サッカーボールを持ってお父さんらしき人と一緒に写っている写真があった。

　仕事しか興味のなさそうな楠さんは、スポーツなんて無縁に見えるけど、時折まくり上げている袖から見える腕には、程よい筋肉がついている。

　プロも注目するようなサッカー選手だったと言われても、ピンとこないけど。

「その時、珍しく溜息ついてたから、楠さんにとっては大きな挫折だったんだろうなと勝手に思ったんだ。そういうことって、関係あるんだろうか。過去のトラウマ、ってヤツ？」

　どうなんだろう。誰にだってひとつやふたつ、挫折はあるものだけど……。

　もしも本気でプロ選手を目指していて叶わなかったのだとしたら、楠さんの人生は、そこで大きく狂ったのかもしれない。

「そんなに楠さんのことが気になる？」

「えっ？」

　箸を止め、探るような視線を向ける笹川さんに、なにも言えずに目をそらす。

　私は……あくまで上司である楠さんのことが、気になるだけ……だ。

「……さてと、午後からも頑張るか！」

「は、はい」

　私がうどんを食べ終わるのを待っていてくれた笹川さんは、気持ちを切り替えるように、大きく伸びをしてから立ち上がった。




　その週の土曜。

　今度は私から楠さんに電話を入れた。

　発信音が何度も続いて、諦めようかと思った時、『はい』という沈んだ声が聞こえてきた。

「おはようございます。公園のお誘いです」

『またか？』

　相変わらず、楠さんのテンションが低い。

「そうです。またです。今日は運動できる服装でお願いしますね。お待ちしてます」

『は……お前』

　楠さんが電話の向こうでなにか言っていたけど、電話を切った。

　彼の意見は却下。

　とはいえ、すぐに迎えに来てくれた彼の車に乗り込むと、ダークブラウンのスニーカーを履いていた。

　黒いポロシャツに、ジーンズ。半袖から覗く腕の筋肉は、やはり鍛えられたものだ。

　こうして薄着をすると、彼のスタイルの良さが際立つ。

　スーツには隠れがちな、がっちりとした肩幅や、厚い胸板。腕を動かすたび、目に留まる筋肉の筋が、男であることを主張している。

「おはようございます」

「なんで誘われた俺が、迎えに来てるんだ」

　私をにらんで「フー」と溜息を吐き出す彼は、私が持っている物に気がつき、驚いている。

「私、ペーパードライバーですから。車もないですし」

　隣に座る彼に持っていた物を手渡すと、唖然として眺めている。

「お前、これ……」

「楠さんの部屋に写真あったでしょ？　サッカーやるのかなと思って。体を動かすと、気持ちいいんですよ」

　昨日、仕事帰りに、サッカーボールを買ってきた。こんなに高いものだとは知らず、焦ったけど。

「やらないことはないが……」

　嘘つき。バリバリやっていたくせして。

　少し困ったような顔をした彼は、それでもボールを私に返し公園へと車を走らせた。

　いい天気になった。

　道路に沿って植えられている街路樹は、昨晩ちらついた雨のしずくを滴らせて、キラキラと輝いている。

「それで、そっちのでかい荷物はなんだ？」

「お弁当ですよ、お弁当」

　大きな保冷バッグは、今日のために買ったもの。朝から二時間近くかけて作った弁当は、昔母が作ってくれた運動会の弁当のように豪華になった。

「料理できるのか？」

「うーん。どうでしょう……」

　得意という訳ではないけど、ひとり暮らしも長く、ひと通りのものは作れる。

「どうでしょうって……」

「大丈夫です。食べられるもの作ってきましたから」

　一瞬、楠さんの頬が緩んだ気がした。一瞬だから、気のせいかもしれないけれど。

　公園に着くと、ボールを私に持たせた彼は、お弁当を持ってくれた。なかなか気が利く。お弁当は見かけより重い。

　芝生広場まで来ると、彼は私が用意してきたレジャーシートを木陰に広げて座り込み、動こうとしない。

「サッカーやりましょうよ」

「やらねぇよ」

　え、やらないの？

　少し降った雨のせいか、空気が澄んでいてひんやりとしている。

　体を動かすにはちょうどいい気温なのに。

「お前がやるんだろ？」

「できる訳ないでしょ。教えてくださいよ」

　やはり、サッカーにいい思い出がないのだろうか。まったく乗ってこない。

　でも、プロを目指すほど好きだったのなら、楽しかった気持ちを思い出してほしい。

「できないのに、持ってくんなよ」

「だって、運動音痴じゃ、モテ男になれませんよ。ほら」

　訳のわからないことをつぶやきながら、無理矢理楠さんの腕を引いて立ち上がらせ、ボールを持たせる。

「誰が運動音痴だって？」

　メガネのフレームを上げながら私をにらむ楠さんに、たじろぐけれど……。

「じ、じゃあ、証拠見せてくださいよ」

　メガネの下の鋭い瞳には、いつも参る。

「まったく」と溜息をついた彼は、その場でリフティングを始めた。

　ポンポンと同じリズムを刻みながら舞うサッカーボールは、まるで彼の体の一部のようにコントロールされている。

「ちょっと、上手すぎます」

　同じ場所からほとんど動かない彼は、動作もしなやかだ。

　これは……プロを目指していたと言われても、納得できる。

「ほら、やってみろ」

「私？」

　今度は意地悪そうにニヤリと笑って、私にボールを差し出す。

　そもそもサッカーなんて小学校の体育くらいでしか経験がない私に、リフティングができる訳もなく……。

「あー」

　すぐにあちこちに飛んで行ってしまうボールを追いかけるだけの、別のスポーツになってしまった。

「下手すぎるだろ」

　それでも、私が失敗するたびに、楠さんがクスクス笑ってくれるのがうれしい。

「教えてくださいよ」

「無理だ。素質がないのにもほどがある」

　結局、まともにボールを操れないまま汗だくになってしまった私は、リフティングを諦め、彼の隣に座った。

「もー無理。痩せちゃう」

「痩せちゃうとか、お前」

「あはは」と声をあげて笑う楠さんを初めて見た。

　息が上がり、メイクも汗で崩れてしまったけど、頑張った甲斐がある。

「ジャーン。お弁当！」

　少し体を動かしたところで、お弁当を取り出した。

『ジャーン』と言うほどのものではないけど、一応全部手作りだ。

「おいなりさん、好きですか？」

「おぉ、まぁな」

　早起きして頑張ったお弁当には、いなりずしを始め、唐揚げに卵焼き、カボチャコロッケにタラモサラダ。小さめのハンバーグはチーズ入りだし、ほうれん草の胡麻和えとプチトマトのベーコン巻は彩りを重視して。あとはもちろん、タコさんウインナー。

　一応、上手くできた、はずだけど……。

　いなりずしを口に運ぶ楠さんをじっと見つめて息を呑む。

「どう、ですか？」

「あぁ、うまいよ」

「やった！」

　楠さんに褒められた。仕事ではないけど……それでもうれしい。

『すごくうまい』なんて褒めてくれる人ではないとわかっている。だから、淡々と箸を口に運ぶ姿を見ていると、合格点がもらえた気がして、私の食も進んだ。

「これ、なんだ？」

　楠さんが箸でつかんだのは……。

「タコさんですよ、タコさん」

「宇宙人かと思った」

「あ……そうとも、言います」

　彼がつかんだウインナーは、言われてみればタコというより宇宙人に見える。

　楽しかった。あまり話さない楠さんと一緒でも、ワクワクが止まらない。

　でも、楠さんも少しは楽しんでくれたのではないだろうか。メガネの下の目が優しいから。

　結局、お弁当はすっからかんになくなった。

　弁当箱を片付けていると、楠さんはレジャーシートの上に寝そべった。

「あれ、お腹がいっぱいになったら、お昼寝ですか？」

「まぁ、そうだな」

　冗談のつもりだったのに、彼は本当に目を閉じた。

　ふたりで来ているのに寝てしまうのはひどいと思ったけれど……隣に私がいても寝るなんて、気を許してくれているのかもしれないと考えると、穏やかな気持ちになる。

　楠さんは、すぐに寝息をたて始めた。

　葉と葉の隙間から降り注ぐ太陽の光が、彼の顔をチラチラと照らす。

　彼がまぶしくない様にと、陰になる場所を見つけて座り、整った顔を見つめた。

　仕事でストレス満タンなくせに、平気な顔して……そりゃあ、疲れるだろう。

　私みたいに「疲れた」とか、「干からびる」とか愚痴ればいいのに。

　……という訳にもいかないか。

　私とは違う筋肉質の体。彼の引き締まったスタイルは、サッカーで培われたものだろうか。

　無防備に眠る彼を見ていると、少し濡れた唇に、ドキドキする。

　こうして、彼とふたりきりになると、胸の奥の方がギューッと締めつけられる感覚に襲われる。

　鬼上司、なのに。

　しばらく顔を観察したあと、熱を出した時握った手に、こっそり触れてみる。

　この大きな手は、私に安心をくれる。

　辛いことがあって気分が沈んだとしても、彼はきっとこの手を差し出して、引っ張り上げてくれる。

　普段は、ちっとも優しくない彼だけど、いつの間にか私の中で、一番信頼できる人になっている。

　ぐっすり眠ってしまった彼にカーディガンをかけて立ち上がり、再びリフティングを始めた。

　彼が起きた時に「やるな、お前」と言わせたい。だけど……。

「もー、コツくらい教えてくれたっていいのに」

　同じように足を動かしているつもりなのに、まったくできる気配がない。

　できても二回。たまたまできた、という方が正しい。

「どうやってたの？」

　楠さんは足の甲や太ももを自由自在に扱って、すごく簡単そうに見えたのに……。ボールを拾いに行くだけで、疲れてしまう有様だった。

　雨でしっとりと濡れた芝生のせいで、ジーンズの足元が少し濡れてきてしまった頃、突然声が聞こえた。

「足を動かし過ぎだ」

　いつからか見られていたようだ。

　彼はそれから、座ったまま私に指導し始めた。

「蹴る時に足首を動かすな」

　楠さんの言う通りにやっているつもりだけど、ちっともできない。

「真上に蹴りたいんだから、ももは地面と平行にするんだ」

　そうは言っても……。

「まったく、わからないヤツだ」

　しびれを切らした彼は、私の近くまでやってきて、「こうするんだ」とお手本を見せる。

　だけど、なにが違うのか、さっぱりわからない。

　楠さんの言う通りにやってみるものの、結果は同じ。

「難しすぎる……」

　溜息をついて項うな垂だれると、彼はさらに近寄ってきた。

「俺の肩につかまれ」

「えっ？　……はい」

　言われた通り、たくましい肩に手を伸ばしてつかまると、途端に胸が高鳴り始める。

「いいか、こうするんだ」

　彼は私の右足を持ち、膝を直角に曲げさせた。

　彼が肩を貸してくれているおかげで、ふらつくことはない。だけど、心がザワザワとざわめき始める。

「やってみろ」

「はい」

　再びボールを手にして彼の言う通りに足を使うと、初めて真上にボールが上がった。

　できるかもしれない！と思ったけれど、濡れた草に足を取られて……。

「あっ！」

「危ない！」

　顔から地面に落ちることを覚悟した。だけど、彼の腕が私のお腹を後ろから抱きかかえるように、引きとめてくれた。

「ありがとう、ございます」

　私を抱きかかえる彼の顔が、間近にある。厚い胸板が、背中に触れる。

　一瞬……ほんの一瞬、私を抱き寄せる彼の腕に、力がこもった気がしてハッとする。

　楠、さん？

「まったく。お前といると、ハラハラしっぱなしだ」

　だけど、きっと気のせいだ。楠さんはドジな私に呆れているだけ。

「背筋を伸ばせ。ほら、もう一度」

　いつものクールな顔をした彼は、私から離れると、落ちていたボールを再び差し出した。

　彼の腕の感覚が鮮明に残っているせいで、ボールに集中できない。

　それでも、せっかく教えてくれている彼の期待に応えたい。

　ボールを手にしたまま、楠さんに教えられたことを頭の中で反はん芻すうする。そして、ボールを蹴り上げ……。

「やった！」

　なんとか三回できて、思わずガッツポーズが出た。

「三回で喜ぶとか……」

　楠さんがすごくおかしそうに笑うけど、うれしいものはうれしい。

　それに、彼がこうして笑ってくれると、たまらなく幸せ。

「あぁ、メチャクチャ疲れました。楠さん、どうしてあんなにできるんですか？」

　彼を見上げると、ほんのり額に汗をかいている。

　ハンカチを取り出して差し出すと、「お前が先」と私の額にハンカチを押し当てた。

「そんなもん、やってたからだろ」

　彼に少し触れられるだけで激しく動揺する私は、まともに彼の目を見ることができなくなった。

「どれくらい、やってたんですか？」

「幼稚園の時から、高校一年までだ」

　高校一年？

　部活なら普通三年の夏までは、やる気がするんだけど……。

「高一でやめちゃったんですか？」

　私の質問に、彼は小さくうなずいた。

「故障……ですか？」

　聞いてもいいのかわからず、遠慮がちに尋ねると、メガネのフレームに触れた彼は、難しい顔をする。

「経済的な、理由だ。遠征に行けなくなった」

　彼の答えは、まったく予想外だった。

「それって……」

　深く聞こうとすると、彼は私からボールを奪い、再びリフティングを始めた。

　あまり大きく動くことなく淡々と続ける彼を見ていると、悲しい気分になる。

　これだけ上手いのだから、相当な努力をしていただろう。それなのに、経済的な理由で断念しなければならなかったなんて、すごく悔しかったはずだ。

　だから、か。だから彼は、笑わなくなったのか……。

　楠さんにとっては、笑顔を忘れてしまうほどのショックな出来事だったに違いない。

　しばらく彼のリフティングを見ながら、そんなことをボーッと考えていた。

「そろそろ帰るか」

　お弁当を食べ、リフティングで汗だくになっただけだったけれど、とても有意義な時間だった。

「うまかったよ」

　家まで送ってくれた楠さんは、車を停めると、ボソリとつぶやく。

「いっ、いえ。こんなのでよければ、いつでもどうぞ。来週にします？」

　褒められ慣れていない私は、しどろもどろになる。

「いや。しばらく忙しくなりそうだから」

　それは残念。彼と過ごした時間は、思いのほか楽しかったから。

「そう、ですか。あの……未熟者ですが、私も頑張りますから」

「あぁ。頼んだぞ」

「はい。送っていただいて、ありがとうございました」

　車から降り頭を下げると、彼は車を発進させた。

『うまかったよ』か。

　弁当箱を片付けながら、抱きとめてくれた彼の腕の感覚を思い出してしまい、勝手に心臓が高鳴る。

　次、こうして会えるのは、いつだろう。

　楠さんの楽しそうな笑顔を見てしまった私は、もう一度、彼を笑わせたいと強く思った。




　それから、楠さんが言った通り、三課はバタバタし始めた。

　といっても、楠さんと笹川さんがなにやら動いているだけで、私は蚊か帳やの外だ。

　だけど、ふたりが忙しくて手が回らなくなってしまった仕事を手伝うという形で、私も参加しているつもりだった。




　それから二週間ほどして……。

「麻田。会議室」

　楠さんが私を突然呼び出した。

　会議室に呼び出される時は、他の課に話を聞かれては困るという証。

「失礼します」

　笹川さんが大阪に出張中の今日、おそらく重要であろう話を聞かされることを不思議に感じた。

　楠さんに続いて会議室に入ると、窓際まで歩いて行った彼は、振り向いて話し始めた。

「今、俺と笹川が動いているのは知っているだろ？」

「はい」

「その件で、麻田にも手伝ってもらいたい」

　ようやく出番だ。

　彼はいつものようにメガネのフレームに触れる。そして、私のところまで歩み寄り、持っていた資料を差し出した。

「今度の仕事は大きなものになる。おそらく、会社全体を揺るがすような、だ」

　楠さんの声のトーンがいつもより低く感じられ、緊張が走る。

「それは、大規模なリストラということでしょうか？」

「いや、ターゲットはひとり」

　ひとり？　ひとりなら、今までと変わらない。

　彼は私に持たせた資料の表紙をめくった。そこには……。

「楠さん、この人……」

　目を見開く私に、彼は小さくうなずいた。

　そこに書かれていた対象者の名前は……常務、だった。

「今から話すことは、まだ笹川しか知らない。決して漏らすな」

「はい」

　ピンと張り詰めた空気。まるでリストラを宣告する面接をしているかのようだ。

「林はやし常務は、取引先の大手電機小売店から五年前に我が社に来た人だ。その当時、赤字に転落していたその小売店を見事に復活させた立役者として評価し、引き抜いた形なんだが……どうも裏で他社に情報を漏らしている節がある」

「そんな……」

　会社の幹部の人間がそんなことをしても、なんの得にもならないはずだ。

「最近、我が社の開発した新しい機能は、ことごとくある会社に先を越されている」

　開発や営業に係わっていないと、自社製品の特長をテレビＣＭで初めて知ることもある。だから新しい機能と言われても、ピンとこない。

「元々競争社会だし、似たものを開発している。そういうことがあってもおかしくはない。だが、あまりにも回数が多く、中には我が社の開発したものとまったく同じということすらあった」

　それは……企業としては大きな痛手だ。開発には、莫大な開発費と年月がかかるものだと聞いている。

「その話を商品開発部から聞いて、それがいつからなのか調べていた」

　その調査を笹川さんとしていたんだ。

「林常務が我が社に来た頃からだった、ということですか？」

　楠さんはうなずいた。

「でも、それだけじゃ……」

　偶然かもしれない。

「笹川に調べさせたところ、常務のパソコンから商品開発に関する社外秘のデータに何度もアクセスしていることをつかんだ」

　それじゃあ、漏らしているのは、林常務で決まりということ？

「俺としては、常務を退職に追い込むつもりだ。刑事告訴も視野に入れている」

　刑事告訴……。単なるリストラで済む話ではないようだ。

　楠さんの強い言葉に息を呑む。

「だが、まだ証拠が足りない。今の状態では、なんとでも言い訳ができる。アクセスしただけでは、情報を漏らした証拠にはならない」

　楠さんはメガネに触れた。彼は重要な局面では必ずフレームに触れる。

「それで……麻田には、常務に近づいて情報をつかんでもらいたい」

「私が、ですか？」

　彼は大きくうなずいた。

　だけど、私にそんな大仕事ができるだろうか。

「男の俺や笹川では、心を許さないだろう。一応女だからな、お前」

〝一応〟って、相変わらず失礼な男。

「林常務の経歴やその他使えそうな情報は、その資料に書いてある。常務は酒が好きでよく飲み歩いているんだが……」

　もしかして、私に飲み屋で接触しろと？

　でも、林常務って、どんな人なの？

　常務がいる重役フロアには、何度も掃除には行ったけど、私が部屋の中まで入れることは少なく、すぐに顔が思い浮かばない。

　とりあえず資料をペラペラめくると……。

「えっ、この人？」

　そこには額が大きくハゲ上がった、小太りの中年男の写真が……。

　残念ながら写真からはオーラを感じない。どこにでもいそうなオジサン、だ。

　記憶を手繰り寄せてみたけれど、まったく見かけた覚えはない。それほど印象がない人なのかもしれない。

「大きな仕事だ。今回のターゲットは、その辺の社員とは違う」

　仮にも幹部。常務の不正が明らかになれば、会社も業界も揺らぐだろう。

「イヤなら、降りてもいい。社外の仕事だ。無理強いはしない」

　私は首を横に振った。

　私も三課の一員だから。

　飲み屋で情報を探るなんて探偵みたいだけど、もし常務が本当に不正をしているのなら、許せない。

「そうか……」

　楠さんは溜息交じりの声を吐き出しながら、一瞬苦々しい顔をした。

「毎週火曜に必ず行く飲み屋がある」

　彼は私から資料を奪うと、飲み屋の地図のページを開き、デスクに置いた。

「今日、ですね」

「あぁ。最初は様子見だ。親しくなったら仕事の話にそれとなく触れて、怪しまれないように証拠をつかめ」

　そんなに上手くできる自信はない。だけど、やるしかない。

「わかりました」

「危険なことはするな。なにかあればすぐに俺に連絡しろ。いいな」

　楠さんはメガネに触れると、会議室を出て行った。

　そのあと、会議室にひとり残った私は、資料の隅から隅まで何度も読み返した。

　楠さんと笹川さんが調べ上げた情報は、多岐にわたっていた。

　情報を漏ろう洩えいしたと思われる製品の情報はもちろん、常務の以前の勤め先での勤務状況。親しくしているゴルフ仲間。

　一見なんの関係もなさそうなこともあったけど、どこでなにがつながっているかわからない。

　実際、行きつけの飲み屋を調査して、こういう事態になっている。

　その日はソワソワしながら仕事を終えた。そして、十八時を過ぎた頃、席を立った。

「お先に失礼します」

「麻田」

　帰ろうとする私を引きとめたのは楠さんだ。

「俺も帰る」

　それは、一緒に行くという意味なのだろう。

　小さくうなずくと、楠さんは険しい顔で私を見つめた。

　常務御用達の飲み屋は、会社から三十分ほど電車に揺られた場所にあった。

　普段乗らない路線は、思っていたよりすいていた。

　最寄駅を出ると、楠さんはしきりにメガネに触れている。珍しくいつもの余裕を感じない。

「麻田」

「大丈夫です」

『上手くやります』とはとても言えない。だけど、おそらく心配しているだろう彼を安心させたかった。

「あの店だ」

　駅から徒歩五分。大通り沿いの飲食店街の一角に、その店はあった。

　見た目は、上品な小料理屋という感じで、おそらく、こんなことでもなければ、縁のなさそうなところ。

「私……あの店の客に、ふさわしく見えますか？」

「見えないな」

「失礼ですよ」

　心配して尋ねてみたものの、はっきり言われると腹も立つ。だけど、いつものテンポのおかげか、少し緊張が緩んだ。

「まぁ安心しろ。ここはそれほど高い店じゃない。お前みたいなＯＬがふらっと立ち寄ることもあるようだ」

　そんなことまで、調べてあるんだ。

「あれ……」

　道路の反対側から小料理屋を観察していると、黒い大きな車が停まった。

「来たな」

「運転手つき？」

「秘書の竹たけ中なかだ」

　秘書と一緒に来ると思っていなかった私は、体を硬くした。

　資料を読むと、秘書はなかなかのやり手のように思えたけど……。

「竹中はおそらく常務とグルだ。というか、竹中が主導権を握って情報漏洩をしている。だが、竹中は口を割らなさそうだ」

「だから、常務なんですね」

　楠さんはうなずいた。

　後部座席のドアを開けた秘書は、たしかに隙がなさそうな鋭い眼光をしている。

　ドアを開け常務を降ろすと、秘書はそのまま車で走り去って、ホッとした。送ってきただけのようだ。

「行ってきます」

　大きく息を吐き出してから一歩踏み出すと、突然腕をつかまれる。

「麻田」

　楠さんが、今までに見たことのないような険しい顔をしている。

　もしかして、潜入調査をさせることをためらっているの？

「私、許せないんです。良くないことをしているのに、素知らぬ顔をして上に立っているなんて」

　自分の意志でこの仕事をしていると、彼に伝えたかった。

　もちろん、できればこんなことはしたくない。

　だけど、権力の傘に隠れ、平然と会社を裏切っているなんて、許せない。

　そして、裏切り行為を知った今、聞かなかったことにするなんて、絶対にできない。

　私がきっぱり言い切ると、楠さんは力を緩め、腕を離した。

「行ってきます」

　改めてあいさつをすると、彼は目を泳がせながらも小さくうなずく。

　大丈夫。必ず上手くいく。

　自分に暗示をかけながら、小料理屋の暖簾をくぐった。

「いらっしゃいませ」

　私を出迎えてくれたのは、白髪交じりの板長さんだった。

「あの……初めてなんですが、よろしいですか？」

「もちろんです。お好きなところにどうぞ」

　常務はカウンター席の真ん中あたりに座って、日本酒を飲んでいる。

　私はさりげなく、常務の近くの席に座ると、お品書きに目をやった。

「お酒はお召し上がりになりますか？」

「そうですね。熱あつ燗かんを少しだけいただきます」

　日本酒は大好物だけど、今日はほどほどにしなくては。酔っては仕事にならない。

　お通しと熱燗がすぐに出され、箸を手にした。

「お仕事の帰りですか？」

「はい、そうです。素敵なお店だなと思っていたので、思いきって」

「それはありがとうございます」

　板長は優しく笑いかけてくれた。

　だけど、他の客は、比較的年齢層が高く、男の人ばかり。私と同じようなＯＬは見当たらなくて、ドキドキする。

「料理はなにをお出ししましょうか」

「そうですね……」

「ここはね、板長にお任せするのが一番だよ」

　お品書きを見ながら迷っていると、突然常務から声をかけられ驚く。

　だけど、あちらから声をかけてくれるなんて、ラッキーだ。

「そうなんですか？　それじゃあ、お任せで。あっ、でも、あまり高いものは、お財布が……」

〝時価〟と書かれているものは、怖い。

　楠さんから、あとで支払うとは言われているものの、それほど余裕がない。

「板長。彼女の食事は私のおごりだ」

「いえ、そんな……」

「せっかく美人さんに会えたんだ。遠慮しないで」

　これまたラッキーな展開。これで親し気に話しかけても、問題なさそうだ。

「すみません。お言葉に甘えてもいいですか？」

「もちろんだよ」

　常務の笑顔を見て、背筋に冷たいものが走ったのは、この際我慢して……。

「ありがとうございます。お注つぎします」

　ひとつ席を移って常務の隣に座り、お酌を始めた。

「おぉ、ありがたいね」

　ぐいっと酒を飲みほし、ひどくご機嫌な常務に、警けい戒かいされている様子はない。

　酔わせてしゃべらせる、か。

　お猪ちょ口こが空になると、途切れることなくお酌をした。

「お仕事の帰りですか？」

「あぁ。そうなんだ。とある会社で重役をしていてね。神経を使って疲れるからこうしてね」

〝重役〟とチラつかせたら、女が皆、喜ぶと思っているのだろうか。

　それに、神経を使っているのは、情報漏洩でしょ？

　怒りが込み上げてくるのを抑えて、ニコニコ笑顔を作り、料理をつまむ。

　常務は気に入らないけど、ここの料理はとてもおいしい。

「お仕事大変そうですね。どんな業界なんですか？」

　怪しまれない様に話を聞き出さなければと思えば思うほど、緊張で妙な汗が出るのを感じる。

「あぁ、電機関係でね。最近、ＣＭやってるだろ。液晶テレビの消費電力を、初めて下回ったプラズマテレビって」

「まさか、あの会社の重役さんでいらっしゃるんですか!?」

　大げさに驚いてみせると、常務はニタニタと笑った。

　すごいのはテレビであって、断じて常務ではないのだけれど。

　しばらく世間話をしながらお酌を続けていると、頬を赤く染めほろ酔いの常務が、私の膝に触れてきた。

　ビクッとして払いのけようとしたけれど、ひたすら我慢。

　楠さんの言った通り、この人ならベラベラしゃべりそうな気がする。

「そういえば私、洗濯機が欲しいんです。最近、調子が悪くて」

　なにかほころびが出ないかと、色々話を振ってみる。

「洗濯機ね。もう少し待てばいいのが出るよ。除菌機能が格段に優れていて、どんな洗剤を使おうが、部屋干ししても匂わないという商品が」

　当然新製品の情報は、発表されるまでトップシークレット。いくら自社製品でも、一部の関係者以外は知らない。

「いいですね、それ」

「まぁ、うちの会社じゃないんだけどね」

「あはは」と笑う常務は、触れていただけの膝を、撫で始めた。

　あぁぁ、気持ち悪い。

　会社なら、セクハラで楠さんにクビを宣言してもらうのに。

　でも、『うちの会社じゃない』というのは、どういうこと？　他社の発売前の情報を知っているのは、明らかにおかしい。

　だけど、ダイオー電機の開発した機能を他社に漏らし、それが他社から発売になると考えると、辻つじ褄つまは合う。

　もっと聞き出したかったけれど、常務の手が上がってきたから、さりげなくガードして立ち上がった。

「すみません、そろそろ帰ります」

「なんだ。これからなのに」

　なにがこれからなの！

「楽しかったです。ごちそうさまでした」

　引きつった笑顔で板長にも頭を下げると、常務は「またおいで」と手を執拗に撫で回してくる。

「それでは」

　なんとか逃げ出したものの、常務の手の感触を思い出して、吐きそうだった。

「まったく、調子に乗って！」

　楠さんが心配しているかもしれない。

　駅までの道を歩きながら、スマホを取り出す。

「麻田」

「はい。えっ？」

　アドレス帳を表示していると、突然後ろから呼び止められる。

「楠さん！　もしかして、ずっとここにいたんですか？」

「あぁ。部下が仕事をしているんだ。当然だ」

　スマホで時間を確認すると、あの店に入ってから、一時間半ほど経っていた。

　その間、ずっと待っていてくれたの？　とっくに帰ってしまったものだと思っていたのに。

　さすが楠さん。こうしてきちんと、私達部下のことを気にかけてくれるから、頑張れる。

　だけど、彼の顔を見て緊張が緩んだのか、無性に泣きたくなって顔をそむけた。

「麻田。お前、なにかあったのか？」

「いえ。なにも」

　本当は、触られてたまらなくイヤだった。でも、あれくらいは我慢。

「本当か？」

　楠さんは私の腕をつかんで、顔を覗き込んでくる。

　彼に触れられると、途端に胸が熱くなり、息苦しくなる。

　彼にしがみついて、泣きたい。本当は逃げ出したかったと、叫びたい。

　だけど、心配はかけたくない。

「本当、です。それより……」

　これ以上追及されると、泣くのを我慢できそうにない。

　私は、話を強引に変えた。

「常務は、洗濯機の除菌機能について話していました。従来の製品と比べて、格段に優れた除菌能力を発揮するということでしたが、それは他社から発売されると……」

　大きな情報をつかんだつもりだった。

　それなのに、楠さんは微動だにせず、私を見つめている。

「楠、さん？」

　彼の心なしか悲しげな瞳に、私が映っている。

「……よく、やった」

　彼はそう口にすると、目を泳がせた。

　どうして？　もっと喜んでよ。

「今日は、送る」

　楠さんは言葉少なげに、私をタクシーに押し込んだ。







第四章










冷たい男の過去の傷




　次の日出社すると、楠さんの表情が険しく感じられた。

「おはよう、ございます」

　楠さんは手元の書類から顔を上げて私に視線を向けると、眉をひそめる。

　すぐに出社してきた笹川さんは、出張帰りで疲れているせいか、いつもより覇気がない。

　三課の周りの空気が、心なしかよどんでいた。

「笹川さん、お疲れさまです」

「麻田さん、お疲れ。はぁ。やっぱり麻田さんの顔を見ると、癒されるよ」

「またまたー。なにも出ませんよ」

　笹川さんの冗談をクスクス笑うと、なんとなくいつものペースに戻ってきた。

　だけど……。

「ふたりとも会議室」

　楠さんの声が、いつもより低い。

　胸がざわついて、鼓動が速くなる。

　ふたりに続いて会議室に入ると、まずは楠さんが椅子に座り、向かいに笹川さんが座った。

「笹川。出張、お疲れだった」

「いえ」

　笹川さんの隣に私も座ると、「早速だが」と話が始まる。

「昨日、麻田に調査してもらったんだが」

「調査？」

　笹川さんが疑問の声をあげる。

「林常務の件だ。やはり情報漏洩をしている。商品開発部に問い合わせたところ、麻田が聞いた洗濯機の強い除菌装置はたしかに開発中で、その装置を搭載した製品テストが、すでに始まっている」

　やっぱり、常務が漏らしている。

「他社からその商品が発売されると麻田が耳にしたということは、不自然で……」

「待ってください。麻田さんがどうやってそんなことを知ったんですか？」

　昨日のことを知らない笹川さんがそう思うのは無理もない。

　淡々と表情を変えずに話し続ける楠さんとは対照的に、笹川さんの顔が曇り始めた。

「昨日、常務の行きつけの飲み屋に」

「はっ？」

　笹川さんは楠さんの言葉に反応して立ち上がり、声を荒らげる。

「まさか、麻田さんを送り込んだということですか？」

「そう、だ」

「楠さん、正気ですか！」

　笹川さんの激しい憤りに驚き、唖然としてなにも言えない。

「常務の女癖が悪いことは、楠さんだって知っているはずです」

「えっ？」

　思わず声が出た。それじゃあ、膝を触られたのも想定内だったということ？

「あぁ」

　楠さんはメガネのフレームを直すと、笹川さんを真っ直ぐに見つめた。

「麻田さん、なにもされなかった？」

「えっ……えぇ」

「はい」とはっきり言うべきだったかもしれない。だけど、言えずにうつむいた。

「常務は前の会社で何人もセクハラしてたんだ。だけど、重役だった常務に誰もなにも言えず、女子社員が数人辞めている。それを、楠さんにも報告したはずです」

　笹川さんは、楠さんに詰め寄る。

「麻田さん。触られたりも、しなかった？」

「あの……それは……」

「触られたんだね」

　それ以上、言葉が出てこない。楠さんに言えなかったことが、バレてしまった。

　私がはっきりと否定しないことで、触られたと確信した笹川さんは、ますます怒りをあらわにする。

「楠さん、仕事の域を超えています！」

　笹川さんに責められている楠さんは、なにも言わず、表情を変えることもない。

　私はショックを受けていた。

　常務がそういう可能性のある人だと承知の上で、私を小料理屋に行かせた、楠さんの行動に。

「なんとか言ってください！」

　笹川さんがさらに声を荒らげ、顔を赤くする。

「情報をつかむためだ」

「あんた、本気で？」

　笹川さんの言葉遣いが変わった。上司への苦言ではなくなったのだ。

「好きな女を他の男の餌えさに差し出すなんて、どうかしてる。最低だ」

　えっ……？　好きな？

「誰が麻田のことを好きと言ったんだ」

　なにを、言っているの？

　勝手に進む会話を、呆然として聞いていることしかできない。

「あんなに彼女のことを気遣っていたくせに、違うとは言わせない」

「好きなのは、お前だろう？」

　どんどん論点がずれていく。

「そうですよ。俺は麻田さんが好きです。楠さんが違うというなら、遠慮はしません」

　私は膝の上で手を握りしめた。

　ふたりとも私のことを話しているのに、当の本人はまったく蚊帳の外。告白までされているのに。

「構わない。好きにしろ」

　えっ？

　楠さんの『好きにしろ』という言葉に、激しく心が揺れ、胸が痛む。

　それは、どうして？

　なんなのよ……。

　悲しくなって、会議室を飛び出した。「麻田」という楠さんの声が聞こえた気がしたけど、振り向くこともせず。

　泣きそうだった。

　楠さんが、常務が危険な人だと知りながら、私を送り込んだという事実を知ってしまったから。いや、それより……。

　モヤモヤした気持ちを抱えたまま人事に戻ることもできず、地下へと走り込んだ。

　もう頼れる人は遠藤さんしかいない。

「遠藤さん……」

「麻田さんじゃないの。泣きそうな顔して、どうかしたの？」

　掃除道具の点検をしていた遠藤さんは、すぐに私を休憩室に入れてくれた。

「遠藤さん、私……」

　なにから話していいのかわからない。

　林常務のことはトップシークレットだ。たとえ遠藤さんでも、話す訳にはいかない。

「どうしたの？　とにかく落ち着きましょう。お茶淹いれるわね」

　遠藤さんはポットからお湯を注いで、緑茶を淹れてくれる。

「すみません。お仕事の邪魔ですね」

「いいの。毎日真面目に働いてるんだから、ちょっとくらいサボったってバチは当たらないわよ。それに、首切り屋本人がここにいるしね」

　クスクス笑う遠藤さんは、いつも温かく包み込んでくれる。

「はい。あの……」

「いつも元気な麻田さんが、そんな顔をしているのは、余程のことね」

『余程のこと』、なのだろうか。

　私は仕事の一環として林常務の情報を探りに行っただけで、その他の感情は、仕事とは関係がない。

　すぐに気持ちを切り替えて、仕事に戻るべきだ。きっとあのふたりも今頃、淡々と仕事をこなしているはず。

　だけど……未熟な私には、それができなかった。

「あの……楠さん、どうしてあんなに仕事にのめり込むんでしょうか。三課の仕事なんて、辛いこともいっぱいなのに。もう私、わからなくて」

　仕事のためなら手段を選ばず。彼は本当にそういう人なのだろうか。

「そうねぇ……」

　遠藤さんは自分もお茶を口にして、少し困った顔をした。

「楠君が、三課にとどまってリストラなんていうイヤな仕事を引き受けているのには、訳があるのよ」

「訳？」

　遠藤さんは大きくうなずいた。

「実は楠君のお父さん、昔、別の電機メーカーで重役だったの。すごくできる人でね」

「そうなんですか？」

　初耳だ。

　ということは、楠さんはお父さんの背中を追いかけて、この業界に足を踏み入れたということ？

「でもね、とある不正を内部告発したのよ」

「えっ？」

　内部告発？

　それはたしか、身内の社員が会社の不正を報道機関や監督機関に通報することだ。

「彼は今の楠君と同じで、正義感溢れる人だった。そのまま黙っておけば、さらなる出世だって約束されていたのに、どうしても不正を見逃せなかった」

　遠藤さんの口から飛び出す事実に驚くばかりで、なにも言えない。

「当時ヒットしていたビデオデッキに、不良の部品を使ったものが数多く混ざっていることがわかったの。でも、元々メーカー保証は一年だから、一年もてばいいと公表しなかった」

　大きな溜息をついた遠藤さんは、珍しく苦々しい顔をしている。

「だけど、一年ももたずに修理に持ち込まれるものが続出して、明らかにリコールの対象商品だった。でも、会社の信頼が揺らぐと、購入後一年以内の商品だけ無償で修理して、あとは隠し続けていた」

「それを内部告発したんですか？」

　遠藤さんは大きくうなずいた。

「当時、三番手だったその会社は、生き残りに必死だったのね。だけど、保証期間の過ぎた不良品を自費で修理する人がドンドン増えて、楠君のお父さんは、ひどく心を痛めて……自分のクビをかけたの」

　クビ……。

　自社に不利益な情報を勝手に公開したら、そういうことになってしまうのかもしれない。

「待ってください。それは、楠さんが高校一年の時ですか？」

「よく知ってるわね」

　楠さんがサッカーをやめなければならなくなった経済的な理由というのは、お父さんの失業だったんだ。

「楠君、それから苦労してね。両親は離婚して、楠というのは母方の苗字なの。多分、それからね。彼が正義は勝つべきだと、強く思うようになったのは」

　楠さんが笑わない理由の根源は、きっとこれだ。辛すぎる過去にとらわれた彼は、闇の世界に自ら閉じこもってしまったのかもしれない。

　お父さんは悪いことをして失脚した訳ではない。離婚も、もしかしたら……大切な家族を巻き込みたくなかっただけかもしれない。

　それでも、両親の離婚も、サッカーを諦める事態に陥おちいったことも、全部事実だ。

「どうして、遠藤さんはそんなに詳しいんですか？」

　楠さんが自分からそんな話をするとはどうしても思えない。

「あはは。その会社ってヨツバ電機なの。私もヨツバの重役だったからね。楠君のお父さんとは同志なの」

　そんなつながりがあったなんて、驚きだ。

「それじゃあ、遠藤さんも？」

「そうね。その不正の絡みで、私も辞めたの。楠君のお父さんが最初に口火を切って、そのあとに続いたのが、私。でも、少しも後悔してない」

　遠藤さんは、誇らしげに笑った。

　地下から人事に戻る途中で、考えた。

　さっきは、楠さんの仕打ちにひどく腹を立てたけど、彼だって必死なんだ。

　彼は『自分の人生を正当化したいだけなんだろうな』と、私に言ったことがあったけど、それは、お父さんの行為が間違っていなかったと、自分の手で証明したいのかもしれない。

　そうすることで、大好きなサッカーを諦めたことが無駄ではなかったと、彼自身が納得したいのかも。

　だけど……笹川さんの告白はどうしたらいい？

　笹川さんはとても優しいし、頼れるし……彼と付き合う人は、幸せだろう。

　でも彼の告白を、手放しに喜べない。それは、楠さんのことがどうしても気になるから――。

『好きにすればいい』という楠さんの言葉に激しいショックを受けた私は……彼のことが、好きなの？

　楠さんと一緒に休日を過ごして、笑わない彼を笑わせたいと格かく闘とうして……本当は笑顔の優しい人だと知った。そして、いつも笑っていてほしいとも思った。

　それは、好きということ？

　自分の気持ちがわからない。

　だけど……笹川さんが差し出した手を取ろうと思えない自分に、激しく戸惑っていた。私にはもったいないほど、素敵な人なのに。

　人事に戻ると、楠さんと笹川さんは黙々とパソコンのキーボードを叩いていた。

　いつもと変わらない光景なのに、ふたりの間に隔へだたりが見えてしまう。

　どうしたらいいのかわからず、自分のデスクにつくと、まとめなければならない資料のファイルを開いた。

　残業が超過していないか調べなければならないのに、ちっとも頭が働かない。

　そもそもパソコンで管理しているから、データを整理するだけでいい。だけど、それすら頭が真っ白で手が動かない。

　私は、これからどうしたらいいのだろう。

　林常務は私のことを気に入ったはず。もう一度あの店に行けば、もっと詳しい情報を聞き出せるかもしれない。そうすれば、楠さんの手伝いができる。でも……。

「麻田」

「は、はい」

「すまないが、一課の手伝いに入ってくれ。会社説明会の資料作りが間に合わない」

　楠さんは、いつもの調子で私に指示を出す。

「わかりました」

　笹川さんが私をチラッと見つめたあと、心配そうに顔をゆがめた。

　その日は、そのまま一課の仕事に従事した。

　もう来年度入社の内々定は、とうに出ている。だけど、二次募集をかけるのだ。

　他社が不採用だった人達の中に残る優秀な新人を確保するため、行っているらしい。

　入社して四ヶ月。去年は、まったく内定が出なくて焦っていた時期。

　それから、楠さんに出会って、どうしてかここにいる。

「麻田さん、三課きついでしょ」

　会議室で一緒に資料の袋詰め作業をしていた一課の先輩、朝あさ日ひさんが、声をかけてくれた。

「いえ。全然役に立っていませんが、やりがいはあります」

「根性あるね」

　根性があるのだろうか。がむしゃらに突っ走っているだけ。

　だけど、楠さんと同じように、正しいことは正しいと言える人間でいたいと強く思うようになった。

「ごめん。ちょっと呼ばれてるから、あとはお願いしてもいいかな。お昼になったら休憩とってもいいからね」

「わかりました」

　内線で呼ばれた朝日さんは、大量の資料を残して、会議室を出て行った。

　それからは、単純作業に没頭した。三百あった資料の三分の一くらいが終わった頃、時計が十二時をさした。

「ふぅ」

　頭を使う仕事ではないものの、同じことの繰り返しはなかなか疲れる。

　だけど、疲れたのは作業のせいだけではない。

　たまたまこの仕事があって、三課から逃げ出せた訳だけど、再び自分のデスクに戻るのが憂ゆう鬱うつだ。

　――コンコン。

　少し休憩しようと思っていると、ドアをノックする音がした。

「はい。どうぞ」

　てっきり朝日さんだとばかり思ったのに、そこにいたのは……。

「麻田さん、お疲れ」

　さわやかな笑顔を見せる笹川さんだった。

「お疲れ様です」

　突然の笹川さんの登場に、目が泳ぐ。朝、思わぬ形で告白されたばかりなのだから。

「すごい量だね。疲れただろ？」

「いえ。大丈夫です」

　笹川さんの様子は、いつもとなんら変わらない。

「飯、行かない？」

「……はい」

　心臓がドクンと大きく打った。

　どうしよう。今は、ふたりきりになるのは困る。なんと返事をしていいのか、自分の気持ちを整理できていない。

　だけど、断ることもできずに、笹川さんに続いて会社を出た。

　ふたりで食堂に行くことは珍しくはなかった。でも、こうして社外にランチに行くのは初めてだった。

「ごめんね。社食じゃ、ちょっとね」

　笹川さんは会社近くのレストランに私を連れて行くと、困ったように微笑んだ。

「日替わりでいい？」

「はい」

　テキパキと注文を済ませた笹川さんは、じっと私の顔を見つめる。

「今朝、言ったことだけど……」

　彼の視線から逃れたくて、顔を伏せる。

　心臓が激しく打ち始め、手が震える。

「俺、本気なんだ。麻田さんが三課に来てくれた時、かわいい子だなと思った。だけど、それだけじゃなかった」

　妙に口の渇かわきを感じるのは、きっと緊張しているからだろう。

「君はいつだって全力で、努力を怠おこたることはない。ひたむきに仕事に打ち込む姿は、輝いている。それに、話していても楽しくて……いつの間にか好きになってた」

　笹川さんが水の入ったグラスに手を伸ばして、ギュッと握ったのが見えた。

「だけど、楠さんが相手じゃ、俺は到底敵わないと、思ってもいた」

　ハッとして顔を上げると、彼の瞳に私が映る。

「楠さん、絶対に麻田さんのことが好きなんだと思ってたから」

　笹川さんは苦しげな顔で、溜息をつく。

「そんなこと、ありえません」

　楠さんが私を好きだなんて、きっとない。

　デートの様なこともしたけど、あれは私が無理矢理誘っただけ。

「だけど、楠さんは麻田さんが三課に来てから、変わったんだ。それまでロボットみたいに表情を崩すことなく淡々と仕事をこなして、俺以外の人は誰も近づけなかった。

　だけど、麻田さんが来てから、人間らしくなったというか……」

　笹川さんは記憶を手繰り寄せているのか、視線を宙ちゅうに舞わせる。

「なにがあろうと、絶対に動揺することはなかった楠さんが、麻田さんのことに関しては、いつもオロオロしているように見えた。重要な案件で君を他の課に行かせている時は、まったく仕事が手についてなかった」

「まさか……」

　笹川さんは少し困ったような顔をして、首を横に振った。

「心配でたまらなかったんだと思う。麻田さんのことが。おそらく、男、として」

　笹川さんから視線をそらすことができない。

　確信を持ったような言い方だ。でも……。

「違い、ますよ。きっと、出来の悪い部下を心配していただけです」

　もし、私のことを心配していたとしても、上司だからだ。

「いや。仕事上の付き合いだけなら、あの人はあんな顔しない。俺……ずっと楠さんのことを尊敬してついてきたんだ。見ていればわかる」

　笹川さんの目は真剣だった。

「だけど、それも……今朝、までだけどな」

「お待たせしました」

　運ばれてきた日替わりランチに救われた。張り詰めていた空気が、ほんの少し緩んだ気がした。

「食べよう、か」

「はい」

　笹川さんに勧められ箸を手にしたけれど、とても食べる気になんてなれない。

　私が林常務の調査を断ればよかったのだろうか。そうすれば、楠さんと笹川さんは今まで通り上手くいったの？

　色々考えてはみたものの、今更どうしようもない。

「ごめん。俺……麻田さんを困らせるつもりなんてないんだ」

「わかってます」

　食が進まない私を見て、笹川さんは唇を噛みしめた。

　笹川さんに心配をかけるのがイヤで、ランチのエビフライを無理矢理口に押し込む。だけど、味なんてちっともわからない。

　なんとかエビフライを飲み込むと、笹川さんがじっと私を見つめているのに気がついた。

「俺じゃダメかな？」

「えっ？」

「俺が麻田さんを守りたい。同僚じゃなくて、麻田さんの特別なひとりに……」

『特別なひとり』というのは、〝彼氏〟ということだろう。

「あっ、あの……」

　すぐに返事ができなくて、慌てふためく。

　笹川さんは素敵な人だし、一緒にいて楽しい。仕事もできるし、非の打ちどころのない人だ。でも……。

「ごめん。俺、急ぎ過ぎだよね。返事は待つよ。とにかく、俺の気持ちは伝えたかった。食べよ」

　それからなんとかランチを胃に流し込んで、会社に戻った。

　午後からも会議室で一課の手伝いが続いた。

　いつもの調子に戻った笹川さんは、人事に戻って行ったけど、楠さんとふたりでいる光景を思い浮かべると、溜息が出そうだった。

　残っていた資料の袋詰めに取り掛かると、頭に浮かんだのは、笹川さんではなく、楠さんだった。

　林常務の女癖の悪さを楠さんが知っていたと聞き、腹を立てた。

　だけど、楠さんのお父さんの話を聞いて、彼が正義を貫きたいと思う気持ちに、同調している自分がいる。

　様々な感情が浮かんでは消え、もうなにもかも放棄してしまいたい気分になった。

　それから黙々と作業を続けていると、二時間ほどして、一課の朝日さんが顔を出した。

「ごめんね。ひとりでやらせちゃって」

「いえ。もうできますから」

「さすが、楠さんの自慢の部下だね。この間、山際さんに同じようなこと頼んだら、就業時間内に半分しか終わらなかったよ」

　朝日さんは私の向かいに座ると、あとわずかになった資料を封筒に入れ始めた。

　優雅にゆったりと袋詰めしている山際さんの姿が目に浮かんだけど、私は本当に、楠さんの自慢の部下なのだろうか。

「そういえば、楠さんと笹川君、今日一言も口きいてないみたいだけど、なんかあった？」

　朝日さんの何気ない質問に動揺して、資料を落としてしまい、慌てて拾い上げる。

「元々あんまり話す人達じゃないけど、なんかこう……ピリピリしてて。さっき、二課と打ち合わせをしていたら、こっちまで重苦しい雰囲気になったよ」

「いえ、なにも……」

　やはり、険悪な雰囲気の様だ。

「そっか。僕が気にしすぎかな。麻田さんがいなかったから、そう感じたのかもね」

　それから、三十分もかからずに、作業はすべて終了した。

「ありがとう。ほんとに助かった。麻田さん、一課に来ない？」

「いえ、私は……」

　常務のことがあっても、三課を出たいと思わないことに気がつき、驚く。

「残念だな。麻田さん、ホントにテキパキ動いてくれるから、助かるのに」

「ありがとうございます」

　それからその資料の郵送の手配をし、人事に戻ったのは、終業時間の十七時半が過ぎた頃だった。

「お疲れ様です」

　朝日さんが言った通り、三課の周りの雰囲気がピリピリしている。

「麻田、お疲れ。もう今日は上がっていいぞ」

　楠さんは書類から目を離すことなくつぶやいた。

「はい。それでは」

　いつもならふたりの仕事を手伝うけれど、今日は逃げ出したかった。このどんよりとした空気が気になったけれど、私がどうにかできることではない。

　会社を出ると、ホッとして気が抜ける。

　だけど、明日から、また通常通り三課の業務が待っている。

　どうしよう。

　三十分ほど電車に揺られたあと、家までの道を歩いていると、バッグの中でスマホが震えた。それは、楠さんからの電話だった。

「もしもし」

『もしもし、今、家か？』

「まだです。もうすぐつきます」

『三十分後に迎えに行く』

「はっ？　どうし……」

　楠さんは言いたいことだけ言って、電話を切ってしまう。

『迎えに行く』って、どういうこと？

　楠さんと会っても、なんと言ったらいいのかわからない。

　頭が真っ白になったけど、来るというからには、約束の時間前に来るだろう。

　家に帰ると、着替えもせず、ソワソワしながら楠さんの到着を待った。

　楠さんがやってきたのは、予想通り約束の五分前だった。

　窓から彼の車が見えると、二階の部屋から駆け下りた。

「楠さん、どうしたんですか？」

　ジャケットは脱いでいるものの、まだシャツにネクタイ姿。会社から帰って、そのまま来たのだろう。

「話がある。乗れ」

　私を乗せた彼の車は、ふたりで行った公園の駐車場に向かった。

　会社ではなくこんなところで話すというのは、林常務の話なのだろうか。

「呼び出してすまん」

　ギアをパーキングに入れた彼は、エンジンを切ることなく話し始めた。

「いえ」

　暗くなった公園は、風で木々がざわめくたびに、ビクッとするほど不気味だ。

「今日は早かったんですね。楠さんが残業なしなんて珍しい」

　普通を装ったつもりだ。そうでなければ、この息が詰まりそうな雰囲気に耐えられそうにない。だけど……。

「お前に話があってな」

「フー」と大きく溜息をついた楠さんは、ヘッドレストに頭をもたれさせた。

「笹川の言う通りだ。林のセクハラ行為について、俺は知っていた」

　突然告白を始めた楠さんに驚いたけど、びっくりしたり腹を立てたりという時期はもう過ぎている。

　自分でも驚くほど冷静に、彼の話に耳を傾けた。

「あの日、私を待っていてくれたのは、それだからですか？」

　楠さんは小さくうなずいた。

「もー最低。あんなオヤジ、さすがに趣味じゃないです」

　ちょっとおどけてみせた。

　楠さんが常務を許せないという気持ちが、わからないではないから。

　だけど、私の軽いノリとは違い、楠さんは表情を硬くする。

「仕事の域を超えているのも、承知している」

「それでも、常務が許せなかった……ですよね」

　私の発言に驚いた様子の楠さんは、メガネの下の瞳を見開いて私を見つめる。

「楠さん、どうして私なんか採用したんですか？」

　楠さんがしたことを責めるのは簡単だ。だけど、彼の辛かった過去に同情してしまう私は、強く責めることができなくて、話を変えた。

「お人好しだったからだ」

「は？」

　思わぬ返事に、間抜けな声が出てしまう。

「俺達の仕事は、一歩間違えば私利私欲で思うままに人を操ることができる。嫌いなヤツはリストラしてやればいい。ムカついたら左遷。そんなことだって可能だ。だからこそ、三課に携わる人間にはそれなりの人格を求める」

　楠さんの言う通りだ。三課は最後のカードを持っている。

「だけどお前は……駅で見かけた時、ばあさんを助けたり、チビの代わりにケガしたり……自分の就活より他の人に手を差し伸べていただろう？　いまどき、そんなヤツ少ないぞ」

　あの日、全部見られていたんだ……。

「あの様子を見ていたら、こいつは自分の感情より、他の人間のことを考えて動けるヤツだと思った。だから、採用した」

　あの時は必死で、難しいことなんてなにも考えなかった。というか、体が勝手に動いていた。

「それなのに、俺は自分の感情で動いている。最低だな」

　楠さんの横顔が、寂しげに見える。

「楠さんって、難しいことばっかり考えてるんですね。私みたいにお気楽に生きたらいいのに。ケセラセラ、です」

　お願いだから笑っていて。

　過去の辛い経験は、あなたに影を落としたかもしれない。だけど、今からでも遅くはない。笑って――。

「お前と一緒にいると、調子が狂うな」

「あれー、それは褒め言葉ですか？」

　にっこり笑ってみせると、楠さんも表情を緩めた。

「常務のことは……まだ続けるんですよね」

「あぁ」

　おそらく彼は、私を外してひとりでやるつもりだろう。

　手伝うと言っても、手伝わせてはくれないだろう。笹川さんだってそうだ。

「わかりました。頑張ってください」

　あえて、もう係わらないという〝フリ〟をした。

　楠さんの情熱を知って、ここで手を引くことはできない。でも、笹川さんにあそこまで言われて、楠さんの指示で動くこともできない。

　私はひとつの決意をしていた。

「また遊びに行きましょうよ。今度はサンドウィッチを作りますから。中身はなにが好きですか？」

　休日くらいは頭を休ませてほしい。そんなにストレスを抱えていては、いくら強い楠さんでも、つぶれてしまう。

「そうだな。タマゴだ」

「楠さん、タマゴなんだ。やっぱり子供みたい」

　クスクス笑ってみせると、不機嫌な顔を私に向けた彼は、「うるせー」とつぶやく。

　だけどわかってる。本当は目の奥が笑っていること。ピリピリしたオーラが、一瞬消えたから。

　それから家まで送ってくれた楠さんは、私を降ろすと窓を開けた。

「それじゃあ、お疲れ」

「お疲れ様でした。あの……」

「無理、しないで」と言いたいのに、言えない。

　そんなことを言ったところで、彼が手を抜く訳がない。それなら、私のできる範囲で手伝うしかない。

「タマゴ、期待してる」

「えっ？」

「それじゃ」

　私が返事をする前に、窓を閉め、走り去ってしまった。

　相変わらず冷たい男。

　私のことを好きだなんて、やっぱりありえない。

　だけど、ほんの少し素顔を見せてくれたようで、うれしかった。










タマゴサンドのお味は？




　次の日からは、平然とした顔で働いた。

　とある決意をしたことで、自分のすべき目標が定まり、迷いしかなかった気持ちが引き締まった。

　だけど、楠さんと笹川さんはまったく口を利かない。

　朝日さんの言っていた通り、雰囲気は最悪だった。

「笹川さん、大阪からお電話です」

「サンキュ」

　この間のリストラの件だろうか。

　笹川さんは話を聞かれたくないのか、一台だけコードレスになっている受話器を持って、フロアを出た。

　たった三人の三課。でこぼこな課員ではあるけれど、どこよりも団結していると思っていた。

　だけど、林常務の件があってから、バラバラになってしまった気がして残念だ。

「楠さん。製造技術部の派遣社員の件ですが……」

　とにかく今は、また元の三課に戻れることを信じて、自分にできることをやるしかない。

　その週、ふたりは仕事で必要なこと以外、一言たりとも言葉を交わさなかった。




「麻田さん、飲みに行かない？」

　金曜の帰り、笹川さんに誘われたけれど、すぐに返事ができなかった。すぐ横にいる楠さんが気になったからだ。

「あの……」

　笹川さんの、私限定の誘い方に困って、チラッと楠さんを見てしまった。

「ふたりで話したいんだ。いいだろ？」

　すると笹川さんは、ますます露骨に楠さんを遠ざける。

「それじゃ、お先だ」

　楠さんはデスクの上に山積みになっている書類の一部をバッグに突っ込むと、席を立つ。

　本当はもう少し残業するつもりだったに違いない。でも、笹川さんに気を遣ったようだ。私が楠さんを残して、飲みに行けないことがわかっているのだろう。

　楠さんが帰り、断る理由がなくなってしまった私は、笹川さんと一緒に会社を出た。

　笹川さんは駅前の居酒屋に私を誘った。

「麻田さん、ビールでいい？」

「はい」

　真向かいに座った笹川さんが、あっという間にテキパキとおつまみまで頼む姿は、仕事の行動力に通ずるものがある。

「はぁ、今週もハードだった」

「お疲れ様です」

「麻田さんも疲れただろ」

　すぐに来たビールのジョッキをカチンと合わせて乾杯すると、笹川さんはゴクゴクとビールを喉に送る。

「うれしいな。麻田さんとこうして飲めるの」

　笹川さんに、ニコッと笑ってみせたものの、なんと答えたらいいのかわからない。

　こんなに素敵な人に告白をされたというのに、困るなんて贅沢だ。だけど、素直に「彼女にしてください」と言えない。

　それはやっぱり……楠さんが気になるから。

「麻田さん、趣味はなに？」

「趣味、ですか。特にないんですけど、料理は好きですね。あっ、好きなだけで上手い訳ではないですよ？」

「へぇー。麻田さんの手料理、食べてみたいな」

　その時、頭に浮かんだのは、いなりずしを食べる楠さんの姿。

「特別できる訳じゃないんです。普通、かな？」

「食べてみたいなぁ。今までに麻田さんの手料理を食べた人、何人いるんだろうね」

　笹川さんは冗談のつもりで言ったに違いない。だけど、私はドキッとして、手に汗握った。

　私の手料理を食べたことがあるのは、父と母と、弟と……楠さんだけ。

「い、いえ。家族だけですよ」

「そっか。お、来た来た。食べようか」

　笹川さんは、最初に運ばれてきたつくねを私の皿に置いてくれた。

　それからは、互いの学生時代の話で盛り上がった。

「へぇ、女子ってそんなに就活厳しかったんだ」

「そうですよ。特に、私みたいな文系女子は大変だったんです。どれだけ資料請求したか。でも資料さえもらえないんです」

　ビールが進んで少し頬が赤らんできた笹川さんは、緩めていたネクタイをシュルリと外した。

「それじゃあ、どうやって楠さんと出会ったの？」

「えっ？」

　突然真顔になった彼は、食べる手を止め、真っ直ぐに私を見つめる。

「楠さんとは……偶然です。たまたま他社の面接に行く途中に出会って……」

「それで見ず知らずの学生をスカウトしたの？」

「いえ、あの……その時に……」

　どうやって説明したらいいのだろう。

『他の人間のことを考えて、動けるやつ』と私を評価してくれた楠さんとのことを、上手く説明できる自信がない。

「楠さんの一目惚れってとこか」

「違います！」

　思わず大きな声が出た。

　楠さんはそんなにいい加減な人ではない。個人的な感情で採用を決めたりしない。

「もしかして、麻田さんも楠さんのことが好きなの？」

「違います」

　笹川さん、酔ってるの？

　いつもの優しい彼とは違う。

　周りを見渡す余裕があって、発言の前にはその言葉がもたらす影響について、きちんと考えられるような人なのに。

「それなら、俺と付き合ってよ」

「笹川さん、酔ってますよ？　もう帰りましょう」

　今日はこれ以上、ふたりで話していたくない。笹川さんには〝悪いお酒〟だったようだ。

　私がバッグを持ち立ち上がると、彼が突然私の腕を引いた。その力があまりに強くて、途端に胸が激しく鼓動する。

「笹川さん……」

　少し困った顔で彼を見つめると、ハッとした彼は私の腕を解放した。

　気まずくなってうつむいていると、彼は私が手にしていた伝票を奪い、会計に向かう。

「あの……」

「これくらい、おごらせてくれ」

「ありがとう、ございます」

　グデングデンに酔っているという訳でもなさそうだ。少し顔は赤いけど、店員との受け答えははっきりしている。

　居酒屋を出て駅の方向に歩き出そうとすると、再び笹川さんに腕を引かれ、気がつくと……。

「麻田さん」

　彼の腕は、想像以上に筋肉質だった。

　こんな風に抱き寄せられると、胸が苦しくて泣きそうになる。

「笹川さん、やっぱり酔ってます」

「酔ってない。俺は本気だ」

　彼はもがく私を解放してくれない。そのまま強く抱きしめられて、なす術がなくなってしまった。

「お願いです、離してください」

「楠さんは好きにしろと言ったんだ。俺は必ず君を手に入れる」

　笹川さんが声を震わせる。

「お願い！」

　大きな声を出すと、ようやく腕の力を緩めてくれた。

「好きなんだ」

　私から視線をそらさない笹川さんは、眉間にシワを寄せ、唇を噛みしめる。

「ごめんなさい。私……帰ります」

　今日は冷静に話せそうにない。笹川さんの追い詰めるような目が、怖い。

　私は彼を残して走り出した。

　途中で頬に伝わる涙に気づいても、走る勢いを緩めることもなく、後ろで私の名を呼ぶ声が聞こえても、振り向くこともしなかった。

　自分の気持ちに、はっきり気がついたから。

　笹川さんに抱き寄せられた時、胸が苦しくてたまらなかった。

　私が求めているのは、彼ではない。抱きしめてほしい人は、別にいる。

　駅の近くまで来ると、バッグの中からスマホを取り出し、あの人の番号を表示する。

　あの人に会いたい。あの人の胸にすがりついて、思いっきり泣きたい。

　あなたはあの時どうして、『好きにしろ』なんて言ったの？　そんなに私のこと、嫌い？

　だけど、そんなことを問いかけられる勇気を持ち合わせているはずもなく、スマホをバッグにしまった。

　ボーッと電車に揺られていると、窓に映る自分の姿にハッとする。

　こんなに落ち込んだ顔をしていたら、あの人は笑ってくれない。私が落ち込んでいたりしたら……。

　土曜の朝は、起きると九時を過ぎていた。

　ベッドを出て着替えを済ませ、髪をひとつにまとめると、キッチンに行って冷蔵庫の中のミネラルウォーターに手を伸ばす。

「卵……」

　その時、視界に入った卵を見て思い出してしまった。楠さんがタマゴサンドを好きなことを。

　卵を見たら、勝手に体が動いた。

　近所のスーパーで買い物を済ませると、ゆで卵を作り始める。そして、その横でチキンとアスパラの炒め物を作り、エビフライを揚げる。

　ゆで卵が出来上がると、つぶしてマヨネーズで和え、パンに挟む。他にハムときゅうりのサンドウィッチも用意した。

　一人分でよかったはずなのに、出来上がったのはどう見ても二人分はある。

　それらをすべてお弁当箱に詰め終えると、すぐに家を飛び出した。お昼には間に合うかもしれない。

　行き先は、楠さんのマンション。

　でも、マンションのエントランスまで来て、動けなくなった。

　勢いでここまで来たけど、本当に作ってくれと頼まれた訳ではない。まして、私がこうして押しかけるのは、迷惑かもしれない。

　部屋の呼び出しボタンに何度も手を伸ばしたけれど、どうしても押すことができない。

　もう帰ろうかと思った時、入り口から見えるエレベーターから人が降りてきて慌てた。楠さんだ。

　やっぱり無理。足が自然と外に向かう。

　先週までとは違う。気軽に「お弁当です」なんて言えない。だけど……。

「わっ！　痛っ」

　マンションのエントランスを出たところで、階段を一段踏み外し、派手に転んでしまった。

「大丈夫ですか？」

　そんな私に駆け寄ってくれたのは、楠さんだった。

「麻田？」

「……はい」

　どうしてドジを踏んでしまうのだろう。楠さんの前では転んでばかり。

「お前、どうして？」

「あ、あの、お弁当です」

　恥ずかしくなった私は、お弁当の入ったバッグを差し出すと、「それでは」と立ち上がって走り出そうとした。

　だけど、あっけなく楠さんに腕をつかまれ、止められてしまった。

「待て。お前、その膝……」

　楠さんに指摘され、自分の膝に目をやると、初めて出会った時のように擦りむいて血が出ている。痛かったけど、ここまでとは。

「大丈夫です。それでは」

「じゃねーだろ。その足で電車に乗るつもりか。来い」

　楠さんに半ば無理矢理手を引かれて足を踏み出したけれど、膝だけでなく足首まで痛い。どうやら、ひねってしまったらしい。

　痛い右足を引きずるように歩くと、それに気がついた彼は足を止めた。

「痛むのか？」

「……はい。ちょっと」

　彼に迷惑をかけっぱなしだ。

　情けなくなってうつむくと、突然体が宙に浮いた。

「えっ……あのっ……」

「歩けないんだろ？」

　私を抱き上げた彼は、驚いて目を見開く私とは対照的に、平然とした顔をしている。

「いえ、あの、ゆっくりなら歩けますから」

「お前は無理ばかりする。いいからつかまっておけ」

　息遣いを感じるほどの距離に、緊張しすぎて頭が真っ白になる。

「重い。きちんとつかまれ」

「すみません」

　視線を合わせられないまま、おずおずと彼の首に手を回し、しがみつく。

　思わぬケガの恩恵に、息をするのも忘れてしまいそうなほどの緊張が、私を襲う。

　彼は部屋の前まで来ると、やっと私を下ろした。

「すみません、重かったですよね」

　鍵を開けている彼に頭を下げると、「お前、もっと食った方がいい」とつぶやいた。

　玄関でサンダルを脱ぐと、足首の辺りが赤く腫はれあがっている。

「派手に転んだな」

　それを見た彼が、盛大な溜息を漏らす。

「すみません」

　もう、それしか言えない。

　すると彼は私を再び抱き上げ、リビングに向かった。

　もうダメだ。これ以上は心臓が破れてしまいそう。

　ソファに下ろしてくれた彼は、なにも言わずにキッチンに向かう。

　子供の様な膝頭を見つめていると、彼と出会った時から成長していない自分に呆れる。二十歳超えても、未だやんちゃな子供の様だなんて、とても笑えない。

「まったくそそっかしい。見せてみろ」

　保冷剤を持ってきた彼は、私の足を大きな手でつかみ、ゆっくり動かしてみせる。

「あっ……」

　ある角度に曲げられると、激痛が走り、顔をしかめる。

「とりあえず冷やしておけ。腫れが引かなければ、病院だ」

　彼は持ってきた保冷剤を自分のハンカチで包み、足首に縛りつけてくれる。

　そして、今度は隣の部屋に行き、救急箱を持ってきた。

「お前のために用意した救急箱だな」

　楠さんの言う通り、その中のもので使われた形跡があるのは消毒液と絆創膏だけ。でも、私が買ってきた解熱剤が入っているのが見えた。

「本当にすみません。でも、男の人が救急箱を持ってるなんて、珍しいですね」

「なんだ。女々しいとでも言いたいのか」

「いえっ。決してそんなことは……」

　神経質な彼らしいと思っただけだ。そんなこと、口が裂けても言えないけど。

「お袋が無理矢理置いていったんだ」

「そうなんですか」

　それを聞いて、少し安心した。辛い思いをしたかもしれないけれど、お母さんには愛されていたのだとわかったから。

「ほら、今度は膝だ」

「痛っ」

　相変わらず乱暴に消毒液をかけた楠さんは、傷口をガーゼで思いっきり拭く。

　そのゴツゴツした〝男〟の手にドキドキしてしまうのは、きっと彼のことが、好き、だから。

「ちょっと、もう少し優しくしてください」

　動揺を悟られまいと、口を尖らせ怒ったフリをすると、彼はメガネのフレームに触れて呆れ顔。

「なんでお前に」

　相変わらず冷たい言い方。本当は優しいくせして。

「ほら、できたぞ」

　最後に絆創膏を貼ってくれた彼は、私をじっと見つめた。

　そんなに見ないでほしい。頬が赤く染まるのに、気づかれてしまう。

「それで？」

「あっ……」

　ここに来た理由を忘れていた。

「これを……」

　おそらく、転んだ時にひっくり返してしまったから、中は大変なことになっているだろう。

「約束したお弁当です。それでは失礼します」

『約束した』なんて大げさだ。楠さんも、軽い気持ちで言ったに違いない。

　気まずくなって立ち上がったけれど、ケガだらけの私は簡単に腕をつかまれ、再び座らされた。

「タマゴ、か？」

　観念してうなずくと、彼は保冷バッグのファスナーを開け、弁当箱を取り出した。

「あ、あの……。さっき、ひっくり返しちゃったから……」

　私の制止も聞かず、ふたを開けた彼は、クスクス笑う。

　笑った。楠さんが、笑った！

　チキンとアスパラの炒め物があっちこっちに飛び散っていて、残念なことになっているお弁当は、朝とは違う代物だ。

「すみません……」

「いや。ちょうど昼飯を買いに行くところだったんだ。食ってもいいか？」

「はい！」

　食べてくれるんだ。

　私は胸を撫で下ろした。

　おせっかいだと言われたら、きっと立ち直れない。

　まず、キチキチに詰めてあったおかげで、無事だったタマゴサンドを口に入れた彼は、なにも言わずに何口も食べ進む。

「おいしい」と一言くらい言ってくれてもいいのに。まぁ、そこが彼らしいのだけど。

　表情ひとつ変えない彼は、エビフライにも手を出した。

「お前は食わないのか？」

「私は帰ります」

「いいから食え。こんなに食えないだろ。それに……ひとりよりふたりの方がうまい」

『ふたりの方が』という言葉に胸が高鳴る。

　他人を寄せつけないような雰囲気の彼だけど、ひとりよりふたりを選んでくれた。

　うれしくなった私は、素直にサンドウィッチに手を伸ばした。

「おいし」

「自分で作っておいて」

「だって、楠さんは言ってくれないから」

　ちょっとふてくされてみせると、「うまいよ」とつぶやく彼に驚く。

　私、やっぱりこの人が好き。全然素直じゃなくて、どこか不器用な彼のことが。

　だって、彼に『うまいよ』と言ってもらえるだけで、こんなにドキドキしているのだから。

　黙々と食べ続ける楠さんは、やっぱり無表情。

　それでも、どんどん手が伸びるということは、おいしいと思ってもいいのかな？

　楠さんの言う通り、ふたりだと食が進む。作りすぎたかもしれないと思ったけれど、彼は全部食べてくれた。

　私が弁当箱を片付けてしまうと、彼は視線を合わせないまま「よかったのか？」とつぶやく。

「なにが、ですか？」

「笹川だ」

　たった一言だった。だけど、なによりも破壊力のある一言だった。

　楠さんの口から、笹川さんの名前を聞きたくなかった。

「どうして？　どうして、そんなこと言うんですか？」

　泣きそうだった。好きな人に、他の男の心配をされるなんて。

「ひどいよ、楠さん」

　別に気持ちを伝えた訳でもないのに、勝手に怒っているのはおかしいかもしれない。だけど、やり切れない。

　いたたまれなくなった私は、立ち上がり、部屋を飛び出そうと足を踏み出した。だけど……。

「待て」

「待たない」

「いいから」

　がっちり腕をつかまれて動けなくなってしまうと、ひたすら涙を我慢するしかなくなる。

「麻田」

　どうしてそんなに優しい声で私を呼ぶの？

「楠さんの、バカ」

　視界が涙でにじむ。そして、一粒だけ涙が頬を伝って落ちた。

　泣き顔なんて見せたくない。

　慌てて顔を伏せ、彼の手を振りほどいて、再び部屋を出ようとする。でも、それができなかったのは……彼に抱き寄せられたから。

「麻田」

「イヤ……」

　その気がないなら優しくしないで。

　だけど、彼の腕の中があまりに温かくて、涙がとどまることなく溢れ出してきてしまう。

「麻田、俺……」

　耳に届く彼の鼓動が速い。私と、同じように。

　彼はそれからしばらく、なにも言わない。ただ、私の背中に回した手に力を込めるだけ。

　抱きしめられたりしたら、勘違いするじゃない。

　私の恋心に気づいた彼の、ただの優しさなら、残酷だ。

「離して」

　小さな声でつぶやいても、彼は離してくれない。

「離して！」

　今度は胸を強く押すと、やっと解放してくれた。

「おしかけて、ごめんなさい。もう、しませんから……」

　もう涙を我慢なんてできない。だって、こんなに悲しいんだもの。

　ポロポロこぼれる涙を拭うこともせず、彼の顔を見つめる。

　あなたの笑顔が好きなのに。笑っていてほしいのに。

「失礼します」

　彼が巻いてくれた保冷剤を取り机に置くと、足の痛みをこらえながら、そのまま部屋を飛び出した。

　タマゴサンドを食べてくれた彼の隣は、とても幸せだった。それなのに……たった一言で、私の思いは葬ほうむられてしまった。

「あーあ、やっぱ男運、ないわ」

　笹川さんを好きになったら、今頃楽しくデートでもしていたはずなのに。

　どうして、あんなに冷たい楠さんに魅かれたのだろう。

　あの人の胸の内にある、強い正義へのこだわりに気がついたから？

　自分はどれだけ大変でも、正しいことを正しいと言い続ける楠さんは、私の中ではかっこよすぎる存在なのだ。彼は尊敬に値する存在だった。

　家に帰って茫然とする。

　衝動的に弁当を作って持って行った結果……私の恋は終わってしまった。まともに告白すらできないままに。

　弁当箱をシンクに放り込んでも、洗う気にはなれない。

　そのままキッチンに立ち尽くして、静かに涙を流した。










優しくしないで




「おはようございます！」

　週明けの月曜は、思いきり元気に出勤した。

　楠さんのことだ。私の元気がないと、余計な気を遣いそうだから。

　幸い足の腫れは引き、普通に歩けるようになった。

「おはよう」

　先に出勤していた楠さんは、私をチラッと見ただけでいつものように表情がない。

　メガネに隠れた素顔の彼は、今、なにを考えているのだろう。私のことなんて、眼中にない、か……。

「おはようございます」

　すぐに笹川さんがやってきて楠さんに小さく頭を下げたあと、私にもあいさつをしてくれる。

　笹川さんを好きになれたら、優しくしてもらえそうなのに。

　ふと、そんなことが頭をよぎったけれど、すぐにパソコンを立ち上げた。今は仕事に集中しよう。

「麻田」

「はい」

　突然楠さんに呼ばれると、必要以上に胸が高鳴る。

「広報の部長に、この書類を届けてくれ」

「はい」

　仕事の話に決まっているのに、いちいちドキッとしてしまう自分が情けない。

　だけど、彼が一瞬、私の右足に視線を落とした気がした。

　その日は、何事もなく終業時間を迎えた。

　常務のことも、なんの進展もない。

　会社を出るとすぐにスマホが鳴って驚いた。笹川さんからだ。

　出ない訳にもいかなくて、迷いながらもボタンを押した。

「もしもし」

『麻田さん、まだ会社の近くにいる？』

「……はい」

『ちょっとだけ、時間をもらえないかな』

　即座に「はい」と言えないのは、金曜のことがあるから。

『ごめん。謝りたいんだ』

　結局、必死に食い下がってくる笹川さんの申し出を受け入れた。

　笹川さんに言われた通り、会社の裏手にある公園で待っていると、「はぁはぁ」と息を切らせて彼はやって来た。

「ごめん。待たせたね」

「いえ。そんなに急がなくてもよかったのに」

　私の前まで来た笹川さんは、ネクタイを少し緩めて口を開いた。

「金曜は、ごめん」

　彼はしばらく頭を下げたまま、微動だにしない。

「笹川さん、気にしてませんから。頭上げてください」

　こんな風に謝られると思ってもいなかった私は、少し焦った。

「笹川さん、ホントにもう大丈夫ですから」

　彼の肩に手をかけると、ようやく顔を上げてくれた。

「ごめん。俺……焦ってた。麻田さんも楠さんのことが好きなんだと感じたから」

「いえ、私は……」

「楠さんのことなんて、なんとも思っていません」と言うべきかもしれない。だけど、どうしても言えない。

「フラれるの覚悟で告白したのに、やっぱり諦められない」

　笹川さんは、バツの悪そうな顔をした。

　どうしたら、いいのだろう。

　笹川さんの気持ちを知ることで、楠さんへの恋心をはっきりと自覚してしまった。心の中にいるのは、笹川さんではない。

　私も、フラれちゃったけど。

「勝手に好きでいてもいいかな。麻田さんがもし他の誰かと上手くいった時は、きっぱり諦める。だけどもし俺のこと、少しでも考えてもいいと思える時がきたら……」

「笹川さん……」

　彼は本当に優しい人だ。私ならこんなセリフ、とても言えない。

「あー、俺ってこんなに女々しいキャラじゃなかったんだけど」と笑ってくれた笹川さんに、私は小さくうなずいた。心の中で「ごめんなさい」とつぶやきながら。

　楠さんにフラれたからといって、すぐに笹川さんの手を取るなんて、どうしてもできなかった。

　そして、火曜日を迎えた。

　私は朝からソワソワしていた。だって今日は、林常務が小料理屋に行く日だから。

　おそらく楠さんは、もう常務に近づけとは言わないだろう。

　だけど、優秀な楠さんと笹川さんが調べても、なかなか証拠がつかめなかったのだ。このチャンスをものにしなければ、常務の不正は永遠に暴かれないかもしれない。

　笹川さんが声を荒らげたあの日から、楠さんも笹川さんも、忙しく動き回っていて、常務のことは一言も口にしなかった。あえて避けているかのように。

「お先に失礼します」

　その日、ひと通りの業務を終えると、すぐに席を立った。いつもはふたりが残業していると手伝うけれど、今日は別。

　楠さんは一瞬驚いたような顔をしたものの、またいつものポーカーフェイスに戻って「お疲れ」とつぶやいた。

　私は気持ちの整理をしたくて、そのまま地下に向かった。

「あら、麻田さん」

「ご無沙汰しています。最近手伝えなくてすみません」

「あら、楠君みたいなこと言うのね」

　クスッと笑った遠藤さんは、業務日誌をつけていた手を止めて「お茶でも淹れようか」と席を立つ。

「いえ。時間がなくて」

「そうなの？　残念。座って？」

　丸椅子を引き出す遠藤さんの少し荒れた手は、日々の真面目な仕事ぶりを示しているようだ。

「どうしたの？」

「……はい」

　彼女は、私がここに来るのが、困った時だとわかっているようだ。

「あのっ……。私も、正義を守ってもいいでしょうか」

　遠藤さんは、突拍子もないことを言い出した私に、ひどく驚いている。

「なにを言い出すかと思えば。当たり前じゃない」

　すぐに優しい笑顔に戻った彼女は、何度も小さくうなずいた。

「ありがとうございます。遠藤さん」

　気持ちは決まった。私が三課の一員として……いや、楠さんのためにできることは、これしかない。

　立ち上がって深々と頭を下げ、部屋を出ようとすると、温かい手が私の腕を引き止める。

「待ちなさい。麻田さん、あなた……なに考えてるの？」

「いえ。なにも。ちょっとヒーローぶってみたかっただけです。今度は手伝いに来ますね」

　余計な心配をかけてはいけない。無理矢理笑顔を作って、今度こそ部屋を出た。

　会社を出ると、いつもとは違う路線の電車に揺られる。

　今日は短めのスカートを穿いてきた。駅のトイレでメイクも直した。

　あとは、勇気、だけ。

　先週行ったばかりの小料理屋の前に立つと、大きく深呼吸してから引き戸に手をかけた。

「いらっしゃいませ」

「こんばんは」

　懸命に作った笑顔は、ぎこちなくはなかっただろうか。

　もう来店していた林常務が私を覚えていたようで、「おぉ、君か。こっちにおいで」と手招きしてきた。

「先日は、ごちそうさまでした」

　一歩一歩近づくと、常務の手の感触が蘇よみがえり、震えそうになる。

　だけど、私は決めたんだ。絶対に不正は許さない。

　自分を奮い立たせると、反へ吐どが出そうなのを我慢して、隣に座る。

「この間のお料理がおいしくて、またお邪魔しました」

「それはありがとうございます」

　板長が笑ってくれるのが救いだった。

「板長、お嬢さんにうまいものを」

　すでに日本酒の入っている常務は、いたって上機嫌。

　だけど私は、フワンと鼻をくすぐる日本酒の匂いだけで悪酔いしそうだった。

「なにか飲むかい？」

「いえ、今日は……」

　やんわりと酒を断り、板長がすぐに出してくれたお通しに箸をつける。

　だけど、口がカラカラに渇いて味がわからない。

　一旦箸を置くと、常務が手酌しようとしている徳とっ利くりをスッと奪って、お猪口に酒を注ぐ。

「やぁ、悪いね」

「いえ。この間のお話、とても興味深くて。実は冷蔵庫も考えているんです。もう少し大きいのが欲しくて」

　もしかしたら急ぎすぎかもしれないと思ったものの、話に乗ってきた。

「おぉ、冷蔵庫ね。最近は、ガラストップのものがよく売れてるよ。高級感があるからね」

「ガラストップですか。それはいいですね」

　だけど、ガラストップはどのメーカーも取り揃えていて、珍しくもない。

　当たり障りのない回答に、もしかして、警戒されている？と思い、さらに酒を勧めた。酔えば、口も滑らかになりそうだ。

「おっと、悪いね」

　お酌をする手が、微かに震えている。だけど、なんとか気づかれずに済んだようだ。

「私、最近太ってしまって。こうして外食が多いので、自炊して健康管理しないとと思っていまして。冷蔵庫を新しくして、頑張ろうかと」

　落ち着かなければと、出されたタコの唐揚げを一口食べる。

　板長が出してくれる料理は、絶妙の味付けで、彩も鮮やか。ひとりならきっと楽しめたのに。

「どこが太ってるんだよ。足だって、こんなにきれいじゃないか」

　私の足元に視線を這わせる常務に、体を硬くする。

「またぁ。お上手ですね」

　ひきつる笑顔で、なんとか声を絞り出した。

「いい女だねー」

　その言葉とイヤらしい視線は、もうアウト！　十分セクハラだ。

「ありがとう、ございます」

　それから早かった。私の太ももに、手が伸びてくるのが。

　ストッキング越しにも、常務のざらりとした気持ち悪い皮膚の感覚が伝わってくる。

　本人はさりげないつもりなのだろう。だけど、とんでもない。

「もうすぐ、便利な機能のついた冷蔵庫が出るよ」

　常務は少し顔を近づけ、小声でつぶやく。

「どんな機能ですか？」

「あらかじめ庫内の在庫を登録しておけば、外出先からスマホで確認できるんだ。そうすれば、スーパーで余計なものを買わなくて済むだろう？」

　それは便利だ。本当に欲しい。

「詳しくは言えないけど、その方法については特許申請されていて、おそらくもう承認される。この商品は、群を抜いて売れると踏んでいる」

「すごいですね」

　たしかに、そんな機能がついた冷蔵庫を他に知らない。売れるかもしれない。

　もう少し踏み込んでみようと、再び口を開いた。

「特許ってすごいですね。特許を取ると、かなりもうかるものですか？」

「そうだね。早く取った会社が勝ちだから。他のメーカーが使いたかったら、使用料を払うしかないからねぇ」

　常務の顔が赤らんできた。酔いが回ってきたようだ。

「それじゃあ、特許が取れれば会社は安あん泰たいですね」

「あぁ、うちの社か……」

　常務は意味深に笑った。

　明日会社で、特許が申請されているか調べなくちゃ、と考えていると……。

「冷蔵庫、プレゼントしようか？」

「いえ、そんな。高いものですし」

「そんなの、君次第だよ……」

　常務の手がスカートの中を上がってくる。私は必死にその手を押さえて抵抗した。

　助けて！

　目で板長に訴えたけれど、見て見ぬふりをしている。

「出ようか？」

　露骨な常務の誘い方に、震える。

　少なくとも私は、冷蔵庫くらいで、絶対に落ちたりしない。

　最大のピンチがやって来た。

　だけど、なんとかひとりで切り抜けるしかない。でも、どうやって？

「わー、この料理おいしそう」

　実におかしな切り返しだ。だけど、他に思いつかない。

「またおごってあげるよ」

　そういう問題ではない。

　酔いの回った常務の目が少し潤んでいる。だけど、はっきり言って色気もなにもない。

「残したら、もったいないですから、ね？」

　板長、助けて……。

　一いち縷るの望みをかけ、板長にすがるような視線を送ったけれど、今度ははっきりと目をそらされてしまった。

　金を落としてくれる常連には、なにも言えないってこと？　大人の世界って、ホント最低。

　座敷席に数人の客がいるものの、もう出来上がっていて私達のことなんて眼中にない。

「さあ、行こう」

　誰が「行く」と言ったの？

「板長、つけておいて」

　よろけながらも立ち上がった常務は、私の腕を引いた。

　想像以上に力強い。

　もう無理だ。これ以上は、危険すぎる。

　そう思った瞬間、入り口の引き戸が開き……。

「その女、俺の女でね」

「ハァハァ」と息を切らせた楠さんが入ってきた。

「離してもらえませんか？」

　メガネの下の目が、いつも以上に鋭く光る。ものすごく怒ってる……。

「な、なに言ってんだ。このねーちゃんが冷蔵庫を買ってくれって誘ってきたんだ」

　はぁ？

　呆れてものが言えないというのは、きっとこういうことだ。

「こいつの家の冷蔵庫は十分に機能している。料理もうまいからな」

　私のところまで歩み寄った楠さんは、自分よりずっと小さい常務を威圧的に見下ろすと、私の手首を引っ張って、自分の方に引き寄せた。

「こいつの会計はこれで」

　カウンターの上には一万円札。

　私、そんなに食べてない！と言える雰囲気でもなく、そのまま楠さんに引っ張られて店を出た。

　とにかく、ピンチは脱した。

　どう見ても怒っている楠さんは、私の手を強く握ったまま無言で歩き続ける。そして、捕まえたタクシーに私を押し込むと、自分も乗ってきた。

　運転手に告げたのは、彼のマンションの住所。

「楠さん、あの……」

「お前、自分がどんな状況だったのかわかってるのか？」

「いえ……。すみま、せん」

　楠さんのためにと思ってしたことだった。だけど、ここまで危険な状況に陥るなんて思ってもいなかった。この間のように、ちょっと足を触られるのを我慢できれば、また情報が手に入ると思っていた。

　読みが甘い、と言うべきか。

　それ以降口を開かない楠さんに、私もなにも言えなかった。

　狭い車内は、彼の怒りで満ちていた。

　私はただ顔を伏せ、呼吸を繰り返すだけ。

　彼の手助けがしたかったのに、これほど心配をかけることになってしまうなんて、最悪だ。

　タクシーが彼のマンションに到着すると、私も降りるように急かされる。

　もうここには来るまいと思っていたのに。

　仕方なくあとに続き部屋に入ると、「まったくお前は……」と、私に背を向けたままの楠さんが、靴を脱ぐ間もなくつぶやいた。

「どれだけ心配したと、思ってるんだ」

　狭い玄関で振り向いた彼は、唇を噛みしめたまま私を見つめる。

「ごめんなさい」

　ポロッと涙がこぼれた。本当は、泣きたいほど怖かった。

「麻田……」

　彼の切なげな声が聞こえた瞬間、壊れそうなほど強く抱き寄せられる。

　どうして、抱きしめたりするの？

　あなたのために危険を冒したから、申し訳なくて？

「遠藤さんに聞いて……心臓が止まるかと、思った」

　耳元で声を振り絞る楠さんは、少し震えているようにも感じる。

　涙が――あとからあとからこぼれてきて、止まらない。

「お前を追い詰めたのは、俺、だな」

「違います。私は、楠さんに指示されて行った訳ではありません。私も許せなかっただけです。あの人が」

　林常務の不正行為が許せないのは嘘ではない。だけど、本当は楠さんの役に立ちたい一心だった。

　楠さんの大きな手が、涙を流し続ける私の頭を抱える様に引き寄せる。

　サッカーで鍛え上げた筋肉質な体が、私を優しく包み込んでくれる。

　だけど……これ以上は辛い。好き、が加速してしまう。

「わかったことを、報告します」

　冷静なフリをして、そっと彼から離れた。そして、手のひらで大雑把に涙を拭くと、〝部下〟の顔をする。

「入れ」

　ひとつ大きな溜息をついた楠さんは、いつものようにメガネのフレームに触れると、私をリビングに促した。

　相変わらず座り心地のいいソファ。そして殺風景な部屋。

　もう来ることはないと思っていた場所は、大好きな人の匂いで満たされていた。

　楠さんがそばにいる。その安心感は、私を緊張から解き放った。

　隣に座った彼は、じっと前を見据えて微動だにしない。

　内緒で手柄を立てるつもりだったのに、こんなに心配をかけてしまった。

「常務は、冷蔵庫の新しい機能について話していました」

　声が震えているのが自分でもわかる。

　まさか、常務の力があんなに強いとは思ってもいなかった。逃げられなかったら今頃……と、恐怖が蘇る。

　ダメだ。これ以上、楠さんの負担になってはいけない。

　膝の上の手をギュッと握って、自分に喝を入れた。

「庫内の在庫を登録しておけば、外出先でもスマホで確認できる方法を特許申請中で、もう承認されるはずだと」

　私がそこまで言うと、楠さんは眉をひそめた。

「商品開発部の情報では、たしかに我が社でその研究がなされている。特許申請も行う予定だが、まだ申請をした訳ではない」

「それじゃあ!?」

　楠さんはうなずいた。

　常務が話していた冷蔵庫は、やはりダイオー電機のものではない。

「特許申請は、申請者が発表しない限り、通常一年半は外部にはわからない。つまり、申請した本人、もしくは会社の人間しか、その内容を知らない」

　それじゃあ、それを知っている常務は、明らかにクロだ。

「常務が他社の特許申請まで知っているということは、他社とつながりがある。つまり、情報を漏らした本人だということだ」

　とうとう決定的な証拠をつかめたのかもしれない。

「おそらく、申請されている方法は我が社のものに間違いないだろうが、調べてみる」

「はい」

　良かった。なんとか役に立てた。

　だけど、それからなにを言えばいいのかわからなくなった。

　私の役目は終わった。あとは楠さんと笹川さんが調べてくれるだろう。私にできることは、もう……なにもない。

　立ち上がって「帰ります」と言えばいいのに、それができない。彼に抱き寄せられた温もりを、忘れようとしても忘れられない。

「麻田」

　先に口を開いたのは、楠さんだった。

「……はい」

　隣に座る楠さんの方へゆっくり顔を向けると、視線が絡まる。

　ドクンと心臓が跳ねたのは、彼の顔が近づいてきたから。

　楠さんの瞳に、私の顔が映っている。私を、見てくれている――。

　やがて彼は私の顎に手をかけた。

「美帆乃」

　楠さんは今まで聞いたことのないような優しい声で、私の名を口にした。

　私の名前を、憶えていてくれたんだ。

　勝手に涙がこぼれた。

　彼に名前を呼んでもらえただけで、感情のコントロールが一切できなくなってしまった。

　やがて彼の手が私の顎を持ちあげると、目を閉じた。

　メガネが触れる。

　緊張のあまりに身を硬くすると、彼の息遣いを間近で感じる。

　それなのに……次の瞬間それは遠ざかり、顎に掛けられた手も離れた。

「すまない」

　唖然とした。キスされるとばかり思っていたのに。

　視線を床に落とし、唇を噛みしめている楠さんは、メガネを外してテーブルに乱暴に投げた。

『すまない』って……どういう、こと？　頑張った私に、キスのひとつでもしてやろうと思ったのに、やっぱりできないから？

　楠さんがそんなにひどい人ではないと、頭ではわかっている。だけど今は、そうとしか思えない。

　私はなにも言わずに彼の部屋を飛び出した。こうやって飛び出すのは、もう二度目。

「麻田、待て」

　楠さんはすぐに追いかけてきた。だけど、溢れる涙を止めることができなくなった私には、止まることができなかった。

　足早にエレベーターに乗り込み、〝閉〟のボタンを連打する。

　お願い。今は逃げてしまいたい。なにも、聞きたく、ない。

　私の願いが届いたのか、エレベーターは動き出した。

　なんとか振り切ったと思ったけれど、足の長い彼に敵うはずもない。

　階段を駆け下りてきた彼に、エントランスで腕をつかまれてしまった。

「麻田」

　じっと私を見つめる彼の視線が、今は痛い。

「私のことを好きじゃないなら、優しくなんてしないで！」

　これではまるで愛の告白だ。〝私はあなたが好きなのに〟という。

　だけど、後悔なんてしない。もうこれ以上は耐えられない。

　一瞬ひるんだ楠さんの手を振り払って、マンションから駆け出した。

　それから彼は追いかけてこなかった。かろうじて持ち出したバッグの中のスマホも、震えることはない。

　高ぶった気持ちを落ち着けるために、タクシーを捕まえることなくそのまま歩いた。

　どうして……なの？　どうして、キスしようなんて……。

　楠さんの行為は、かえって私を傷つけただけ。

　車のライトが涙でにじむ。

　私、こんなに泣き虫だったっけ？

　楠さんと出会ってから、泣いてばかりだ。

　だけど、本気で恋をしている証なのかも――。

　その恋も、実りそうにはないけれど。







第五章










常務をやっつけろ！




　次の日は、重い体を引きずるようにして出勤した。

　会社に行きたくないと思ったのは、入社してから初めてのことだった。

　泣きすぎて腫れぼったい目は、保冷剤でガンガン冷やし、寝不足でできたクマはコンシーラーで隠した。

　男運がないのは、今に始まったことじゃない。好きな人には手が届かないけど、こんなに大きな会社に入社できたんだからと、自分に言い聞かせた。

「おはようございます」

「麻田さん、おはよ」

　あいさつを返してくれたのは、笹川さん。いつも早い楠さんは、珍しくまだ出社していないらしい。

「なんか今日、雰囲気違う？」

「メイクを変えたんです」

　まだ腫れの残る目元を、メイクを濃くしてごまかそうとしたら、ちっともナチュラルでなくなってしまった。

「そっか……」

　その落胆ぶり、前の方がよかったと言いたげだ。

　でも、大丈夫。私もそう思っているから。

　やがて始業時間が過ぎても、楠さんは顔を見せなかった。

　なによ。フられた女が虚きょ勢せいを張って出勤してるのに、逃げるなんて。

　一瞬、そう腹を立てたけど……。

「あっ、楠さん、ひとりで動きたいことがあるから、今日は人事に顔を出さないかもって、電話が入ったよ」

「ひとりで？」

　それは、もしかして……。

「まぁ、あの人時々そういうことあるから。なにか嗅ぎつけたのかもな。そのうち教えてくれるさ」

　笹川さんはそう言うけど、絶対に林常務の件だ。

　だけど、私になにかできるとは思えない。

　ソワソワしながら午前中の仕事を終えても、楠さんは顔を出さない。すごくイヤな予感がする。

　私はたまらず地下へとダッシュした。

「遠藤さん！」

「あら、麻田さん」

　休憩室で他の仲間と弁当を広げていた遠藤さんは、私の必死な顔に気がついたのか、すぐに席を立つ。そして、私を伴って人気のない非常階段に向かった。

「どうしたの？」

「……はい」

　大きな器でいつも私を包み込んでくれる遠藤さんの前では、楠さんに相手にもされなかったと、辛い気持ちを吐き出して泣きたくなる。

　だけど、今はそれどころではない。

「遠藤さん。重役室の様子を探れるところ、ありませんか？」

　トイレも考えたけど、あそこは特殊なフロア。私がウロウロしていたら、勘ぐられてしまう。

「重役室？」

　目を丸くした遠藤さんは、一瞬口をつぐむ。

「楠君、ね？」

「……はい」

　遠藤さんにはお見通しだ。

「秘密は守るわ。話して」

　きっと遠藤さんなら力を貸してくれる。

　林常務の不正についてのすべてをぶちまけた。

　こうすることが正しいのかどうかはわからない。

　だけど、笹川さんに再び常務に近づいたことがバレたら、怒り狂うのが目に見えている。

　今頼れるのは、遠藤さんしかいない。

「楠君、お父さんと同じことをしようとしてるのね」

「はい。きっとひとりで……」

　私と笹川さんを巻き込まない様に、ひとりで動いているのだろう。

「私が重役フロアに行くことはできるけど……この時間は中に入るのは無理。せいぜい廊下までね。それじゃあ中の様子までわからないわ」

　遠藤さんはしばらく黙り込んで、なにかを考えている。

「そうだ。重役の秘書がいつもランチに行くカフェは知ってる。あの人達、噂好きだから、なにか聞けるかもしれない」

　遠藤さんの提案にうなずく。もしも、〝首切り屋〟の楠さんが乗り込んでいるとしたら、重役フロアは大ごとになっているはず。常務に関係のない秘書の耳にも、入っているだろう。

「でも……楠君、あなたにこれ以上は望んでないんじゃない？」

「私が、望むんです」

　わかってる。楠さんは私を常務に近づけたことを、きっと後悔している。でも……。

「私だって、正義を守りたいんです」

　ホントはちょっと違う。楠さんを、守りたい。

「はぁー」

　遠藤さんは大きな溜息をついた。だけど、その表情はにこやかだった。

「楠君、やっぱり見る目あるわ。いい子を好きになったもんだ」

「えっ？」

「あっ、これ内緒ね。本人は絶対にそうだと言わないけど、私のところに来ると、あなたの話ばかりするの。多分、無意識だけどね」

　そう、なの？

「しかもいつも鋭い目をしてるくせに、目尻を下げて優しい目をして。ホント笑っちゃうくらいだったんだから。行くわよ」

　遠藤さんは私の手を取り、一階に向かう。

　裏玄関から出ると、秘書がランチに行くというカフェまでの道を説明してしてくれた。

「麻田さん。私もできるだけのことはするから、あなたは余計なことは考えなくていい。自分の思う通りに突っ走りなさい。それがあなたの持ち味」

「ありがとう、遠藤さん」

　私はすぐに走り出した。

　こんな遠回しなことをせず、重役室に飛び込むことも考えた。だけど……もし楠さんが重役室にいなかったら、林常務と面識のある私が、人事の人間だとバレてしまう。

　そうなると情報を嗅ぎつけていることも気づかれるだろう。今までの苦労が水の泡だ。それは避けたい。

　遠藤さんが教えてくれたカフェは、わりとすぐに見つかった。

　大きな窓から、見覚えのある数人を発見し、早速店内へと足を踏み入れた。

　ちょうど昼時のせいで込み合ってはいたけれど、カウンターは空いている。

　すぐ隣の席という訳にはいかなかったけど、なんとか会話は聞こえそうだ。

「なににされますか？」

「あっ、コーヒーを」

「かしこまりました」

　コーヒーを頼むと、スマホを操るフリをして、耳を彼女達の方に向けた。

「竹中さん、いらだってたね」

　林常務の秘書のことだ。

「だって、常務つかまってるみたいじゃん」

「誰に？」

「誰って。首切り屋よ」

　やっぱり……楠さんは重役室にいる。

「首切り屋って、常務の首を？」

「そう。だって胡う散さん臭かったじゃない、林」

　彼女達も一歩会社を出れば普通の女。普段は澄ました顔して知的な秘書を装っているけれど、トイレで悪口を言っている他の社員と変わらないのかもしれない。

「噂だと、同業他社の女に入れあげて、情報漏らしてるらしいわよ。どこの会社かまではわかんないけど」

　女、絡みだったのか。

　あの常務がモテるようには思えないし、いいように利用されているのだろう。

「へぇ。それを首切り屋に嗅ぎつけられたって訳か。だけど、常務くらいの立場の人に向かっていくのって……」

「いち社員の戯ざれ言ごとなんて、もみ消されるでしょ。なんていったって、竹中さんがそんなこと許さないわよ」

　楠さんが言っていた通り、秘書の竹中が曲くせ者もののようだ。

「お待たせしました」

「あっ……ごめんなさい」

　悠ゆう長ちょうにコーヒーを飲んでいる場合ではない。

　もったいないのは承知の上だったけど、お金を払ってすぐにカフェを出た。

　話に夢中な秘書達は、飛び出した私のことなんて眼中にない。

　楠さんが重役室にいることは確定した。

　だけど、私になにができるのかと考えて、唖然とする。

　気ばかりが先走って、自分の能力のなさを忘れていた。

　私はひとまず、人事に戻ることにした。楠さんが戻っているかもしれない。

「麻田さん！」

　人事に足を踏み入れた瞬間、笹川さんが私を見つけて大きな声を出した。

「は、はい。なにか？」

「ちょっと、いい？」

　笹川さんは私を伴ってフロアの外に出ると、「楠さん、見かけなかった？」と小さな声で囁いた。

　やっぱりまだ、いないようだ。

「いえ……」

　重役室にいることを、笹川さんに言うべきかどうか悩み、言葉を濁す。

　楠さんは、笹川さんを巻き込むことを望んではいないから。

「どうかしたんですか？」

「あぁ、これ……。どういう意味だと思う？」

　笹川さんが差し出したのは、一枚のメモ。

　そこには……。

【しばらく大変かもしれないが、あとを頼めるのはお前しかいない。笹川には本当に助けられた。ありがとう。麻田のことも頼んだ】と書かれている。

「これ……」

「さっきファイルを片付けたら、下から出てきて……。楠さんの字だよな」

　間違いない。走り書きだけど、几帳面な彼らしく字の大きさが整っている。

「笹川さん、あの……」

「麻田さん！」

　その時、遠藤さんが血相を変えてやって来た。珍しく慌てた様子だ。

「重役フロアでエレベーターを降りたらすぐに止められたの。今は廊下にも入れてもらえないって。こんなこと初めてよ。それで、どう、だったの？」

「なんの話ですか？」

　私達のいつもとは違う様子に気がついた笹川さんが、不思議そうな顔をする。

「秘書の話だと、楠さんが重役室に乗り込んだのは間違いないようです」

　私と遠藤さんの会話を聞いて、察しのいい笹川さんは気がついた。

「まさか、楠さんひとりで告発を？」

　驚く笹川さんに、遠藤さんは大きくうなずく。

「遠藤さん、私……」

「突っ走ればいいのよ」

　以前、『それがあなたの持ち味』と言ってくれた遠藤さんに、頭を下げて走り出した。

「麻田さん」

　追いかけてきた笹川さんに「重役室に行きます」と告げると、彼もためらいなく一緒に走る。

　楠さんが見込んだ人だ。「来ないで」と言っても来るだろう。

「あのあと、常務が他にも情報を流していることをつかみました。今度は特許まで持っていかれそうで……」

「そうなのか？」

　ふたりきりになったエレベーターの中で、事の成り行きを笹川さんに話すと、彼の目つきが変わった。

「やっぱり敵わないな。あの人、かっこよすぎるよ」

　笹川さんがそうつぶやいた瞬間、エレベーターは重役のフロアにたどり着いた。

「人事三課の笹川です。林常務にお会いしたい」

「すみませんが、本日はお通しできません」

　遠藤さんが言った通り、秘書のひとりが私達を止める。だけど、笹川さんは制止を振り切って足を止めない。

　こうして突き進む笹川さんは、楠さんと同じように覚悟ができているのだろう。

「常務はただ今会議中です。後日、アポイントをお取りください」

　追いかけてきた秘書が、私達の前に立ちはだかった。

　常務の秘書の竹中はどこだろう。

「楠と、ですよね。私達も同席させていただきます」

「勝手に、困ります」

　さすが、笹川さん。数ある部屋の中から迷うことなく、林常務の部屋のドアに手をかけた。

「失礼します」

　ノックのあと、返事も待たずにドアを開けて乗り込むと、「なんだ君達は」と竹中が飛んでくる。

「笹川……」

　楠さんは高そうな革張りのソファで、林常務と対峙していた。

「麻田も来たのか」

　眉をひそめた楠さんは、メガネのフレームに触れる。

「君！」

　私に気がついた常務が、大きな声をあげた。

　今更気がついても、遅いわよ。

「人事三課の麻田です。その節はどうも」

　私達を制する竹中の横をするりと抜けて、頭を下げる。

「お前達、はめたのか？　まさか女の方もうちの社の……」

「いいえ。私はお食事に行っただけです」

　言い逃れできまい。

「常務、あちらの会社の女性に惑わされていらっしゃるとか？」

　さっき秘書達が話していたことを口にすると、楠さんが口を開いた。

「それは違うな。惑わされているのは、そちらの竹中さんの方だ」

　楠さんはメガネの下の鋭い瞳で、立ち尽くしている竹中をにらみつけた。

「私は、なにも……」

「先々週の水曜。東条電機の社長秘書とレストランで食事。そのあと、ふたりでホテルに宿泊。先週の月曜にも……」

「竹中！」

　林常務は知らなかったらしい。大きな声をあげた。

「私は、なにも知りません」

　明らかに竹中の目が泳いでいる。威圧的だった雰囲気が消えた。

「竹中さんの件は、証拠写真もお出しできますが？　最近のスマホは性能が良くて助かりました」

　竹中の方も調べてあるなんて、どこまでも抜かりない楠さんに脱帽だ。

「竹中。それじゃあ、退職後の話は……」

「あぁ、我が社を定年退職後に、東条電機の顧問になるという話ですか。そんな話、最初からありませんよ。常務もはめられたんです」

　楠さんが冷たく言い放つと、林常務はあんぐりと口を開けて呆然としている。

「ですからずっと申し上げているはずです。否定し続けても恥の上塗りですよと。常務がどれだけ否定されても、証拠が揃っています」

　真っ青な顔をした常務は、もはや威厳のかけらもなかった。

「お前達……こんな告発をして、タダではすまないぞ」

　竹中の声が震えている。

「そんなことは覚悟の上です」

　人事部三課の楠は、正義のヒーローなんだから。

　いや違う。黄門様？　すると、私と笹川さんは、助さん格さん？

　とにかく……権力なんかに負けたりしない。

「常務、大変です！」

　その時、ドタバタと数人の社員が駆け込んできた。あれはたしか、広報の社員。

「常務に情報漏洩の疑いがあると、新聞社が下で騒いでおります」

「すべて事実ですよ。私が告発しました」

　楠さんはそう言うと、デスクの上に広げられていた資料を持ち、私達を促して部屋の出口に向かう。

「まさか、首切り……」

　広報のひとりがそうつぶやくと、楠さんは表情を変えることなく、頭を下げて部屋を出た。

「楠さん！」

　人事のある十八階まで戻ると、笹川さんが楠さんに詰め寄る。

「笹川。あとは頼んだと残しておいたはずだ。お前の仕事は、重役室に乗り込むことではない」

「はぁ？」

　その言葉に反応したのは、笹川さんではない。私、だ。

「なにひとりで黄門様やってるんですか！　あなたには、助さんも格さんもいるじゃないですか！」

「なに言ってんだ、麻田」

　呆れ顔でメガネのフレームに触れた楠さんには、言いたいことが山ほどある。

　だけど……そこに走り込んできた遠藤さんに、遮さえぎられた。

「楠君。私が知っている新聞社のお偉いさんを捕まえたわ。今、地下に来てもらっているから、全部ぶちまけなさい。誰も行かないように、足止めしておくから」

　目を丸くしたのは、私だけではない。楠さんも笹川さんも、だ。

「笹川君、あなたは人事に戻って、部長に説明しなさい。退職覚悟の人がいるだろうから、きちんと説明して、阻止しなさい」

「退職？」

　ハッとして隣の楠さんを見上げると、彼は視線をそらした。

「麻田さんは楠君と一緒に行くの。あなたは証人のひとりだからね」

「遠藤さん、麻田は……」

　楠さんが苦い顔をする。

「麻田さんが、不正を見なかったことにできると思う？　楠君が一番わかってるでしょ？」

　遠藤さんがテキパキと指示する様子は、遠い昔の彼女の仕事ぶりを想像させる。

「楠さん、辞めさせませんからね、俺」

　そう言い残した笹川さんは、人事に向かって走り出した。

「ほら、早く行きなさい」

　遠藤さんに促された楠さんは、私をチラッと見てから、降りたばかりのエレベーターのボタンに手をかける。

　すぐにやって来たエレベーターに乗り込むと、私達ふたりだけになった。

「なんで首突っ込むんだ」

「なんでって、楠さんの部下だからでしょ」

「それにしても、お前にはこれからがあるだろ」

　なに、それ。

　未来があるのは、あなたも同じよ！

「楠さんにだって、あるじゃないですか」

「俺はもう……いいんだ。別に、守るものもない」

　その言葉に激しく腹が立つ。

「守るものがない？　私が、いるじゃないですか！」

　ジワジワと涙で視界がにじんでくる。

「私を、守って。あなたに好意を寄せる女が、ここにいるの……」

　一粒の涙が、頬を伝って落ちた。

　本当は私のことなんて、どうだっていい。

　だけど、彼に未来の希望が必要ならば、私が立候補する。

　もしも遠藤さんの勘が正しく、私のことを少しでも思ってくれているのなら、私のために自分の未来を必死に守って！

　あなたの未来は、あなただけのものではないの。私も笹川さんも遠藤さんも……あなたの幸せを、心から望んでいるから。

　大きなことを口走って、呆れられるかもしれないと思った。

　だけど、予想に反して、メガネの下の彼の目が、優しい色に変化した。

「そうか。……そうだな。美帆乃、俺についてこい」

「了解」

　うれしかった。彼がまた『美帆乃』と呼んでくれた。

　いや、それよりも……『ついてこい』と言ってくれた。

　地下に着くと、すぐに遠藤さん達の休憩室に飛び込んだ。

「人事三課の楠です。彼女は部下の、麻田です」

　そこには、ダンディなオジサマがひとり、私達を待ち構えていた。

「神かん田ださんの息子さんだとか。真っ直ぐなところは、お父様譲ゆずりですね。初めまして、菅すが原わらです」

　名刺を差し出した菅原さんは、目尻にシワを寄せて優しく笑った。

「お父様の事件の時も、私が担当しました。ですが、楠さん。これは内部告発です。公益通報者保護法があるとはいえ、おそらくおふたりの今後は険しいものとなります」

「覚悟はできています」

　楠さんは、メガネのフレームを人差し指で少し上げると、口を開いた。

　公益通報者保護法って、なんだろう？

　首を傾げていると「内部告発者に対して、解雇や減給などの不利益な取り扱いをしてはならないという法律だ」と楠さんが教えてくれた。

　そんな法律、知らなかった。

　それから楠さんが菅原さんに見せた情報は、想像をはるかに超えた莫ばく大だいな量だった。これだけそろえるのは、大変だったに違いない。

　社内秘の情報にアクセスした日時や、使ったパソコン。それに、常務だけでなく、秘書竹中のスケジュールまであった。

「竹中は、情報にアクセスのあった日は、毎回残業をせず帰っています。ほぼ毎日残業なのに、不自然です。おそらく東条電機の女と密会し、情報を流していたのでしょう」

　それを知って、あの写真を撮ったんだ。

　私のつかんだ情報は決定打にはなったけれど、もしなくても告発できたかもしれないとさえ思う。

「常務は、三年前から竹中にいいように使われていたようです。重役以上にしか閲覧できない重要機密を常務に探らせ、竹中が女に流していました。常務には退職後の顧問就任をちらつかせて。もちろん、竹中の作り話ですが」

　数々の流出した情報について聞いていると、東条電機のヒット商品ばかりで驚く。業界一位の東条電機は、実は開発力などなかったのだ。

「今回、遠藤さんが私だけを呼んだのには理由があります」

　菅原さんは、楠さんの話のあとに口を開いた。

「お父様が告発された時、実は新聞社数社がお父様に群がり、告発した側にも大きなダメージがありました。それは、楠さんが一番よくご存知かと」

「はい」

　内部告発で仕事を失い、幸せな家庭までも失った。

「あの時、我が社だけがお父様の名前も写真も使いませんでした。まぁ、他社が掲けい載さいしてしまいましたので、結果としては同じでしたが」

　菅原さんは眉をひそめて、苦しそうな顔をする。

「楠さんは、社内で告発するだけでは握りつぶされると心配され、新聞社を呼ばれたようですが、それではあの時の二の舞です」

　遠藤さんが菅原さんだけを呼んだのは、信頼できる人だからなのだろう。

「先ほど、おふたりの今後は険しいと申し上げましたが……公益通報者保護法は、あってないようなもの。別の理由をつけて、辞めさせられるのが現実でしょう」

　そんな……。

　だけど、菅原さんの言う通りかもしれない。

　明らかに常務と秘書の竹中が悪い。それでも、残念ながら権力を持っているのは常務の方。

「ですが、たとえダイオー電機にいられなくなっても、社会的に抹まっ殺さつされるのは、私達の望むところではありません。おふたりの個人情報は、確実に守るとお約束します」

『社会的に抹殺』という言葉にビクッと震える。楠さんに大きな口を叩いておきながら、途端に怖くなる。

　いくら正しいことをしても、〝会社を裏切り、告発した人物〟というレッテルは、今後の就職に影響を与えるだろう。

　一旦はなにもかも覚悟したはずなのに、足が震える。

「すぐに記者を総動員して、明日の朝刊に間に合わせます」

　菅原さんは早速重そうなバッグを持ち、立ち上がった。

「おふたりの行動には頭が下がります。正しいことが報われない世の中を変えるのがマスコミの仕事です。おふたりがこの先、必ず成功されると信じています」

　菅原さんの力強い励ましに、勇気をもらえた気がした。

　菅原さんが出て行ってしまうと、緊張の糸が切れ茫然としてしまう。頭の中が真っ白になり、なにも考えられない。

「美帆乃」

　その時、並んで菅原さんを見送った楠さんが、突然私の腰を抱いた。そして、顎に手をかけ……顔を近づけてくる。

　私は、彼の腕をギュッと握り、ゆっくり目を閉じた。

　メガネがほんの少し触れたあと、優しい溜息と共に、唇が触れる。

　あの時、してくれなかったキス。

　不意打ちすぎて驚いたけど、彼の唇が温かくて、泣きそうにうれしかった。

「どうやらお前のことを諦められないようだ」

　少し恥ずかしそうに微笑む楠さんは、私を強く抱きしめる。

「楠、さん……」

　私も好き。

　ちょっと冷たくあしらわれたからといって、あなたのことを諦められない。

「なにがあっても、お前のことは、俺が守る」

「……はい」

「好きだ」

　目頭が熱くなる。彼は一番欲しい言葉をくれた。

「俺はこの会社を去ることになるだろう」

　手の力を緩め、真っ直ぐに私を見つめる彼は、やはり退職覚悟だった。

「それでも、許せなかった」

　私は……彼のその正義感に魅了されている。上司としても、男性としても。

「楠さん……いつもひとりでかっこつけて。助さんや格さんにも活躍させて」

「だから、なに言ってんだ？」

　フッと笑いを漏らした彼だけど、もちろんそれが笹川さんと私だとわかっているはずだ。

「お前達ふたりには、ここで踏ん張ってほしい」

　彼の発言に首を振る。

「ふたりだけはイヤです。『理不尽なことには理不尽と言え』と言ったのは楠さんです。笹川さんがきっと今、楠さんをここに残してほしいと言ってくれています。私も、もちろん言います。楠さんを辞めさせるのは理不尽です、と」

　彼は私の言葉に苦笑した。

　それからすぐに人事に走った。予想通り、人事は騒然としていた。

　部長のデスクの前で真っ赤な顔をしている笹川さんと、ふたりを呆然と見つめる課員と……異様な空気が漂っている。

「部長」

　その空気を切り裂くように入っていった楠さんは、メガネのフレームを上げながらキリリとした顔をする。

「ご迷惑をおかけしました」

　深く頭を下げた楠さんに、部長はなにも言えないでいる。

「笹川、ありがとう」

　ここで一番冷静なのは、当事者の楠さんだ。

「楠、お前……」

「私は常務の不正を告発しました。明日にはトップニュースになっているはずです」

　実に晴れ晴れとした顔の楠さんを、誇りに思う。

「いくら首切り屋だからって……なんてことをしたんだ」

「首切り屋、だからです。他にやる人いないですから」

　笹川さんが、ニヤリと笑った。私達三人は、今、同じ気持ちだ。

「重役の不正は会社の信頼を失う。株価だって下がるだろう。常務ひとりの問題では済まなくなる」

「もちろん、承知しています」

「社内の警告で済ますことはできなかったのか？」

　部長は頭を抱えている。

「秘書の竹中が曲者でしたし、社内で告発してもつぶされていたでしょうね」

「しかし……」

　楠さんの言う通り、どれだけ証拠をそろえても、握りつぶされたらおしまいだ。

「今回、我が社はいわば被害者。一時的に消費者の不信感が募り、株価も下落するかもしれませんが、今回の告発で、かえって技術があることを証明できるのではないかと思います」

　楠さんの発言に、笹川さんが大きくうなずく。

　最近険悪な雰囲気のふたりだったけれど、ホントは息がぴったりだ。

　今回は、楠さんのお父さんの時とは違う。あの時は客に対する会社ぐるみの裏切りだった。だけど、今回痛手を被ったのは、客ではなく会社自体。

「それはそうだが……」

　部長の困惑した顔は、私達の緊張をあおる。

「ご迷惑をおかけしましたので、私は辞めます。ただこのふたりは、私の指示に従っただけです」

　この期に及んで、まだそんなことを！

　私は楠さんの隣まで歩み寄ると、口を開いた。

「私達の上司は、会社の未来を守りました。これまでに我が社が失った知的財産は、計り知れません。もし、このまま告発しなければ、いつか我が社はなくなっていたかもしれません」

　新入社員のくせに生意気なのは、わかっている。

　だけど、彼が私を守ってくれるのなら、私だって守りたい。私だって……正しいことは正しいと叫びたい。

「麻田さんの言う通りです。楠さんは会社を救ったんです。そんな人を辞めさせるのは、絶対に間違っています」

　私に続いた笹川さんは、語気を強める。

　楠さんのお父さんの二の舞はごめんだ。せっかく菅原さんが私達のことは伏せると約束してくれたのだから。

「しかし、この件は……私の一存ではなんとも」

　部長は眉をひそめた。

　こうして、普段退職に係わっている社員自身の退職は、人事部長の権限ではどうにもならず、会社の上層部に委ゆだねられた。
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　ひと騒動終わった頃には、もう終業時間が過ぎていた。

　山際さんが、こわばった顔のまま帰って行く。おそらく三課でなくてよかったと思っているだろう。

　だけど私は、三課で働けたことを誇りに思う。

　楠さんは自分のデスクに一旦戻ると、「先に帰れ」とフロアを出ていく。きっと遠藤さんのところに行くに違いない。

「待ってください。私も行きます！」

　慌てて楠さんを追い、声をかけると、廊下に出たところで珍しく足を止め、メガネを上げた。

「どこに行くのか、わかってるのか？」

「地下、ですよね」

　私の問いかけに返事をしなかったということは、正解なのだろう。

「来るな」とも言われなかった私は、そのまま彼についていった。

「遠藤さん、ありがとうございました」

　地下の休憩室で、他の仲間数人と何事もなかったかのように談笑していた遠藤さんは、私達の登場に驚いた様子だった。

「あら、いい男といい女がそろってなによ」

　微笑みながら近づいてきた遠藤さんは、私達を促して部屋の外に出た。

「お疲れ様。首切り屋さん」

「遠藤さんには本当に助けられました。なにも考えずに新聞社を呼んだりして、浅はかでした」

　楠さんが頭を垂れると、遠藤さんは首を振った。

「ううん。懐かしいわ。あなたのお父さんのことを思い出しちゃった。正義感が強いところがそっくりね」

　そういえば楠さんのお父さんは、今なにをしているのだろう。

「俺は父を許せませんでした。俺からサッカーの夢を取り上げ、母を泣かせて……。俺を育てるために働き詰めだった母は、力尽きる様に亡くなってしまいました」

　楠さんの話は、あまりにも悲しい。

「だから、一生父を恨んでやると思っていたんです。でも、遠藤さんが最期に立ち会わせてくださったから……」

『最期』ということは、お父さんも亡くなったんだ……。

　メガネの下の瞳が揺れている。

「お父さん、ずっとあなたの心配ばかりだった。でも、自分はとんでもない苦労を背負わせてしまったからって、一切楠君に会おうとはしなかったけどね。まさか、私がここでその息子に出会うなんて思ってもいなかったけど」

　すごい偶然だ。だけど、神様がくれた奇跡のような気さえする。

「でも、楠君がお父さんと同じ電機関係の仕事に就いたのは、偶然じゃないんでしょ？」

　その質問に、楠さんはうなずいた。

　お父さんのことを許せないと言いながら、どこかで理解していたのかもしれない。そうでなければ、同じ業界を志したりはしない。

「父に憧れていました。仕事に誇りを持ち、いつも凛としていて……それでいて笑顔も絶やさず。誇らしげに自社製品の素晴らしさを語る父が好きでした」

　拳を握る楠さんは、少し震えていた。

「それなのに……。正義を貫いた者の方が人生を棒に振るなんて、バカげた社会だ」

　楠さんの悲痛な叫びが、胸に刺さる。

　お父さんは立派な人。

　正しいことを貫こうとする人を排除する社会の方が、悪い。

「遠征費が捻出できず、サッカーの夢が断たれた時、自然とこの業界を目指していました」

　結果として、彼の夢を奪う形になったお父さんのことを、どこかで憎いと思いながらも、きっと心の中では尊敬し、求めていたに違いない。

　あの寝室の写真が、その証。

「本当は、父や母に絶望を与えたヤツらに、自分の手で復讐したかった。だけど、張本人達は退職していて、もうそれも叶わない」

　楠さんの顔がゆがむ。

「それなら同じように不正をしているヤツに、自分の手で制裁を加えようと思いました」

　いつか三課の仕事を『天職』だと言った彼は、自分が正しい判断を下すことで、お父さんのしたことが間違ってはいなかったと、証明したかったのかもしれない。

「俺、バカですね。どんな結末が待っているか知っているくせに、父と同じことをしてる」

　震える楠さんの大きな背中に、思わず触れた。

　凍えそうな悲しみを背負う彼に、温もりを伝えたかったから――。

　バカなんかじゃない。あなたはお父さんのように熱い情熱を持った人なの。それを恥じることなんて、ない。

「私ね、あなたのお父さんと一緒に会社を辞めることになったけど、ちっとも後悔してないのよ」

　遠藤さんの笑顔を見て、ホッとする。

　傍から見れば、彼女の人生も波は瀾らん万ばん丈じょう。それでも、『後悔してない』と言い切る彼女は、今を楽しんでいるのだろう。

「ううん。むしろ感謝してる。自分の信念貫くって、なかなか爽快よね」

　清々しい顔をした遠藤さんは「さーてと、皆待ってるから。またね」と仕事に戻っていった。

『またね』ということは、私達をここで待っていてくれるということだ。きっと解雇にならないと、信じてくれている。

　人事に戻ると、笹川さんが私達を待ち構えていた。

「楠さん、お話があります」

　神妙な面持ちの笹川さんに、楠さんはうなずいた。

　まだ数人が残っているフロアでは話しにくい。私達はいつも使っている会議室に向かった。

「笹川、麻田。……すまなかった」

　会議室に入ると、振り向きざまに楠さんが深々と頭を下げるから驚いた。

「許しませんよ」

　楠さんの前に立ち、唇を噛みしめた笹川さんが、声を荒らげる。

「ひとりでなんとかしようなんて、なに考えてるんですか。俺が、なんのために楠さんについてきたと思ってるんですか！」

「笹川……」

　顔を上げた楠さんは、真摯な眼差しを笹川さんに向け、言葉に耳を傾ける。

「楠さんの正義感に惚れて、ここまで来ました。そりぁ苦労もありましたけど、イヤじゃなかった。それなのに、最後のお手柄はひとりじめなんて、許せない」

　私も同じ気持ちだった。

　正確には〝手柄〟ではなく、〝責任〟だけど。

　もちろん笹川さんもわかって言っているのだろう。

「そう、だな」

　楠さんも、十分に笹川さんの優しさに気がついているはず。

「ひとつだけ教えてください」

　笹川さんは、声のトーンを下げる。

　そして振り向き、少し後ろにいた私の顔を見てから、口を開いた。

「麻田さんのこと、本当はどう思ってるんですか？」

「えっ……」

　私？　思いがけない発言に、キスを交わしたばかりの唇が、途端に熱を帯びてくる。

　楠さんは、なんと言うの？

「好きだ」

「キャッ！」

　楠さんが『好きだ』と言った瞬間、視界から消えた。笹川さんが彼を思いきり殴ったからだ。

　倒れた楠さんは、口内を切ってしまったのか、唇に血がついている。

「楠さん！」

　慌てて楠さんに駆け寄ると、彼はずれたメガネを外して私に差し出し、立ち上がった。

「これは、嘘をつかれた怒り。それと……」

「やめて！」

　抵抗しようとしない楠さんを、笹川さんの拳が再びとらえる。鈍い音と共に、再び楠さんが倒れ込んだ。

「笹川さん、お願い」

　楠さんの前に立ちはだかって懇願すると、笹川さんが肩の力を抜くのがわかる。

「それと……今の一発は、麻田さんを危険な目にあわせた罰です」

「笹川さん……」

　笹川さんの目から、もう怒りは消えていた。

　笹川さんは自分が殴ったばかりの楠さんに近寄ると、手を差し伸べる。

　すると楠さんは、その手を握り立ち上がった。

「きいたよ」

　思いきり殴られたというのに、楠さんはニヤリと笑う。

「それで、麻田さんのことは？」

「俺が幸せにする」

「腹立たしい」

　そう言いながらも、笹川さんの目は笑っている。

「どうしても楠さんには敵わないですね、俺」

　小さな溜息をついた笹川さんは、今度は私の方を向いた。

「勝手に決めたけど、麻田さんはそれでいい？」

「えっ？」

　勝手に決めたって？

「ダメだとは言わせない」

　今度は楠さんが私に歩み寄り、腕を引いた。

　なに？

　混乱する私をよそに、ふたりは勝手に会話を進める。

　つまり……私が楠さんと付き合うと、ふたりで決めたということでいいの？

「笹川さん、あの……」

　私のことをいつも考えていてくれて、私のために尊敬する上司を殴って……。本当に素敵な人だけど、やっぱり私は笹川さんの手を取ることはできない。

「謝らないでね。惨めだから。今度女の子紹介してよ。それじゃ、俺は帰ります」

　笹川さんがあげてみせた右手が、ほんのり赤くなっている。

　本気で殴ったんだ……。

　笹川さんの男らしい後ろ姿を見送ると、ハッとする。

「楠さん！　大丈夫、ですか？」

「アイツ、本気で殴りやがった」

　口元の出血を手で拭いながら、私が持っていたメガネを奪ってかけた。

　だけど、本気で殴ったのは、きっと笹川さんの優しさだ。

　私と楠さんが新しい一歩を踏み出すために、あえてそうしてくれた気がする。

「美帆乃」

　赤くなった左頬が痛々しい。

「お前を巻き込んで、すまなかった」

「ううん……」

　私だってあなたと同じ気持ちだったから。悪いことは悪いと言いたい。

「俺……親父と同じ過ちはしたくない。好きな女は自分の手で幸せにしたい」

　彼は私を引き寄せて、腕の中に閉じ込めた。

「……クビになりそうな俺が、言えることじゃないけどな」

　楠さんは自嘲気味に笑ったけれど、たとえこの先どんな苦労があろうとも、彼についていきたい。

　彼にしがみついて温もりを貪る。あんなに冷たかった楠さんが、今は温かく感じる。

「楠さん」

「なんだ？」

「私、あなたのそばにいたい」

　本当は「好き」とストレートに言いたかったのに、どうも照れくさくて言えない。

「離さないから覚悟しろ」

「……はい」

　彼からそっと離れて、腫れている頬に手を伸ばす。

「冷やさなくちゃ」

「そうだな」

　口角をあげて微笑んでみせた彼は、不意に私にキスをした。

　会社を出ると、彼はタクシーを捕まえ、私も一緒に押し込んだ。そして、自分のマンションの前で私も降ろした。

「あの……」

　私がなにを問いかけても、彼は一切答えない。また冷たい男に戻ったみたい。

　だけど……強い力で私の腕を引き家に入れると、玄関のドアが閉まり終わる前に私の唇を覆う。

「ん……」

　つながった唇の隙間から溜息が漏れる。

　楠さんは一度私を解放すると、メガネを取って再びキスを落とす。

　邪魔だったメガネがなくなったからか、キスがドンドン深くなる。

　思わずあとずさりすると、彼は私を壁に押しつけ、唇を弄もてあそんだ。

　そして私は、彼のジャケットを握りしめ、情熱的なキスに溺れていく。

　彼はもしかしたら、愛や恋なんていう感情とは、無縁な人なのではないかと思っていた。

　だけど、違う。本当はこんなに熱い。

「口開け」

「あっ……」

　ためらいなく入ってきた舌が、私の口内でうごめく。

　体と体が密着すると、壊れてしまいそうなほど心臓が高鳴り出して、理性の欠片が飛んでいく。

　やがて私を解放した彼は、壁に両手をついて私を閉じ込め、見下ろした。

「美帆乃」

「……はい」

「愛してる」

　スーッと涙が頬を伝って落ちていく。

　この言葉がどれだけ欲しかったか。

「楠さん。大好き、です」

　彼の腰に手を回してしがみつくと、骨が砕けそうなほど強い力で抱き寄せてくれる。

「苦労させるかもしれない」

「はい」

「それでも、絶対に不幸にはしない」

「……はい」

　きっとお父さんのことがあるから、並大抵の決意ではないはずだ。だからといって、眉間にシワを寄せている彼は見たくない。

「楠さん、お願い」

　彼に体を預けて少し速い鼓動を聞いていると、幸せすぎて涙が止まらない。

「ん？」

「笑って……。私と一緒に、ずっとずっと笑っていて？」

　カチコチに凍った彼の心が、ようやく溶け始めた。

　これから困難なことが私達を待っているかもしれない。それでも、もう凍えるような冷たい彼には戻ってほしくない。

「あぁ。美帆乃が隣にいてくれれば、大丈夫だ」

　ゆっくり私を離した彼は、私の両頬を手で包み込み、視線を絡ませる。

　お願い、キス、して。

　あなたで私を満たしてほしい。あなたのすべてが、欲しい。

　願いが通じたのか、彼は私の後頭部に手を回して引き寄せると、激しいキスをくれる。

　もっともっと、私を欲して。私があなたを求めるように。

「美帆乃」

　息が上がるようなキスから、やっと私を解放した楠さんは、照れくさくて顔を上げられない私を再び胸に誘う。

「大切に、する」

　いつもは無口な彼が、精一杯の言葉をくれる。

　彼は嘘をつけない人だ。絶対に、幸せになれる。

「おいで」

　指と指を絡め、手をつながれると、うれしすぎて胸がいっぱいになる。

　彼の手がこんなに温かいなんて、今まで知らなかった。

　リビングに入って彼を見上げると、まだ頬がうっすらと赤みを帯びている。

「冷やさなくちゃ」

　頬に手を伸ばすと、彼はその手すら握ってくれた。

「悪いな」

　高鳴る鼓動を落ち着かせようと、一旦楠さんから離れて、氷水を作りにキッチンに向かう。

　そして、洗面所からタオルを持ってくると、ソファに座っている彼の左側に座った。

　ついさっき、私の唇を貪った彼の薄い唇が、どうしても視界に入って目が泳ぐ。

　できるだけ平静を装い、絞ったタオルを腫れた頬に当てると、彼は自分でタオルを持った。

「思い出すな」

「なにを？」

「なにをって……」

　楠さんは、いつものような呆れ顔。

「あっ！」

　そういえば……まだ出会って間もなかった頃、風邪をひいた楠さんをこうして看病したことがあったっけ。

　あの頃はまだ、ツンツンしていて感じの悪い人だった。

「あの時だな。お前に惚れたの」

「えっ？」

「誰かの優しさが、こんなに温かいものだと、思い出したんだ」

　そんな頃から、私のことを？

　だけど、そのあとも変わらず冷たかったけど？

「でも、自信がなかったんだろうな。美帆乃が、もし俺のせいで不幸になったら……と考えると、前に進めなかった」

　それも仕方のないことなのだろうか。それだけ辛い経験をしてきたのだから。

　だけど！

「楠さんのバカ！」

「なんだ、いきなり」

　いくら自信がなかったからといって、笹川さんに告白された時、『好きにしろ』と言われ、どれだけ辛かったか。

「笹川のこと、か」

　すぐに彼は気がついた。

「そうよ！　ホントに最低。最低、よ……」

　涙が溢れそうになって顔をそむけると、彼に両肩をつかまれて無理矢理向き合わされた。

　頬を冷やしていたはずのタオルは、いつの間にかテーブルに置かれている。

「すまなかった。我ながらバカなことを言ったと思ったよ。あんなに苦しかったのは、親父を失った時以来だ」

　少しも視線をそらさない楠さんが、再び「すまない」と口にする。

　楠さんも？　楠さんも、辛かったの？

「バ、カ……」

　許したりしたくない。

　だけど、そんなに真っ直ぐに見つめられると、もうどうでもよくなってしまう。

　氷水のせいで冷たくなった手が、私の頬を包む。

「もう、泣かせない」

「……うん」

　ゆっくり唇が重なると、そのままソファに押し倒された。

「美帆乃」

　私を見下ろす艶つやめいたふたつの瞳に、たちまち支配される。

「はい」

「一緒に、暮らそう」

　彼は返事を聞く前に、もう一度唇を塞ぐ。

　私の意志なんて少しも聞いてくれないのが、実に彼らしい。きっともう、決定事項なのだ。

　それでも、頬が緩む。

　家族を失い、ずっとひとりで生きてきた楠さんが、私と同じ屋根の下で暮らしたいと言ってくれる。

　もしかしたら、遠き昔に失った〝温かい家族〟というものを求めているのかもしれない。

　とても両親の代わり、という訳にはいかないけれど、私にその手伝いができるのならば、もちろん二つ返事だ。

　やっと凍った心が溶けきったように感じる。

　もうなんのバリアも必要ない。

　彼が長い間、他人を寄せつけないような冷たい仮面をかぶっていたのは、きっとこれ以上傷つきたくなかったからだ。

　誰かを信頼し、心を許すことは、同時に大きなリスクも背負う。裏切られた時に、激しい痛みを伴うことになるから。

　だけど、もう心配しないで？　私があなたのそばにいる。なにがあっても、あなたを裏切ったりしない。

　いろんな感情で胸が満タンだ。

　思いの丈を言葉に乗せて、彼に伝える自信がない。もう、溢れ出そうになっている彼への愛は、その辺りに転がっている月並みな言葉では伝えられない。

　だけど、きっと彼ならわかってくれる。

　なにも言わずに、彼の瞳を見つめる。すると彼は、見たことがないような優しい笑みを私にくれた。

　きっともう、私達は離れられない。

　再び涙で視界が曇ってくると、彼はゆっくり近づいてきた。そして、鼻と鼻が触れるくらいの距離で、動きを止める。

　彼の吐息が、赤く染まる頬にかかる。

　こんなに焦らされたら、欲しくてたまらなくなってしまうじゃない。

「美帆乃」

　いつも私の意見なんて聞かないくせに、私の口からも「欲しい」と言わせるつもり？

　だけど、言ってなんてあげない。あなただって、言わなければいけないことをたくさん省いてきたんだよ？

　だけど、そんな強がりは、彼の艶っぽい瞳の前では、無意味の様だ。

「楠さん……」

　はっきり言葉にするには恥ずかしすぎて、彼の首の後ろに手を回して引き寄せ、唇を重ねる。

　自分からキスをするなんて、生まれて初めて。でも、もう待ちきれない。

　そのまま深いキスに変わるのかと思いきや、彼はそっと離れ、私の濡れた唇に指を這わせる。

「こんなキスで満足？」

　ドクンと心臓が跳ねる。

　仕事中も散々いじめられたけど、まさか、こんな時までとは。

　愛おしそうに目を細めるくせに、キスはくれない。その代わり、唇の上を滑らせていた指を、私の口の中に入れてきた。

「ほら、舐めて？」

　その瞬間、理性が砕け散った。

　全然足らない。楠さんのすべてが欲しい。そして、私のすべてを……受け止めてほしい。

　きっと彼は、運命の人だから。

　おずおずと舌を指に巻きつけると、満足そうな顔をした彼は指を引き出し、ペロリと舐める。

「……抱い、て」

　私の尊敬する上司が、決して仕事をしくじらない人だということを忘れていた。

　抵抗虚しく、楠さんを求めてしまったけれど、少しも後悔はない。だって……。

　顔を斜めに傾け近づいてきた彼が、「ずっとお前が欲しくてたまらなかった」と、いつもなら隠しそうな感情を、口にしてくれたから。

「楠さん……」

　それからすぐに唇が重なった。

　今度はあっという間に深いキスに変わる。

　何度も何度も舌を絡みつけ、時にはまるで柔らかい果実を食べるかのように、私の唇を優しく食む彼に夢中になるには、時間がかからなかった。

　やがて唇を解放した彼は、そのまま舌を首筋に這わせて下りていき、ブラウスのボタンに手をかけた。

「待って、ここじゃ……」

　それに、煌こう々こうとした電灯の下では、恥ずかしくてたまらない。

「まだ焦らすのか？」

　彼はそう言ったけれど、焦らしているのは楠さんの方。

　一瞬、不機嫌そうな顔を向けた彼だけど、私を軽々と抱き上げて寝室に向かう。

　私はといえば、大好きな彼にしがみつくのが精一杯で、なにも考えられない。

　私をゆっくりベッドに下ろした楠さんは、両手をシーツに縫いとめ、私を見下ろしたまま動かない。

　早く……早く、来て？

　もうこれ以上、待てない。

「ん……っ」

　私の気持ちを最大限まで高めたあと、再び唇を塞いだ彼は、焦るようにブラウスのボタンを外し、唇をつないだまま自分もシャツを脱ぎ捨てる。

　暗闇に慣れてきた目が、意外なほどに鍛えられた彼の体を捉える。

　すぐにブラの肩紐が払われ……彼の大きな手が胸に触れた。

「あっ……」

　まさか、あの時私を拾ってくれた彼と、こんな関係になるなんて、考えてもみなかった。

　彼の長い指が、私の体を隅々まで堪能する。

「んっ、あぁ……ん……」

　あっという間に着ているものを剥がれた私は、露わになった乳房の感触を確かめるように揉みしだく彼の背中に爪を立てる。

　容赦なく愛撫を繰り返す彼は、たまらず悶える私を楽しんでいるかのようだ。

「楠、さん……」

「名前呼べ」

　耳を甘噛みしながら囁かれ、恥ずかしさもどこかに飛んで……。

「大和、さん」

　胸が苦しい。上手く酸素を取り込めないのは、きっと彼の激しい愛撫のせい。

「美帆乃――」

　少し掠れた彼の声が、胸に響いてくる。

　この人をどうしたら笑顔にできるかと、ずっと考えてきた。

　だけど、もう大丈夫。彼は過去を乗り越えた。

　そして、これからはずっと私も隣で笑っているから。

「好き」

　彼の髪に手を差し入れ、引き寄せると、「俺もだ」と甘いキスをくれる。

　そして……。

「あぁっ……」

　私を一気に貫いた彼の腕を強く握る。

「大和さん、もっとキスして」

　もっともっと、彼の愛を感じたい。

「美帆乃」

　名を呼ばれながら唇を重ねられると、涙がこぼれる。

「どうした？　痛いのか？」

　シーツに吸い込まれていく涙に気がついた彼は、心配そうに顔を覗き込む。

「ううん。うれしいの。だって、楠さんが温かいんだもの」

　冷酷すぎる対応に、腹を立てたこともある。だけど、本当は温かい人。ただ、笑い方を忘れてしまっていただけ。

「美帆乃のおかげだ。お前が俺に、幸せというものを思い出させてくれた」

「大和さん……」

　時には激しく、だけどいたわるように優しく抱いてくれる彼は、もう出会った頃の冷たさを感じない。

「んっ……」

　私を求めてくれる彼と、彼を求める私。

　体だけでなく、気持ちも一緒に重なりあうのがわかると、より大きな快楽のうねりがやって来る。

　彼のたくましい腕をギュッと握ると、彼もまた顔をゆがめて息を荒らげる。

「はあ……っ。……ダメ」

　呼吸が乱れて、酸素が足りない。

「愛してる」

　耳元で囁かれた愛の言葉に、胸が締めつけられる。

　私もあなたが、好き。

　好きで好きで、たまらない。

「美帆乃……」

　そして、艶めかしい溜息を吐いた彼は、少し苦しげな顔をして果てた。

　彼は呼吸を整えながら、私を抱きしめ続ける。そして、私の頬に流れる涙を見つけると、優しいキスをする。

　大好きな人に包まれるのは、こんなに幸せなことなんだ。

　私達は職を失い、また、一から始めなければならないかもしれない。

　それでも、彼と一緒ならきっとやっていける。

　正義のヒーローは、負けたりしない。

「知らなかったな」

「なに、が？」

「ジャジャ馬に、こんなに色気があること」

「もう！」

　クスッと笑った彼は、再び唇を重ねた。

　この家に初めて来たのは、膝から血を流した子供みたいな私だった。色気がないと言われても、反論の余地もない。

　だけど、彼の前だけでは、女でいたい。

　その晩は、彼の腕の中で眠った。それはそれは、幸せなひとときだった。

　ずっと男運がないと嘆いてきたけど、極上の男に愛されて幸せだ。

　いや、待てよ？　仕事を失うかもしれない人に惚れたというのは、やっぱり男運がない？

　一瞬、そんな葛藤をしたものの、答えは決まっている。

　かつて久美に、『好きかどうかより、経済力よ』と散々言われていたけれど、やっぱり私は……愛を取りたい。

　仕事はいくらでも探せる。だけど、楠さんはこの世にたったひとりだから。










正義のヒーローは負けません




　朝、物音に気がついて目を覚ますと、コーヒーの香りが漂っていた。

　彼が貸してくれたブカブカのジャージのままキッチンに顔を出すと、窓際に立ち、コーヒーを片手に外を眺めている楠さんが目に入った。

「楠さん？」

「起きたのか。おはよう」

「おはよう、ございます」

　メガネを外している彼は、会社の時とは印象が違う。

「メガネは？」

「あぁ、なくても日常生活には支障はない。仕事の時だけあればいい」

　そう、だったんだ。

「それに……」

　テーブルにコーヒーを置いた彼は、私の方にツカツカと歩み寄る。

「キスの時、邪魔だしな」

「えっ……」

　優しく触れた唇は、少し苦い味がした。

　この人、こんなに甘い人なんだ。

　ドキドキする胸に思わず手を当てると、彼はおかしそうに笑う。その笑顔をずっと見ていたい。

　壁にかけられた時計を見上げると、まだ六時前だった。

　きっと眠れなかったに違いない。

「朝食、作りましょうか？」

　朝はなにを食べるのだろう。

「いや、今日はいい。また頼む」

　私も今日は喉を通りそうにない。

　おそらく今日出社すると、私達の運命が決まる。

「コーヒー、飲むか？」

「はい。自分で淹れます」

　キッチンのコーヒーメーカーに近づくと、新聞が置かれているのに気がついた。

「これ……」

　新聞を手にすると、彼は小さくうなずく。

　一面は、政治家の選挙違反について大きく取り上げられていたけれど……。裏一面を開くと、一瞬呼吸が止まった。

【ダイオー電機常務、他社へ情報漏洩】という大きな見出しが目に飛び込んで来たからだ。

　夢中になって記事を読み始める。菅原さんの記事だ。

　そこには林常務と秘書の竹中のことについて触れられていて、東条電機側の体制まで事細かく記されている。

　楠さんが菅原さんに渡した資料をもとに、短い時間で調べ上げたのだろう。

　そして……そこには〝内部告発〟という文字はもちろん、楠さんの名前もまったく出ていなかった。

「美帆乃」

　新聞を持って立ち尽くしていると、楠さんが後ろから私を抱き寄せる。

「菅原さん……」

「あぁ、最大限の配慮をしてくれた」

「……はい」

　新聞記事は、独自の取材によってわかったものだという書き方がされていた。

「だけど、すぐに嗅ぎつけられる」

「はい」

　昨日、他にも新聞社を呼んでいる。まだ記事になっていなくても、誰かが内部告発をしたと、もう世に知れている。

「楠さん」

　彼の腕に触れながら、口を開く。

「ずっと一緒にいていいですか？」

　自分でもこんなに落ち着いているのが不思議。

　たとえ激しい濁流に飲み込まれたとしても、彼の手を離さなければ、大丈夫だと思えるのだ。

　腕の力を緩めた彼は、私の両肩に手を置き自分の方に向かせると、真っ直ぐに見つめる。

「離さないって、言っただろう？」

　ゆっくり重なった唇は、今までで一番温かかった。

　着替えがない私は、彼の車で一旦家に戻り、一緒に電車に乗り込んだ。

　会社の最寄りの駅に着くと、顔がこわばる。メガネをかけた楠さんは、いつにもましてキリリとした顔で、颯爽と歩いているのに。

「美帆乃は裏口から入れ」

「……はい」

　会社の正面玄関は報道陣でいっぱいだった。

　何人もの社員がつかまり、インタビューを受けている。

　私のことを気遣ってくれた楠さんの優しさに甘えよう。あの報道陣の中に、平然とした顔で突っ込んでいく勇気がない。

　彼も一緒にと思ったけれど、逃げるつもりはないようだ。

　会社の裏手に回ったけれど、ここにも数人の報道陣が待ち構えていて唖然とする。

　思わず足を止めると、その中のひとりが私に気づき、小走りで近づいてきた。

　菅原さんだ。

「私がインタビューをするフリをします。迷惑そうな顔をして、中に入ってください」

「えっ？」

　どうしてそんなことを？

「朝、楠さんから電話をいただいて、頼まれました。麻田さんは嘘がつけないからと。行きますよ」

　早口でそう囁いた菅原さんは、他の報道が近寄れないように横をがっちりガードして歩き始めた。

「ニュースはご覧になりましたか？　今回の件、ご存じで？」

「いえ……」

「社員として一言欲しいのですが」

　菅原さんの言う通り、迷惑そうな顔をしてみせ、そのまま社屋へ駆け込む。

　助かった。菅原さんの迫真の演技のおかげで、インタビューを受けずに済んだ。

　それにしても……楠さん、こんなことまで手を回しているなんて、驚きだ。

　裏口から無事に入ると、正面玄関の見えるところまで駆け寄った。

　入り口はすごい人でごった返している。

　数人ずつ社員が入って来るものの、楠さんは一向に現れない。

　必死に目を凝らしていると……。

「あっ！」

　笹川さんだ。

　先に笹川さんを見つけた私は、エレベーターホールに向かおうとする彼に駆け寄った。

「麻田さん！」

「楠さんは？　楠さん、知りませんか？」

　すがるように笹川さんを見上げると「大丈夫だよ」と笑う。

「『悪いものは悪い。ただそれだけです』だってさ。ムカつくね。かっこよすぎて」

「えっ？」

　こんなに緊迫した状況なのに、頬を緩めている笹川さんに首を傾げる。

「遅刻するぞ」

「楠さん！」

　メガネのフレームに触れながら現れたのは、楠さんだった。

　まるで何事もなかったかのように、平然とした顔をしている。

「麻田さん、行こうか。俺達の上司は、このくらいのことでは動じないらしいね」

　昨日殴り合ったはずの笹川さんも、楠さんを前にして笑顔を見せる。

　このふたり、どこまで大人なの？

　楠さんは、昨日までとまったく変わらない落ち着いた様子で足を進め、エレベーターに乗り込む。

　だけど、人事のドアの前に立つと、一度ネクタイを締め直し、メガネのフレームに触れた。

　珍しく、緊張してる？

　楠さんは一瞬、笹川さんと私に視線を送り、ドアを開けた。

「おはようございます」

　堂々とした態度を崩さない楠さんに続いて、フロアに足を踏み入れる。

　すると、すでに出社していた人事部全員の視線が刺さった。

　当然かもしれない。騒動の張本人なのだから。

　もしかしたら、これが最後の出社かもしれない。楠さんがここを去るなら、私もそうしようと思っているから。

　そして、こうして一緒にフロアに入る笹川さんも、同じ気持ちかもしれない。

「楠」

　すぐに部長に呼ばれた楠さんは、部長のデスクまで足を進める。私と笹川さんは三課のデスクの辺りで、その様子を眺めていた。

　部長と楠さんは、なにやら小声で話し出した。その会話は、残念ながら私達のところまでは聞こえない。

「おはようございます」

　楠さんの様子を固かた唾ずをのんでうかがっていると、髪を綺麗にカールさせた山際さんが出社してきた。

「おはよ」

「麻田さん、大丈夫だった？　私、たくさんの人に囲まれちゃって。テレビに映っちゃったらどうしよう」

「よかったわね」

　くだらないことを話しかけないで。今はそれどころじゃないの。

「……そう」

　私の不機嫌に気がついた山際さんが、トーンダウンして自分のデスクに向かった。

「麻田さん。……麻田さん？」

「えっ？　はい」

「顔が怖いよ」

　私の頬をムギュッとつかんだ笹川さんは、私とは違って落ち着いて見える。

「そんなこと言っても」

「楠さんは、クビになんかならない。それだけ貢献してきたんだから」

　その言葉を聞いて、恥ずかしくなった。

　正義のヒーローはきっと負けない。

　笹川さんのように、楠さんのことを信じていればいい。

　しばらくすると楠さんが戻ってきた。彼がどんなことを言い出すのか、早く聞きたいのに、聞くのが怖い。

「社長室に行ってくる」

「わかりました」

　笹川さんが返事をすると、楠さんは私に一瞬視線を送り、人事を出て行った。

　はぁ。息が止まりそうだった。

『解雇』という言葉が彼の口から飛び出すかもしれないと身構えたのに、一言もなくて拍子抜けしたくらいだ。

　だけど安心できた訳ではない。社長室に行くなんて、尋常ではない。

　ひとたびパソコンの前に座ってみたものの、なにをする気にもなれない。ただ、モニターに映る落ち着かない自分の姿に、呆れることしかできなかった。

「笹川」

「はい」

　部長が三課のデスクにやってきて、「お前、頑張ったな」とつぶやく。

「はい。ありがとうございます」

　なにを？と思ったけれど、こんな時に平気で仕事の話ができる笹川さんって、肝が据わっていると感心するばかりだ。

　それからどれくらいたったのだろう。

　欠勤チェックをしなければならないのに、ひとつもできていないことに気がついた私は、そっと席を立った。

　楠さんのことが気になりすぎて仕事にならない。

　自然と足はエレベーターホールに向かっていた。

　上の階から降りてくるエレベーターが止まるたび、ドキッとして胸が張り裂けそうだった。

　それが数回繰り返されたあと、ついに……。

「楠さん！」

「麻田か」

　心なしか疲れたような彼の顔を見て、心臓がますます激しく打ち出す。

　どう、だったの？

「ちょっと、来い」

　楠さんはメガネのフレームに触れると、身を翻して歩いていく。

　私も遅れまいと続くと、いつも使っている会議室に入った。

「あのっ！」

「笹川にやられた。まさかアイツ……」

　笹川さん？　いったい、どういうこと？

「今まで通りだ。ここで働けるらしい」

「ホント、に？」

「当然、笹川もお前も、今まで通りだ」

　勝手に涙が溢れてきた。

　正義のヒーローは、やっぱり負けなかった。

　口を押さえて声を押し殺す。感情が一気に溢れてきて自分では抑えられない。

　彼はお父さんと同じ轍を踏まなかった。きっと天国のお父さんも、喜んでくれているはずだ。

「美帆乃」

　楠さんが優しく私の名を呼ぶ。

「ありがとう。心配してくれて」

「当たり前、です……」

　あなたの彼女、なのだから。

　なかなか泣き止むことができない私を、楠さんは優しく抱き寄せた。

　会社でこんな……と思わなかった訳じゃない。だけど、今だけ許してほしい。

　――トントン。

　突然のノックに驚き、楠さんから慌てて離れると、楠さんもまた、キリリとした顔つきに戻った。

「失礼します」

　ドアの向こうから現れたのは笹川さんだった。

「麻田さんが見当たらないと思ったら、やっぱりここだ。会社でキスなんてしたら、クビですからね」

「お前に見つからなきゃいいだろ」

「ちょっと、楠さん！」

　とんでもない発言をする楠さんに動揺し、声をあげると、「フッ」と笑いながら私にハンカチを差し出してくれた。

「笹川。いつの間に用意したんだ」

「あぁ、アレですか。昨日帰ってから残業しましたよ。残業代いただけます？」

　ふたりがなにを話しているのか、さっぱりわからない。

　楠さんと同じように笑う笹川さんは、「それで？」と尋ねる。

「笹川が作ってくれた資料のおかげで、首切り屋を続けることになった」

「それは朗報です。楠さんがいなくなると、憎まれ役が回ってきますから」

　そんなことを言いながらも、うれしそうな顔をしている笹川さんは、楠さんの報告を心から喜んでいるに違いない。

「あの、資料って？」

　ひとりだけ会話についていけない私は、ふたりに尋ねた。

「あぁ。笹川が、俺の今までの仕事を全部ピックアップした資料を用意してた。人員整理や配置換えで良くなった業績まで全部書かれていたよ。それをまとめて、今朝、社長の家の前で仁王立ち」

「仁王立ち……」

　笹川さんが険しい顔をして、両手を腰に当てている姿を思い浮かべてしまう。

　でも、まさか楠さんを殴った笹川さんが、楠さんのためにそんな作業をしてくれていたなんて。

　そういえば、さっき部長が『お前、頑張ったな』と言っていたのは、これのこと？

「だが、ちょっと過大評価しすぎだったぞ。配置換えだけで業績がアップした訳じゃない」

「そこはいいじゃないですか。プレゼンテーションは効果的に。大切な主張は一発で反論できない印象を与えることが重要だと、楠さんを見ていて学んだんですけどね」

　クククとおかしそうに笑う笹川さんは、「仕事に戻ります」と会議室を出て行こうとする。

「あー、言い忘れた。麻田さん。朝、楠さんが会社に入るのに手間取ったのは、バレちゃったからなんだ」

「バレた？」

　私が首を傾げると、笹川さんがチラッと楠さんに視線を送る。

「そう。楠さんが、内部告発した張本人だって」

「えっ！」

　菅原さんが伏せてくれたはずなのに。

　会社に残れると決まったものの、それじゃあ、楠さんはこれからマスコミに追いかけられるの？

「もう社内では有名な話になっていたからね。でも心配いらないよ。だって、楠さんが……」

「笹川、もういい」

　なんだか焦っている楠さんを見て、笹川さんがニヤリと笑った。

「『不正を正しただけです。なにかいけないことでもしましたか？』だってさ。マスコミもなにも言えなかったよ」

　たしか朝、『悪いものは悪い。ただそれだけです』と言っていたとも聞いた。

　すごすぎる。あんなに大勢のマスコミを前に、そんなセリフ、普通なら言えない。

　やっぱりこの人、正義のヒーローだ。

「あー、もう負け負け。こんな人と女の子を取り合っても、勝てる気がしない」

　茶化すように笑う笹川さんは、ドアノブに手をかけた。

「あっ、一回くらいは目をつぶりますよ」

「なにをだ？」

　朝の様子をバラされた楠さんは、ちょっと虫の居所が悪い。

「キス。それじゃ」

　バタンと閉まったドアを唖然と見つめたあと、おかしくなって思わず吹き出してしまった。

「まったく、アイツは」

　楠さんは呆れたような声を出すものの、目は笑っている。

「あとで菅原さんにもお礼をしないとな」

「あっ、朝、助けていただきました」

　楠さんは大きくうなずくと、再び口を開く。

「実は、菅原さんも手を回してくれたんだ」

「どういうことですか？」

「俺をクビにするなら、〝内部告発者を見殺しにした会社〟という記事を書きますってさ」

　驚いた。それって、ちょっとした脅しだと思うけど。

「菅原さん、親父を守れなかった罪滅ぼしだって」

　楠さんの顔が少しゆがんだ。

　今までの辛かったことが、頭をよぎったのかもしれない。

「楠さん」

「ん？」

「私達、すごく幸せですね」

　その言葉に、彼は笑顔を取り戻す。

　楠さんは辛い経験をしたかもしれない。だからずっと心を閉ざしてきたのかもしれない。

　でも……だからこそ守りたい正義があり、今はそれに賛同してくれる素敵な人達もいる。

　そして、知りたがっていた〝本当の愛〟も知った。

　もちろん、私が教えてあげたんだよ？

「私がずっとあなたを温めてあげる」

「そうか。それは楽しみだ」

　クスクス笑った彼は、私を壁に追いやると、「ドン」と壁に片手をついて、メガネを外す。

「アイツ、一回は目をつぶるってさ」

「えっ？」

　それからすぐに重なった唇は、とろけるように甘かった。

　こうして冷たいだけの私の上司は、温もりを取り戻した。

　彼はもう大丈夫。銀縁メガネの下の目は、生きる力に溢れている。

　それに……もしも再び凍りそうな時は、私が温めてあげる。

　だって、これからずっと一緒に歩いていくのだから。





【ＥＮＤ】












あとがき




　突然ですが、「理不尽だ！」と思うことはありませんか？　私は大いにあります。

　特に、大人になって守るものができてからは、そう思っても我慢しなければならないことが多く、ぐっとこらえることも。

　だけどやっぱり、絶対に揺らいではならない正義というものが、あるはず。

　そんな気持ちから生まれたこの物語を、お手に取り、最後までお付き合いくださり、ありがとうございました。




　子供達が憧れる、正義の味方。何度もやられそうになりながら、それでも最後は絶対に勝利を収めます。その様子に子供達は興奮し、目を輝かせます。それはきっと、正義が勝つという爽快感を知っているからです。

　それなのに歳を重ねると、そんな気持ちも忘れてしまいがちです。それどころか、時には正しいことを主張すると、「きれいごとだよ」と言われてしまう。そうすると、心も折れてしまいますよね。でも、そこで負けたくない。

　楠は、私の理想を持ち合わせたヒーローです。冷たい男と言われながらも、胸の内には熱い正義感を持ち合わせていて、なおかつ〝実践〟できる。そして、大人は我慢するものだと思っていた美帆乃が、彼の影響を受け、猪ちょ突とつ猛もう進しんぶりを発揮しました。

　ですが、実際は彼らの様に生きるのは、とても難しい。大人の世界には「本音と建て前」が存在するからです。

　本音と建て前は、時に、社会生活を円滑に行うために必要なこともあります。だけど、誰がなんと言おうと、悪を善と言ってはいけないと、私は思っています。

　できれば、未来ある子供達になにを聞かれても、正しいことをしていると胸を張れる大人でいたいものです。




　最後になりましたが、この作品の出版にあたりご尽力くださいました担当の森上様。表紙イラストを描いてくださいました、こまめきくこ様。この作品に係わってくださいましたすべての皆様に、深くお礼を申し上げます。

　そして、いつも応援してくださる読者様。こうして書き続けていられるのは皆様のおかげです。本当にありがとうございました。


佐さ倉くら伊い織おり
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